








































星刻の竜騎士ドラグナーXIX








瑞智士記





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














　目次









間話　アルバ村の危機／騎竜学院の学生たち

第十話　紅き女帝の軌跡③　～東方大陸～

第十一話　サヴォナローラ、星史を語る

第十二話　再び、アーカム城にて

第十三話　紅き女帝の軌跡④　～天空城～

第十四話　出撃前夜

第十五話　大海の凶兆

第十六話　目覚めよ、遙か太古の王














「世界の終焉おわりに現れし救世主──星を継つぐ者」





『聖せい女じよ言げん行こう録ろく』より








間話　アルバ村の危機／騎竜学院の学生たち









　ここで少しばかり、時計を巻き戻す。

　すなわち処女宮ヴアルゴの月、第二日──。





　　　　◇






　夕暮れ時。

　秋の虫たちが、涼やかな合奏を響かせていた。

　アルバ村の夏は短い。国内ではどこよりも早く、秋の足音が近づいてくる。

　ブレイク家の厨ちゆう房ぼうでは、アリーシャが夕ゆう餉げの支度を始めていた。

「はあ……」

　自然と、溜ため息いきが漏もれる。先ほどまで、トントンとリズミカルに野菜を刻きざんでいた包丁も、今では動きが鈍っている。

　先日、久しぶりに一家四人がそろい、アリーシャは楽しいひとときを過ごした。

　幸せだった。

　傍はたから見れば、小さな幸せかもしれない。

　だが、アリーシャにとっては違う。

　あれ以上の幸せなど要いらないと、心の底から思っている。

　あの夢のようなひとときから、かれこれ二週間ほどが経った。

「はあ……」

　再び、アリーシャは溜息を吐ついてしまう。包丁は俎まな板いたの上で、完全に止まっていた。

　ここ最近、アリーシャは感かん傷しよう的てきになりがちだった。

　──いつになったら、彼は帰ってきてくれるのかしら？

　決して人前では口にしない想おもいが、胸をよぎる。

　アルバーンがなにを背負っているのか。これまでのアリーシャは、あえて触ふれないようにしてきた。

　だが、久しぶりに一いつ家か団だん欒らんの幸せを満喫したことで、アリーシャの内面には変化が起こりつつあった。

　平凡な幸せを渇望する気持ち。それに加えて、正体不明の不安感。

　正直なところ、今でも信じられない気持ちなのだが──アッシュたちが帰き省せいした日の夜、アルバ村は襲撃を受けた。

　どこからともなく現れた航空艦による、苛烈な爆撃。

　結局、あの事件に関する詳細情報は、いまだに伝わってこない。

　よりにもよって、久しぶりに家族が勢せい揃ぞろいした日に、アルバ村は壊かい滅めつ寸前の危機に陥おちいったのである。

　もしアッシュたちの奮戦がなければ、アルバ村は地図から消滅していただろう。

　──あの襲撃……やっぱり、彼となんらかの関係が……？

　のんびり屋のアリーシャだが、あの夜を思いだすたび、妙な胸むな騒さわぎを覚えてしまう。偶然にしては、あまりにもタイミングが一致しすぎているのだ。

　──明日あたり、新しい情報が入ってないか、村長さんに聞いてみようかしら。そうね、それがいいわ。

　アリーシャは気を取り直し、再び野菜を刻きざもうと、包丁を握にぎる手に力をこめた。が、包丁が再び俎まな板いたを叩たたくことはなかった。

　玄関のほうから、ノックの音が響いたのだ。

「お客様？」

　アリーシャはエプロンで両手を拭ぬぐいつつ、厨ちゆう房ぼうをあとにした。

　こんな時間に、誰だろう？　ご近所の奥おくさんが、調味料でも切らしたのだろうか。

　だが、奥さんたちの誰かなら、他人行儀なノックなどはしない。遠慮会釈もなく、「ごめんください、アリーシャさ～ん！」と、陽気な声をあげるのが常だ。決して礼儀を知らないわけではない。アルバ村のような寒かん村そんだと、すべての住民が家族同然なので、遠慮の必要がないのだ。

　やや怪け訝げんに思いつつ、アリーシャは玄関の扉を開けた。

「……!?」

　滅めつ多たなことでは動じないアリーシャが、このときばかりは息を吞のんだ。

　細ほそ面おもての、凜りんとした美女を筆頭に、神官風の衣装を身に着けた女たちが五人ほど、玄関先で跪ひざまずいているのだ。

　異様ともいえる光景だった。

　と、リーダーとおぼしき美女が、口を開いた。

「夜分遅くに失礼いたします、アリーシャ様。我が名は、ペネロペ・デル・モンテ」

　言葉遣いこそ丁寧だったが、夜や陰いんを斬り裂くような口調だった。

「魔導結社〈デミウルゴス〉の盟主、サヴォナローラ様のご命令を受け、推参しました」

「サヴォナ……？　一体、なんのことだか……」

　アリーシャは片手を頰ほおに添えると、小首をかしげた。

　まったく意味がわからない。訊たずねる家を間違えたのでは？　とも思ったが、最初に「アリーシャ様」と呼びかけられた以上、その可能性はない。

「失礼いたしました。我々が盟主として崇あがめる御お方かたは、アルバーン・デ・パルマ様です」

　アリーシャは息を吞のんだ。

「あの人の使者、というのですか？」

「はい。あの御お方かたは、来たるべき終末の日にそなえ、アリーシャ様を保護するようにと、我々に命じられました。それゆえに、こうしてお迎えにあがったのです」

「…………」

　アリーシャは混乱する一方だ。

「なにぶん説明不足で申し訳ありません。ただ、あまり時間がないのです。このまま地上で暮らしていたら、あなた方──いえ、およそ大地にしがみついている全生命の安全は、保証できません」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　アリーシャの心臓は早はや鐘がねと化していた。

　激しい焦燥と不安が、背筋を這はい上ってくるような感覚。

　一体全体、アルバーンはなにを始めようとしているのか？

　全生命の安全が保証できないとは、どういう意味なのか？

　あまりに唐突な申し出に、アリーシャは思考停止寸前の態に陥おちいってしまった。

「仕方ありません……元々、そうした反応は予想していましので──失礼！」

　その瞬間、ペネロペが動いた。武人のごとき身のこなしで立ち上がると、アリーシャの視界から消失したのだ。

　次の瞬間、背後から伸ばされた手が、アリーシャの鼻び腔こうを覆おおった。厳密には、白いガーゼが押しつけられていた。

　未知の刺激臭を感じた途端、アリーシャの意識は深き闇に吸いこまれていた。




　あっという間に、ペネロペは一仕事をすませていた。ガーゼに染みこませていたのは、即効性の睡眠薬である。調合したのは、仲間のダークエルフ──キーラだ。予想以上の効き目に、ペネロペは満足した。

「丁てい重ちようにお運びしろ。いずれは……盟主様のお后きさきとなられる女性だ」

　ペネロペはそういって、アリーシャの身柄を女官たちに託した。

　森の奥おくには、ペネロペたちが乗ってきた魔ま導どう艇ていが停泊中だ。

　アリーシャを運ぶ女官たちを見送りつつ、ペネロペは小さな溜ため息いきを吐ついた。

「サヴォナローラ様の酔狂にも、困ったものだ」

　正直なところ、ペネロペとしては、この作戦に乗り気ではない。常日頃、公私の境界線はきっちりと引いているサヴォナローラにしては、あまりに私的すぎるのだ。

　確かに、アリーシャ・ブレイクは美しい女だと思う。アッシュ・ブレイクの母だという点でも、極めて重要な存在といえよう。

　だが、これから結社が始める計画の重さと比べたら、過去の女のひとりなど、些さ末まつな問題ではないだろうか。

「それに、来たるべき新世界で、あの御お方かたの后きさきとなるべきは……アリーシャ・ブレイクよりも、むしろ──」

　自然と漏もれた独ひとり言ごとだったが、ペネロペは急に口をつぐんだ。

「……こほん」

　ペネロペはその場を取り繕うように、わざとらしく咳せき払ばらいをした。誰かに聞かれたわけでもないのに、である。まるで自分自身に弁解するかのような、滑稽な咳払いだったが、カチリと意識を切り換える役割は果たしてくれた。

　今回の任務において、最も重要な目的は達した。そろそろ、アリーシャが魔ま導どう艇ていに運びこまれた頃合いだろう。

　しかし、まだ任務完了とはいえなかった。盟主サヴォナローラから命じられた任務の後半を、これから遂行せねばならないのだ。

　ペネロペは、腰のホルスターに収めていた銃器を抜いた。いや、厳密には銃ではなく、超小型のグレネード・ランチャーであった。

　その砲口を夜空に向けると、トリガーを引く。

　夜空に向けて放たれたのは、照明弾だ。

　花火のごとく、闇夜に一輪の花が咲き誇ほこる──。




　森の奥おく。外装を漆黒に塗られた魔導艇の甲かん板ぱんで、ずっと待機していた機竜兵部隊は、夜空を染めた照明弾を確認するや、一斉に機竜のエンジンを始動させた。

　総勢二十機。二機ずつが並んで、甲板から地面へと飛び降りる。着地するなり、村落の方面へ向けて疾駆を始める。地竜アーシアが群れをなし、森を駆かけ抜けているかのようだった。

　が、その体たい軀くは生身ではなく鋼こう鉄てつ製せいだ。

　体内を循環しているのは血液ではなく、機械油や魔導エネルギー。

　そして、どの機体にも、魔導砲や機銃が搭載されていた。

　今まさに、アッシュの故郷アルバ村は、機竜兵たちの侵攻を受けようとしていた──。





　　　　◇






　ここで、やや時計を進め──処女宮ヴアルゴの月、第七日。

　アンサリヴァン騎竜学院では、今日も学院生たちが自主訓練に励はげんでいた。

「六……七…………八………………」

　一方、グランドの片隅では、学院指定の騎竜服に身を包んだリンダが、筋力トレーニングに励はげんでいた。

　今は腕立て伏せの真っ最中。負荷を高めるために、背中にはパーシヴァルを乗せているほど、気合は充じゆう分ぶんだ。

　ふぅ～……と息を吐きながら、ゆっくりと上体を持ち上げていく。

　汗の雫しずくが頰ほおを伝い、顎あごから落ちて、地面に吸いこまれるのが見えた。

　故郷の村では、やたらと動きの速い腕立て伏せをしている男子を見かけたが、これでは回数を稼ぐばかりで、あまり効果的とはいえない。

　上体を上げるときも、下ろすときも、ゆっくりと行うべきだ。回数はグッと落ちるが、そのほうが筋肉への負荷は明らかに深まる──ということを、リンダは体育の授業で学んでいた。

　その教えを守りつつ、リンダはさらに運動を続ける。

「九ぅ…………十！　やったあ！」

　歓声をあげた直後、バタンと地面に突っ伏す。背中に乗っていたパーシヴァルが、リンダを祝福するかのように、パタパタと宙を旋せん回かいする。

　入学時は五回が限界だったが、今日はパーシヴァルを背中に乗せた状態で、目標の十回を達成することができた。

　どうしてリンダだけが、激しい騎竜訓練に参加せず、筋トレに励んでいるのか──というと、パーシヴァルに騎乗するのが無理だからだ。












　むしろパーシヴァルのほうが、自身の体たい軀くがぬいぐるみサイズなのを良いことに、リンダの頭や背中に乗ってばかりなのである。

　もっとも、リンダには兄のアッシュと同じく、どんなドラゴンにでも乗りこなせるという能力がある。友人たちが休憩のためドラゴンを降りたときこそ、リンダが機竜術を磨みがくチャンスなのだった。

「兄さんたち、どうしてるかな……？」

　タオルで汗を拭きながら、リンダは独ひとり言ごとを漏もらした。

　先日、兄たちはシェブロン王オスケイアに呼ばれて、アンサリヴァンを発った。

　目的地はシェブロン王国の首都──王都アーカム。

　今後の方針について、オスケイア女王たちと話し合うらしい。

　本音をいえば、兄と離れ離れになるのは嫌だった。

　だが、本当にそれでいいのだろうか……とも思ったのだ。

　魔導結社〈デミウルゴス〉の盟主、サヴォナローラが実父であることは、リンダも既に聞かされている。

　心底驚いたし、不安どころか、恐怖さえ覚えた。

　しかも、アッシュとリンダの能力は、なんと父方の血に由来するというのだ。

　では、父方の血を遡れば、誰にたどり着くのかというと、そこで聖せい女じよロサ・マリアの名前が飛びだした。

　──まさか、聖女ロサ・マリアがご先祖様だったなんて……。

　正直、いまだに実感は湧わかない。

　他人のドラゴンを乗りこなせる異能についても、「そういう特異体質なんだ」といわれたほうが、まだ納得できる。

　しかし、それが現実だというのなら、いつまでも兄にくっついて、甘えん坊な妹を続けているわけにはいかないのではないだろうか。

　ならばこそ、今回に限って、リンダは兄と別の道を選んだのだ。

　──兄さんの力になれるよう、リンダも強くならなくちゃ！

　リンダは自身を鼓舞するように、グッと両りよう拳こぶしを握にぎりしめた。トレーニングの合間の休憩中だからといって、ぼうっとしているのは時間の無駄だろう。

　リンダはタオルを肩に掛けると、生徒たちの訓練風景に意識を集中させた。

　ちょうど今、グラウンドの中央では──ルッカ、マックス、ジェシカ、レイモンを筆頭に、模擬戦闘が繰りひろげられている。

　東軍、西軍に分かれた騎竜学院生がぶつかり、攻撃魔法を駆使し、防御魔法障しよう壁へきを展開するものである。水竜ハイドラが不利にならないよう、グラウンドには水路が設けられ、より豊富な作戦行動を可能としていた。

　翼竜ストラーダが舞えば風が唸うなり、地竜アーシアが駆かければ砂さ塵じんが舞い上がる。水竜ハイドラが進撃すれば水みず飛沫しぶきがほとばしる。

　その景観ときたら、まさしく戦場のミニチュア版といえるだろう。

　中でも、聖竜マエストロガウェインを駆るルッカが目覚ましい活躍を見せている。東軍のリーダー役だ。グラウンドに集結した生徒の中では、唯ゆい一いつの聖天竜騎士アーク・ドラグナーでもある。

　戦力バランスへの影響が大きいため、さすがに聖騎甲アークの装備は遠慮しているが、それでもスピードといい、攻撃力といい、ルッカは一歩も二歩も抜きん出ている。

　一方、西軍のリーダーを務つとめるマックスも健闘していた。相パ棒ルは聖竜マエストロアリアンロッド。秀才タイプのマックスは、決して目立たないものの、東軍が少しでも隙を見せると、ここぞとばかりに戦力を集中させるのだ。

　聖竜マエストロの乗り手──すなわち竜騎士ドラグナーは、他にも二人いる。

　東軍のジェシカと、西軍のレイモンだ。竜騎士ドラグナーとしての経験はまだ浅いが、ふたりとも周囲の生徒たちを圧倒している。

「う～ん……」

　しかし、リンダは小首をかしげてしまう。

　ルッカ、マックス、ジェシカも、レイモン──今や自主訓練の中心的存在となっている生徒会役員たちは、どこか精彩を欠いているように見えてしまうのだ。

　具体的には、アッシュたちが王都アーカムを目指して出発した頃から、彼らは変調を来したように見える。

　リンダの思い過ごしであればよいのだが……。

　と、そのとき──誰かがホイッスルを吹き鳴らした。それを合図に、模擬戦闘の流れが中断する。

「なにかあったのでしょうか……？」

　よく見ると、グラウンドの中央あたりで、ふたりの女子がなにやら口論している様子である。

　一方はジェシカだ。

　他方は、リンダの知らない先輩だった。小柄で、眼鏡をかけている。どうやら彼女のほうが、ジェシカに口論を吹っかけている様子である。

　リンダは怪け訝げんに思うと、グラウンドの中心に向けて駆けだした。




「勝負であります、ジェシカさん！」

　眼鏡をかけた女子は、左手で翼竜ストラーダの手た綱づなを握にぎりつつ、右手の人さし指をジェシカに突きつけている。見た目は大人しそうで、文学少女のような雰ふん囲い気きなのだが、その表情は妙に好戦的だ。

「ちょ、ちょっと、リネットさん……？」

　ジェシカのほうは、聖竜マエストロリアンノンの鞍くらに跨またがったまま、戸と惑まどっている様子。

「あの……何事ですか？」

　現場に駆かけつけたリンダは、レイモンに声をかけた。

　面倒くさがり屋のレイモンは、既に学院生たちからは距離を置いて、愛竜ブリギットの鞍から降りたところだった。

「彼女はリネット・ワース。俺たちの同級生さ」

　レイモンは苦笑を浮かべつつ、答えてくれた。

　どこか、昔を懐なつかしむような表情にも見えた。




　レイモンの話によれば、その事件は昨年の春に起きたという。

　突如として、屍灰竜ネクロマンシアと呼ばれるドラゴンが、学院都市アンサリヴァンに襲いかかったのだ。一時はどうなることかと思われたが、アッシュはエーコの力を借りることで、見事、禍まが々まがしい暴竜を倒してみせた。

　もっとも、それは竜族の先祖たちが蓄積していた作品資料を参考にして、アッシュの体型に合うパーツを個別に抽出し、再構築しただけの代用品にすぎなかった……。




「その話なら、兄さんから聞きましたよ？」

「実は続きがあるのさ」

　レイモンはにやりと笑った。




　その後、「学院都市を救った、謎の聖天竜騎士アーク・ドラグナー」の噂うわさは、あっという間に広まった。

　特に女子たちの間では、とある小説作品の登場人物にあやかって、〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉と呼ばれるようになった。

　そのファンクラブ──ＳＫＦＣ（Silver Knight Fan Club）を結成したのがジェシカであり、副会長を務つとめたのがリネットだったのである。

　その後、ヴェロニカ王女が画策した大聖堂占拠事件を経て、ジェシカは〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉の正体がアッシュだと知った。当時の生徒会長レベッカは、口封じのため、ジェシカを生徒会役員として抜ばつ擢てきすることになる。

　結局、ＳＫＦＣは自然消滅したのだが……以来、ジェシカとリネットの関係は、ぎくしゃくとしてしまったらしい。

　今となっては、あれから勃ぼつ発ぱつした様々な事件を通じて、アッシュが〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉であったことには、誰もが気づいている。

　リネットからすれば、ジェシカは裏切り者といったところだろう──というのが、レイモンの見立てだった。




「……結局、兄さんが原因なのですね」

　もはや溜ため息いきしか出ない。相変わらず、罪作りな兄だと思う。

「夏休みの間も、リネットはジェシカを避けていた様子だったんだけど……ここに来て、いきなりジェシカに宣戦布告をしたってわけだ」

　レイモンは「やれやれ」と肩をすくめたが、どこか楽しそうでもある。

「リンダが入学する前にも、いろんなことがあったんですね……。リンダが知らないことも、まだまだたくさんありそうです」

「まあね。エーコちゃんが生まれてからというもの、息つく暇もないような学院生活だったなあ。俺なんて、のらりくらりと面白おかしく学院生活を満喫できればいいや、くらいの気持ちだったんだけどね」

　いかにもレイモンらしいと思い、リンダは苦笑する。

　そのとき、リネットの声が、ひときわ高く響きわたった。

「よろしいですか、ジェシカさん！　勝ったほうが負けたほうに絶対服従する──それがルールであります！」

　その大人しそうな外見に似合わず、堂どう々どうたる宣言だった。

　ジェシカは面食らった様子だったが、

「……わかりましたわ」

　やがて、了承したのだった。




　聖竜マエストロを駆かるジェシカに対して、リネットの相パ棒ルは翼竜ストラーダだ。戦力差が大きすぎるので、まともにぶつかり合うわけにはいかない。

　というわけで、そのハンデを補うべく、リネットは元ＳＫＦＣのメンバーたちでチームを組んだ。全部で五騎。そのすべてが翼竜ストラーダの乗り手である。

「……はじめ」

　審判役のルッカが手を上げて、試合開始を宣言する。

「全騎、急速離陸であります！」

　真っ先に動いたのは、リネット隊のほうだった。翼竜ストラーダのアドバンテージを生かして、垂直に飛び立つ。

　しかも速い。あっという間に、リネット隊は学院のはるか上空を舞っていた。

　最大馬力なら聖竜マエストロのほうが圧倒的だが、翼竜ストラーダには軽量という利点がある。当然、飛行中における魔力の消費量も少なく、こうした機動が可能となる。

「行きますわよ、リアンノン！」

　やや遅れて、ジェシカもリネット隊を追い詰めるべく、リアンノンを離陸させた。

「へえ。ジェシカが圧倒するかと思ってたけど、いい勝負になるかもなあ」

　幕を開けた空戦を見守りつつ、レイモンが感心した風につぶやく。

「──まったく、世界が滅ほろぼされるかどうかの瀬戸際だというのに、なにをやっているのだか……」

　と、背後からマックスがやって来た。額ひたいの汗をハンカチで拭ぬぐっている。その口ぶりこそクールだが、自分自身の熱気で眼鏡を曇くもらせているので、なんだか滑稽だった。

「ところで、レイモン。お前はまだブリギットを乗りこなせていないようだな。今日の動きはなんだ？」

　マックスの眼まな差ざしは、真剣そのものだ。

「……ったく、このタイミングでそれをいうかあ？」

　レイモンは呆あきれたように、頭の後ろで手を組んだ。

「ルッカにしても、たまに上の空になるような瞬間が見られる。ジェシカもそうだ。僕たちがわざわざ学院に残った理由を思いだせ」

「でもでも、マックス先輩だって、少し焦っているように見えましたよ？」

　そこで、リンダが口を挟はさんだ。

　マックスは「むぐっ」と喉のどの奥おくで唸うなったまま、特に反論はしてこない。自覚があったのだろう。

「さすがはリンダちゃん、よく見てるよなあ！　実は俺も、同じことをいおうとしていたところさ！」

　と、レイモンがふんぞり返ると、

「それは噓うそだ！」

　マックスはぴしゃりと否定してみせた。

　次の瞬間、生徒たちがいっせいにどよめいた。

　リンダも気になって、すぐさま空に目を凝こらす。リンダに抱っこされていたパーシヴァルも、つぶらな瞳ひとみを頭上に向けた。

　学院上空では、今も白熱した空戦が続いている。

「聖地アルバレスで修行した成果、今こそ見せるときですわっ！」

　聖竜マエストロに特有の、圧倒的な火力と防御力を最大限に活用し、押しまくるジェシカ＆リアンノン。

「フォーメーションＡであります！」

　対するは、一騎ごとの戦闘力は低いものの、五騎による編隊飛行でジェシカを翻ほん弄ろうするリネット隊。小さな蕾つぼみが咲き誇ほこるかのごとく、各騎が一斉に散開すると、じわじわと包囲網を構築していく。

　と、リネットを乗せた翼竜ストラーダが、見事な宙返り飛行を披露した。リンダが惚ほれ惚ぼれしてしまったほど、美しい軌道を描いたのである。

　ジェシカとリアンノンにとっては、ただごとではない。

　敵チームの一騎が、瞬時に消えたと映ったことだろう。

　当然、死角からの攻撃にそなえねばならないが、残る四騎が執しつ拗ように食い下がり、リアンノンの動きを制限する。

　次の瞬間、リアンノンの背後を取ったリネットが、渾こん身しんの一撃をお見舞いした。単なる翼竜ストラーダの攻撃とは思えないほど、巨大な魔弾を吐いたのだ。

　この瞬間のためだけに、ずっと魔力を蓄たくわえていたのだろう。

「ぐるぉおおおおお……！」

　背中に痛烈な一撃を食らったリアンノンは、きりもみ降下を余儀なくされる。

「きゃああああっ……!?」

　ジェシカも相パ棒ルにしがみついながら、悲鳴を漏もらすばかりであった。

　かろうじてリアンノンは不時着したものの、もはや魔力の残量は尽きる寸前だろう。せいぜい、治癒魔法の分くらいしか残っていないはずだ。

　と、審判を務つとめていたルッカが動いた。右手を挙げると、ホイッスルを高らかに鳴らしたのである。

「勝者……リネット隊」

　ルッカが告げるや、観戦していた学院生たちはドッと湧わいた。




「大丈夫ですか、ジェシカ先輩！」

　リンダはレイモンとマックスを伴い、ジェシカの許もとに駆かけつけた。

「ううっ、油断してしまいましたわ。まさか、リネットさんがあそこまで腕を上げていたなんて……」

　ジェシカはリアンノンの背から降りるなり、がっくりと肩を落とした。

　幸い怪け我がはなさそうなので、リンダはホッと安心する。

「ぐるるるる……」

　リアンノンのほうも、なんとか軽傷ですんだようだ。早速、治癒魔法を使っている。

「まあ、あれは仕方ないだろ。敵ながら天晴あつぱれってことで」

　レイモンがジェシカにフォローを入れると、

「いや、リアンノンの力に頼りすぎだ。もっと己おのれを磨みがくことだな」

　マックスのほうは、なかなか手厳しい。

「ジェシカさん！」

　と、リネットが四人の仲間をぞろぞろと引き連つれて、こちらにやって来た。つい先ほどまで、生徒たちから拍手喝かつ采さいを浴びていたのだが、いつの間にか切り上げていたのだ。

「……約束ですわ、リネットさん。このジェシカ・バレンタインに二言はありません。お望みでしたら、全裸で逆立ちだってしてみせますわっ！」

　プライドの高いジェシカは、毅き然ぜんとしてリネットの正面に立った。

「……それでは遠慮なく、命令させてもらうであります」

　リネットは眼鏡のレンズをきらりと光らせながら、ジェシカの顔を覗のぞきこむ。

　互いの鼻先が触ふれ合わんばかりの距離だった。

　そして、リネットは意外な要求を口にしたのである。

「今すぐアッシュさんたちを追って、王都アーカムに向かうであります！」

「へっ？」

　ぽかんとした表情で、ジェシカはリネットをまじまじと見つめ返した。

「そ、それはどういう意味ですの、リネットさん？」

「言葉通りの意味であります」

　あくまでも、リネットは真顔である。

　──う～ん。リンダには理解不能です……。

　どんな無理難題を突きつけられるのかと冷や冷やしていたら、リネットの命令は意表を突いたものだった。レイモンとマックス、そして遠巻きに事態を見守っていたルッカも、リネットを不思議そうに眺ながめている。

　やがて、リネットはジェシカから一歩離れると、今度はルッカたち生徒会役員の顔をぐるりと見回した。

「ジェシカさんだけでなく、ルッカさん、レイモンさん、マックスさんも、今すぐアッシュさんたちの許もとに向かうべきだと、思うであります！」

「ええっ!?」

　リンダたちは異口同音に叫んでいた。

　と、生徒たちの間からも、リネットに賛同する意見が次々と湧わいたのである。

「俺もリネットに賛成！　お前らはさ、今すぐアッシュと合流すべきだって！」

「夏休みの間、俺たちはずっと一緒に訓練していたんだぜ？　見ていればわかるさ」

「学院のことは私たちに任せて、先輩方はアッシュ会長を支えてあげてください！」

「もちろん、自主トレは僕たちだけで続けます！　いざというとき、この学院を守り抜けるように！　だから、心置きなく行ってください！」

　しばらくの間、リンダたちは呆ぼう然ぜんとしていたが、

「はは……困ったぜ。どうやら、みんなにも見抜かれていたみたいだ」

　最初に口を開いたのは、レイモンだった。

「皆に気を遣わせてしまったようだな。僕たちもまだまだ未熟……！」

　マックスは眼鏡を外すと、目尻を拭ぬぐっている。

「リネットさん！　それに皆さんも……！」

　ジェシカは既に、ぼろぼろと涙を流していた。

「みんな……ありがと」

　ルッカも目を潤うるませつつ、ぺこりと頭を下げた。

「つ・い・で・に！　リンダもだよっ！　お兄さんのことが気になって仕方ないって、顔に書いてあるんだから！　さっさと行ってきな！」

「応援してるからね～、リンダちゃん！」

　と、今度はリンダの親友──ロザリーとセルマが、こちらに駆かけ寄ってきた。二人とも満面の笑みを浮かべて、リンダを見つめている。

「ロザリー……セルマ……！」

　たちまち、リンダの瞳ひとみにも涙があふれた。





　　　　◇






　かくして、自己鍛たん錬れんのため、あえて騎竜学院に残ったルッカ、マックス、ジェシカ、レイモン、そしてリンダは、学院生たちに背中を押されたことで心を決めた。












　処女宮ヴアルゴの月、第八日。

　リンダたちは、グラウンドに集結した学院生たちに見送られつつ、飛び立った。リンダはパーシヴァルとともに、リアンノンに相乗りさせてもらっている。

「──ジェシカさん！　わたくしたちも、いつかアヴァロン聖竜皇騎士団に入れてもらえるよう、頑張るであります！」

　そのとき、地上からリネットの声が響きわたった。

「お待ちしていますわ、リネットさん！」

　ジェシカは肩ごしに振り返ると、声を振りしぼる。

「頑張れリンダ！」

「無理だけはしないでね～！」

　と、今度は親友たちの声がリンダの耳じ朶だを打った。

「行ってきます！」

　リンダはロザリーとセルマの姿を見つけると、力いっぱい手を振るのだった。





"Intermission ～A.S.B.1366.09～" is closed.








第十話　紅き女帝の軌跡③ ～東方大陸～









　──《大央洋セントラル・オーシヤン》。

　アルク＝ストラーダ大陸と東方大陸に挟はさまれた、世界有数の海洋である。

　クー・フリンに騎乗したレベッカは、蒼そう茫ぼうたる大海原の上空を、彗すい星せいのごとく突き進んでいた。

　──ロサ・マリアの筆頭使徒ミルカが受け継ついだといわれる、「聖せい女じよの遺品」。

　アルビオンの森で修行中、その話を耳にしたレベッカは、自分でも不思議なのだが、無性に興味を惹ひかれた。

　なんでも、「聖女の遺品」は東方大陸に伝わっているらしい。

　しょせんは伝承の類たぐいである。

　本気で探索したところで、空振りに終わる可能性のほうが高いだろう。

　そんなことは百も承知だったが、レベッカはあえて、東方大陸に渡ることを決意したのだった。

　海洋横断の旅を始めてから、かれこれ一週間ほどが経っている。

　無論、ドラゴンの魔力には限界があるし、レベッカ自身にも休息は必要だ。幸い、休憩に利用できる無人島に恵まれていたおかげで、その問題は解決できた。

　飛行と休憩を繰り返しつつ、レベッカとクー・フリンの旅は今日も続いている。

　今日の天気は快晴。雲ひとつ見あたらず、視界はすこぶる良好だ。

　レベッカの概算では、そろそろ東方大陸の対岸が見えても良さそうな頃合いだが、今のところ水平線に変化はない。

「ぐるる……」

　と、クー・フリンが注意を促うながすように唸うなると、飛行速度を落とした。

「どうかしたのか？」

　レベッカが怪け訝げんに思って訊たずねると、クー・フリンは「前を見ろ」といわんばかりに、吠ほえた。

「あれは……!?」

　レベッカも、ようやく異変に気づいた。

　海上を、なにか大きな物体がゆらゆらと漂ただよっているのだ。

　どうやら大型帆船のようだが、帆は破れ、マストも折れている。船体も半壊していて、浮かんでいられるのが不思議なくらいだった。

　甲かん板ぱんには、水夫とおぼしき者が数名、倒れているが……目を凝こらして見ると、白骨死体ばかりだった。

「難破船のようだな。命知らずな冒険者か、それとも海賊の類たぐいか？　あの様子では、生存者はいないだろう……」

　レベッカはしばらくの間、黙もく禱とうを捧ささげた。

　改めて、《大央洋セントラル・オーシヤン》の横断が命懸けの行為なのだと、痛感せざるを得ない。レベッカが順調に旅を続けていられるのは、ひとえにクー・フリンのおかげなのだ。

　ゆらゆらと潮流に沿って漂う難破船を見送っていたら、レベッカは背筋に冷たいものを覚えた。

　──この胸むな騒さわぎは、一体……？

　レベッカが眉まゆをひそめていると、クー・フリンが吠えた。またしても、注意をうながすように。

　ハッとして、レベッカは顔をあげた。クー・フリンがなにを伝えたかったのかを、瞬時に悟ったのである。

　ずっと単調だった水平線に、明らかな変化が生じていた。

「あれはもしや、東方大陸か!?」

　旅の途中、島影なら何度も見てきたが、規模が違う。

　違いすぎる。

　まだ霧がかかったようにぼんやりとしているが、まさしく大陸と呼ぶにふさわしい。

「間違いあるまい。あれが東方大陸……！」

　レベッカの喜びに呼応して、クー・フリンも雄叫おたけびをあげた。これがラストスパートだとばかりに、さらなる加速を見せる。

「むっ……？」

　ふと、レベッカは眉まゆをひそめた。

　その瞬間、なんらかの境界線を越えたような気がしたのだ。

　言葉では表現しづらい、異様な感覚だった。

　その感覚の正しさを裏打ちするかのように、空が曇くもり始めた。

　遠雷の音が、連続して聞こえてきた。飢えた野獣が、喉のどの奥おくで唸うなっているかのようだ。

　あれほど美しき青に満たされていた光景は、今や灰色と化していた。

　心地よかったはずの潮風は、すっかり暴風に変わっている。髪の毛を根こそぎ持って行かれそうな、すさまじい風圧だった。クー・フリンの巨体でさえ、激しく煽あおられて、ぐらぐらと揺れている。

「くっ、どうしたことだ!?」

　レベッカが戸と惑まどいの声を漏もらした直後、すぐ前方に稲いな妻づまが走った。一瞬遅れて、耳をつんざくような轟ごう音おんがほとばしる。

　運が悪ければ、直撃していただろう。

　やがて、ぽつり、ぽつり……と、雨滴がレベッカの頰ほおを叩たたきはじめた。

　まばらな雨は、数分後には土砂降りと化している。

　あと少しで手が届きそうだった東方大陸は、荒れ狂う暴風雨に遮られ、今やレベッカの視界から完全に消えてしまっていた。

「ただの自然現象にしては、悪意を感じるな。なんとか耐えてくれ、クー・フリン！」

　相パ棒ルを鼓舞しつつ、レベッカは考える。

　どうやら自分たちは、足を踏み入れてはならぬ領域に、土足で踏みこんでしまったのかもしれない。

　今さらながら、あの難破船のことが思いだされた。

　こうなったら、クー・フリンには飛行継続と防御のために、残りわずかな魔力を使い切ってもらう他はないだろう。

　目の前の暴威は、クー・フリンの体力と魔力を奪う一方だ。

　このままでは海に墜落しかねない──。

「余力を振り絞れ、クー・フリン！　なにがなんでも乗り越えてみせるぞ！」

　周囲を取り巻く積乱雲を吹き飛ばすように、レベッカは叫び放つ。

　だが、そんなレベッカの意志を粉砕するかのごとく、前方には信じがたい光景が待ち受けていた。

「なっ！　竜巻……だと!?」

　海面に屹きつ立りつする巨柱のごとく、複数の竜巻がこちらに接近してくるのだ。まるで、レベッカとクー・フリンを狙ねらい澄すましているかのように。

　なんとか回避しようと足あ搔がくクー・フリンだが、ただでさえ暴風雨に煽あおられて、まっすぐに飛ぶことすら難しい状況だ。

　次の瞬間、レベッカの眼前に竜巻が迫る。

　──アッシュ……！

　意識が闇に吞のみ込こまれる寸前、レベッカは祈るように、その名を思い浮かべた。





　　　　◇






「う…………んんっ………………」

　まだ重たい目ま蓋ぶたをうっすら開く。

　視界に入ったのは、オーク材の木目模様。

　どこか懐なつかしい感じを覚えたが、見たこともない天井だった。

　お世せ辞じにも寝心地がよいとはいえないベッドに、レベッカは横たわっていた。

　意識はまだ、ぼんやりとしている。

　身体を横にしたまま、物憂げに周囲を見わたす。

　壁、天井、床ゆか……どこもかしこも木材が剝むきだしの、小部屋だった。

　家具は寝台のみで、いかにも客間といった趣おもむきだ。

　内装の雰ふん囲い気きにせよ、家具のデザインにせよ、レベッカの故郷とは異なる文化体系を感じさせる。

　唯ゆい一いつの窓は、エキゾチックな模様のカーテンに覆おおわれていた。布地ごしに、まばゆいばかりの陽光が射さしこんでいる。

　窓はかすかに開いていて、そよ風が潮の香りを運んできた。

　のどかな光景だ……と思ったそのとき、ガチャリと扉が開く音がした。

「──あっ！　起きよったで～！」

　独特の訛なまりを含む言葉が、レベッカの耳じ朶だを打つ。

　続けて、ドタバタと子どもじみた足音が響いた。数人はいるだろう。

　──誰だ!?

　他者の存在が、レベッカの警戒心を呼び起こした。動物としての本能かもしれない。すぐさま跳ね起きようとしたのだが、あいにく無理だった。

　掛け布団に覆われた身体が、砂袋のように重たく感じられたのだ。

　それから一分と経たたぬ間に、レベッカは四人の少女たちに囲かこまれていた。

「お前たちは……!?」

　愕がく然ぜんとしたレベッカは、今度こそ跳ね起きた。

　その顔ぶれには、見覚えがあったのだ。

　過日、聖都エスパーダを混乱に陥おちいれた大事件。その実行部隊として働いた、多た国こく籍せき傭よう兵へい企業──〈ゲシュペンスト〉には、東方系の四姉妹が所属していた。

　長女のメイリン。次女のシャオメイ。三女のランファ。四女のマオ。

　四人揃そろって、〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉なる隊名を掲げていた。

　もっとも、歴戦の傭兵としての雰ふん囲い気きは、すっかり鳴りを潜ひそめている。

　こうして見ると、四人とも村娘にしか見えないのだ。

　だが、どうして自分は彼女たちに囲かこまれているのだろう？

　アッシュたちがエスパーダ動乱を鎮めたあと、猛将ボロディンは魔導結社〈デミウルゴス〉に見限られ、命を落とした。

　そんなボロディンを、上司として、そして養父としても敬愛していた〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉に、もはや戦う理由はなく、大人しく逮捕されたはずだが……。

「……困った。夢だといわれたほうが、まだ納得できそうな状況だぞ？」

　もはや笑うしかないとばかりに、レベッカは微苦笑を漏もらした。

「わたくしから、説明してさしげましょう」

　丁寧な口調で切り出したのは、メイリンだった。

「では、飲み物を持ってきますわ」

　続けて、次女のシャオメイが立ち上がると、退室した。姉妹の中では、最も高慢なイメージのあった少女だが、意外と家庭的らしい。

「アルク＝ストラーダ大陸の暦ですと、今日は処女宮ヴアルゴの月の八日目であります」

「その口ぶりだと、ここは……」

「はい。あなたがたが〝東方大陸〟と呼ぶ大陸です」

　自分が目的地に到着できたのだと、レベッカはようやく実感できた。

「しかし、どうしてお前たち四姉妹が東方大陸にいる？　てっきり、聖都エスパーダの牢ろう獄ごくに囚とらわれているものとばかり思っていたが」

「割と最近まで、その通りだったにゃ～ん」

　と、三女のランファが、まるで幼女のように声をあげた。

「ランファは黙っていてください。話がややこしくなります」

「む～……」

　姉にぴしゃりと制されてしまい、ランファは頰ほおを膨ふくらませる。

「マオ。ランファと一緒に、外で遊んできなさい」

「了解や～！　ほら！　さっさと行くでぇ、ランファ！」

「あたいのほうがお姉ちゃんだにゃ～ん！」

「いいや！　うちのほうがしっかり者もんやで！」

　三女と四女は口論しつつ、パタパタと駆かけだした。

　入れ違いに、次女のシャオメイが戻ってくる。両手で持った盆の上には、湯飲みが載せられていた。

「さ、お吞のみなさいな。身体が温まりますわよ」

　受け取った湯飲みからは、ほかほかと湯気が立ち上っている。

　生姜ジンジヤーの香りがした。見るからに熱そうなので、ゆっくりと口に含む。

「美お味いしいな」

　レベッカにとっては、未知の味わいだった。

　生姜のスパイス感と、砂糖の甘さが調和している。一口飲んだだけで、身体がポカポカと火照ってきたような気がした。

　その直後、かつては敵同士だった相手が出した飲み物を、こんなに気安く飲んでしまって良かったのだろうか……と、今さらながらに警戒心を覚えたが、

「毒なんて入っていませんわよ？」

　まるで見透かしたように、シャオメイは告げた。

「すまぬ……」

「それでは、話を続けさせていただきましょう。確かに、我々は聖都エスパーダの牢ろうにつながれ、尋問の日々を送っていました。ですが、しょせん我々は雇われ軍人にすぎません。〈七翼将〉の座を与えられていたボロディン様なら、〈デミウルゴス〉の内部事情にも通じていたのかもしれませんが……」

　そういって、メイリンは寂しげな表情を浮かべた。

「……その後、エスパーダ聖庁は、我々をこちらの大陸に強制送還しました。我々のような小娘を処刑するのは、気が引けたのかもしれません。特に、マオは児童といってもいい年齢ですし──」

「あるいは、教皇ラクエルが誘拐された状況で、わたくしたちに構っている暇はないというのが、本音だったのかもしれませんわね」

　メイリンの言葉を、シャオメイが補足する。

「その後、長旅の果はてに海を越え、我々はこの村でひっそりと暮らしていたわけです。そこに、どういう巡めぐり合わせか、あなたが漂流してきたでありますよ」

「なるほど、大体の状況は把握できたが……ところで、クー・フリン──わたしの相パ棒ルは見なかったか？」

「もちろん一緒でしたよ。ほら──」

　メイリンが窓のほうを見やったので、レベッカもそちらに視線を向けた。

　海岸は荒涼として、まるでモノクロ写真を見ているかのようだ。が、その退廃的な雰ふん囲い気きを無む造ぞう作さに押しのけるかのように、クー・フリンの巨体が横たわっている。陽ひ射ざしを浴びながら、気持ちよさそうに昼寝していた。

　驚くべきは、クー・フリンの周囲に子どもたちが集まっていることだ。

　およそ三十名といったところか。よく見ると、先ほど退室したマオとランファも一緒になって、キャッキャとはしゃいでいる。モノクローム的な景色の中、クー・フリンの周囲を駆かけ回っている子どもたちだけは、カラフルに色づいているかのようだった。

「あの子たちは……？」

「戦災孤児です。強制送還された我々は、当時は廃村となっていたこの村を生活拠点に定めたあと、周囲を偵察しました。その過程で拾った子どもたちです」

　東方大陸の噂うわさなら、レベッカも少しは耳にしていた。

「子どもたちを集めることで、我々はこの村を甦よみがえらせようとしています。幸いにも、この地域での紛ふん争そうは収まったようですし、当面は戦火に焼かれることもないでしょう。サバイバルの術すべならボロディン様に叩たたきこまれましたし、雑草のように太く、逞たくましく、この大陸で生きていくでありますよ」

「君は見つけることができたのだな、己おのれが進むべき道を」

「はい。そして、いつか立派な村を作ることができた暁あかつきには、あの浜辺にボロディン様のお墓を建てるであります。猛将にふさわしい、立派なお墓を──」

　そういって、メイリンは遠い目をした。

　シャオメイも同じ目をすると、姉の手をギュッと握にぎりしめた。

　──猛将ボロディン。

　あのエスパーダ動乱の被害者たちにとっては、死神のごとき戦士だったわけだが、メイリンたちにとっては、やはり英雄なのだ。

「さて……今度はあなたが説明する番でありますよ、レベッカ・ランドール。なんの目的で、海を渡ってきたのですか？」

「ああ。話せば長くなるのだが……」

　レベッカは、これまでの経緯を語り始めた。




「はあ!?　聖せい女じよロサ・マリアの遺品を求めて、わざわざ海を渡ってきたですって？　あなた、バカですの？　大バカですのっ!?」

　レベッカが大まかな事情を話し終えた途端、シャオメイは唾が飛んできそうな勢いで、一気にまくし立てた。よほど呆あきれたのだろう。

「少し落ち着くであります、シャオメイ」

　対照的に、メイリンは冷静さを保っている。長女の貫かん禄ろくを感じさせた。

「このレベッカ・ランドールは、アッシュ・ブレイクを支える仲間たちの中でも、屈指の実力者だと聞いています。興味本位で海を渡ってきたわけではないでしょう。それに、レベッカが巻きこまれた暴風圏ですが……単なる自然現象ではありません」

「どういうことだ、メイリン？」

　メイリンの言葉が妙に引っかかり、レベッカは身を乗りだした。

「あの暴風圏は、いわば魔術的な結界ではないかと推測されています。事実、ここ数日間、この地域の天候は穏やかで、暴風雨などとは無縁でした」

「なんだと!?」

　あれほどレベッカを責め苛さいなんだ暴風雨を、浜辺で生活していたメイリンたちが気づいてもいなかったとは、明らかに不自然だ。

「あなたは、いわゆる〝魔の海域〟に差しかかってしまったのでありましょう。船舶や航空艦が接近すると、容よう赦しやなく襲いかかるのです」

「なるほどな……浜辺に打ち上げられたのは、万にひとつの幸運だったというわけか」

「それと、ここからが重要なのですが──」

　メイリンは厳げん粛しゆくな面持ちになると、声を低くした。

「古来より、あの暴風圏は〈ミルカ＝テンペスト〉という名で呼ばれていたのです」

「ミルカだと!?」

「はい。〈ミルカ＝テンペスト〉を抜けた先には天空城が浮遊していて、英霊ミルカが『聖せい女じよの遺物』を守護し続けているという伝承が残されているのです」

「それこそ、わたしが探し求めている物ではないか！」

「本気ですか？　いくらなんでも、天空城だの英霊だのといった話に、信しん憑ぴよう性せいがあるとは思えないであります。夢のある話だとは思いますが、いい歳としをした大人が信じるというのは、どうかと思いますよ？」

「自分でも、わかってはいるのだがな……なぜだか、妙に惹ひかれてしまうのだ」

「困った人ですね。もっと理性的な人物だと思っていたのですが。そういえば──」

　と、メイリンはなにかを思いだしたように、ぴたりと動きを止めた。

「あのボロディン様も、若かりし頃、古びた単座式飛行艇に乗って、〈ミルカ＝テンペスト〉に挑んだことがあるそうです」

「本当か!?　結果は……？」

「危うく死にかけたものの、運良く浜辺に打ち上げられたと聞きました」

　メイリンは肩をすくめて、苦笑を漏もらした。

「ありがとう、メイリン。有意義な話を聞かせてもらった」

　レベッカは会心の笑みを漏らすと、勢いよく掛け布団をまくり上げ、寝台を降りた。

　窓際にすっくと立ち、空を見上げる。

「天空城──ついに尻尾を捕らえたぞ」

　目の前の霧が、一気に晴れたような気分だった。

　すぐ背後では、シャオメイが「ここに本物のバカがいますわ」と呆あきれているが、そうした言葉すら、心地よく感じたほどである。

「止めても無駄のようですね。ただ、ひとつだけいわせてほしいであります」

　と、メイリンの声が急に真剣味を帯おびたので、レベッカはサッと緊張した。

「まさか『どうしても行くというのなら、自分を倒してからにしろ』──とでもいうつもりか？」

「そんな恥ずかしい台詞せりふ、口が裂けてもいえないでありますよ」

「ならば、なんだ？」

「とりあえず、服を着てください」

　改めて、自分の身体を見下ろすと──

　レベッカは一糸まとわぬ姿のまま、窓際に立っていたのだった。





"The Eastern Continent ～A.S.B.1366.09～" is closed.















第十一話　サヴォナローラ、星史を語る









　──処女宮ヴアルゴの月、第九日。早朝。

　魔導結社〈デミウルゴス〉の旗き艦かんレクス＝ゴライアスは、ゼファロス共和国領の最北端部に停泊していた。

　艦体の形状は扁へん平ぺいで、アカエイを彷ほう彿ふつとさせる。その存在感ときたら、もはや人じん智ちの範囲を超えているとしか思われない。

　だが、人智の範囲を超えているという点では、この超ちよう弩ど級きゆう魔ま導どう艦かんでさえ太刀打ちできない聖遺物が、この地には眠っていた。

　超古代文明の遺跡──〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉である。

　はるか上空から見下ろせば、直径百キロメートル以上を誇ほこる、超大型クレーターであることがわかる。

　これだけでも圧巻の光景だが、外から観察できる部分などは、この古代遺跡の表層部分にすぎない。

　遺跡の本体ともいうべき〈方舟〉は、地中深くに眠っているのだ。

　およそ一千年の昔。

　ゼファロス帝国が建国されて以来、発掘作業は延えん々えんと続けられてきた。

　その過程で得られた情報は、いわば超古代文明の遺産といえた。特に、機械工学や魔導工学に関する知識は、帝国を繁栄させるのに一役買った。

　遺跡の外周部には、雑多な雰ふん囲い気きの街並みが広がっている。宿屋に商店、飲食店、そして工房などが軒を連ねているのだ。

　考古学者、作業員、商人、職人、警備兵、水商売の女……などなど、様々な職種の者が行き交う様子は、最果ての地とは思えないほど活気に満ちていた。

　遺跡の関係者にとっては、日々の発掘作業こそが人生そのものであり、帝国が滅ほろびて共和国に生まれ変わっても、やることに変わりはない。せいぜい、役人の首がすげ替えられたにすぎないのだ。

　それどころか、共和国政権の樹立を機に、遺跡研究のための予算は、大幅に増額されたといっていい。

　理由はわからないが、どうやら共和国政府は、〈ゾノ＝トーンの方舟〉を重視しているらしいのだ。

　今や〈方舟〉の周辺地域は、未み曾ぞ有うの好況に沸わいていた。





　　　　◇






「聖せい女じよロサ・マリアよ……」

　レクス＝ゴライアスの艦内──軟禁部屋の片隅で、ラクエルは祈りを捧ささげていた。

　先ほど女官が運んできた朝食には、まったく手をつけていない。

　こんな状況で、食欲など湧わくはずもなかった。

　先日、ラクエルはペネロペの口から、衝撃的な情報を告げられたのである。

　──我らの計画は、次の段階へと移行した。すなわち、賢竜王インボルクを復活させるための儀式が、いよいよ始まるのだ。

　さらに、ペネロペは言葉を続けた。

　──現在、この艦は儀式を執とり行う〝聖地〟を目指して飛行中だ。当然ながら、五大星具のひとつである貴様も、儀式には立ち会わねばならぬ。

　その聖地とは、古代遺跡〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉だという。

　そして数日前、レクス＝ゴライアスはどこかに着陸した。そのまま停泊を続けており、一向に離陸する気け配はいはない。

　ラクエルの部屋には窓がないため、自分の目で確かめることはできないが、考えられる可能性はひとつだった。

　おそらく、この艦は〈ゾノ＝トーンの方舟〉の付近に停泊しているのだ。

　その割に、ペネロペが迎えに来る様子はないし、世話係の女官たちがラクエルに接する態度にも、なんら変わりはない。

　その事実は、ラクエルの不安を余計に増幅させた。

　いつ迎えに来るとも知れぬ死神に、ただただ怯おびえるような日々。

　いや、迎えに来るのが死神であれば、どんなに楽だろうかと思う。

　これからラクエルを待ち受けるのは、賢竜王インボルク復活の儀式。五大星具のひとつであるラクエルは、儀式に必要な存在──いわば「鍵」のひとつなのだ。

　ふと、ラクエルは同居人のほうに視線を向けた。

「わたくしなど、いっそこの世からいなくなったほうが……人々のためになるのではないでしょうか？」

　あいにく、カサンドラ王女は答えない。今日も椅子に腰かけたまま微動だにせず、仮面のような無表情を保っている。

　組織を裏切った報復として、ある種の魔薬を打たれたカサンドラは、今日も人形然としたまま、虚空を見つめるばかりだった。

　当初は、そんなカサンドラに不気味さを覚えたラクエルだったが、今は違った。

　この艦内でただひとり、カサンドラはラクエルに敵意を持たぬ人間なのだ。いつしかラクエルは、どうせ返事をもらえないのは承知の上で、カサンドラに話しかけるようになっていた。

　そのとき、重々しげな金属音とともに、扉が開け放たれた。ノックも無しに踏みこまれるのは、いつものことだ。

「待たせたな、ラクエル」

　戸口に現れたのは、ペネロペだった。

　その背後には、ラクエルの世話係を務つとめる女官たちが、黙然と控ひかえている。

　普段、ラクエルの世話を焼く女官は数名なのだが、今日は違った。廊下のほうからは、大人数の気け配はいが伝わってくる。十人やそこらではないだろうと思われた。

　女官のひとりは、妙に愛あい嬌きようのあるぬいぐるみを手にしていた。一見、なんの動物を模したのかわからなかったが、おそらくはドラゴンだろう。

「渡してやれ」

　と、ペネロペが厳然として、その女官に命じる。

　女官は恭しく進み出ると、ラクエルにぬいぐるみを手渡した。

「この子は？」

「聖都エスパーダで鹵ろ獲かくした、アッシュ・ブレイクたちの魔ま導どう艦かん──エスカヴァロンの室内に転がっていた物だ。貴様になら、お似合いだろうと思ってな」

「じゃあ、この子はアッシュお兄ちゃんたちの……！」

　ラクエルは衝動的に、そのぬいぐるみを抱き締めた。アッシュたちの匂いを感じたような気がして、涙が零こぼれそうになった。

「ですが、ペネロペ。どうして、あなたが今さらそんな気遣いを……？」

「勘かん違ちがいするな。貴様のような幼児には、玩具おもちやのひとつくらいあったほうが良いだろう。そう思っただけのこと」

　ペネロペはムスッとして応じると、腕組みをした。

「それよりも、だ。貴様も薄々は気づいているのだろう？　今現在、我々は〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉の近隣地域に停泊している」

「やはり、そうだったのですね」

　ラクエルは悄しよう然ぜんとうなだれた。

「これから、貴様を〈方舟〉の中へ移送する。まずは、この衣装に着替えるがいい」

　ペネロペの言葉に呼応して、新たな衣装を手にした女官たちが、粛しゆく然ぜんと進み出た。




　それから十分ほどが経過して──。

　ラクエルは、まるで東方世界の祭礼服を思わせる衣装を着用していた。

　その生地は、身体の輪郭がくっきりと浮かび上がるほどの薄絹である。周囲に女性しかいないとはいえ、羞恥心を覚えた。幸いにも、女官のひとりが上着を羽織らせてくれたので、ホッと安心する。

　とはいえ、これから始まる儀式のことを思うと、己おのれの無力さを痛感せざるを得ない。そんな気持ちを少しでも紛らわせようと、再び例のぬいぐるみを抱き締めた。

　アッシュたちと同じ時間を過ごしてきたという、ドラゴンのぬいぐるみ。

　そう思うと、心強さを覚えた。

　今のラクエルにとっては、それが唯ゆい一いつの救いといえた。

「行くぞ、ラクエル。くれぐれも妙な真ま似ねはするなよ？」

　ペネロペと女官たちに囲かこまれながら、ラクエルは部屋をあとにした。





　　　　◇






　風が砂さ塵じんを、しきりに舞わせている。

　古代遺跡〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉は、渺びよう茫ぼうたる荒野の只ただ中なかに埋まっていた。

　艦を降りたラクエルは、数すうヵか月げつぶりに大地を踏みしめた。

　先頭にペネロペ。年輩の女官が二名。ラクエル。そして残りの女官が約二十名。ぞろぞろと行列を為なして、まっすぐ遺跡を目指していく。

　遺跡の周辺地帯は、異様なほど厳重に警備されていた。ラクエルがさりげなく視線を巡めぐらせると、魔導小銃で武装した兵士たちがやたらと目に付いた。

　上着のフードを被かぶっているおかげで、自分が教皇ラクエルだとは、誰も気づいていない様子である。

　むしろ、ペネロペのほうが周囲の視線を集めていた。誰もがペネロペを見るなり、直立不動となって敬礼するのだ。隊長格とおぼしき軍人でさえ、例外ではなかった。

　魔導結社〈デミウルゴス〉において、ペネロペは盟主に次ぐ地位にあるのだ……と、ラクエルは改めて痛感させられた。

　それよりも、兵士たちが妙に殺気立っているように見えるのが、ラクエルは少し気になった。

「あの……なにかあったのですか？」

　ラクエルは、あくまでも女官の背中に声をかけたつもりだったのだが、

「先日、敵方の密偵が潜入していることが発覚し、ちょっとした騒動になったのだ」

　答えたのは、先頭を往ゆくペネロペだった。

「しかも忌いま々いましいことに、その密偵は逃げきったという……。さしずめ王国軍の情報部員あたりだろうが、その正体は解わからずじまいだ」

　それっきり、ペネロペは口を閉ざした。

　敵の潜入を許しただけでも大変なのに、逃亡されたとあっては、警備兵が殺気立っているのも無理はないだろう。

　どこの誰かはわからないが、〈デミウルゴス〉の敵ということは、ラクエルやアッシュたちにとっては味方かもしれない。敵の敵は味方……という考えは単純すぎる気もするが、ラクエルは祈らずにはいられなかった。

　その密偵が、無事に情報を持ち帰り、〈デミウルゴス〉に一いつ矢し報むくいてくれますように……と。




　やがて、ペネロペが率いる一団は、遺跡の外縁部に到着した。

　ここまで来ると、警備はますます厳重になっている。

　遺跡の周囲に配置されているのは、機竜兵ばかりであった。聖都エスパーダに投入された機種よりも、その造形はさらに洗練されている。新型と思われた。

　と、ペネロペが立ち止まると、ラクエルを振り返った。

「見るがいい。これが〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉だ」

　クレーターの縁に立たされた瞬間、ラクエルは目を奪われた。絵や写真でしか見たことのない絶景を前に、呼吸すら忘れてしまいそうになる。

　見わたす限りの荒野に刻きざまれた、謎のクレーター。斜面に沿って、なにかがわらわらと蠢うごめいているのが目に入った。目を凝こらすと、発掘作業員だと判明した。

　ラクエルの位置からだと、人のサイズは蟻ありに等しい。肉眼で確認できるだけでも、千人単位の作業員たちが、クレーターの斜面にへばり付いているのだ。あたかも、蟻あり地じ獄ごくの巣に引っかかっているかのようだ。

　なんという巨おおきさか。あの深き底が、実は地獄につながっているのだとしても、なんら不思議ではないと思えた。

「行くぞ」

　ペネロペはラクエルを促うながすと、斜面に沿って構築された階段に向かった。

　蟻地獄の巣にかかった蟻になった気分で、ラクエルは階段を降りていく。

　階段の幅は、大人がなんとかすれ違える程度で、決して広くはない。なにかの拍子に足を踏み外したら、地獄の底に真っ逆さまだ……。

　やがて、階段は途切れた。

　立ち止まったペネロペの正面には、鋼こう鉄てつ製せいの扉。一切の装飾を排したデザインで、いかなる文化の匂いも感じさせない。扉としての機能を追求した結果、こうなったといわんばかりの造形だった。

　ペネロペが表面にそっと手を伸ばしただけで、扉は自動的にスライドした。ラクエルにとっては未知の、そして想像もつかないほど高度な認証装置なのだろう。

　扉の向こうは通路ではなく、箱形の空間となっている。

　どうやら昇降機らしいと、ラクエルは見当をつけた。

　そんなラクエルの予測を裏付けるように、

「さっさと乗れ」

　ペネロペは傲ごう然ぜんとして、命令してくるのだった。





　　　　◇






　昇降機に乗りこんだのは、ペネロペとラクエルのみだった。物々しい雰ふん囲い気きの女官たちとは、昇降機の前で別れたのだ。

　おそらく、ラクエルの世話係にすぎない彼女たちには、遺跡の内部にまで足を踏み入れる権限が与えられていないのだろう。

　昇降機は留とどまることなく、延えん々えんと降りていく。

「…………」

　独特の浮遊感がいつまでも続く状態に、ラクエルは酔いそうになった。一体、どこまで降りていくつもりなのか。

　それ以上に、この狭い空間で、ペネロペとふたりきりになっている状況が、ラクエルにはつらい。苦痛ですらあった。

　結局、ラクエルは今なお、上着のフードを目ま深ぶかに被かぶったままである。昇降機に乗りこんだ今となっては、周囲の視線を気にする必要もないというのに。

　どうして、こんなことになってしまったのだろう？　ふたりの間に横たわる沈黙が続けば続くほど、そんな思いがラクエルの胸をよぎった。




　延々と下降を続けた昇降機は、ようやく停止して、ラクエルとペネロペを吐き出した。

　そこは、昇降機の乗り口を中心とするホールだった。床ゆかも壁も天井も、無機的な素材に覆おおわれている。人の温ぬくもりが微み塵じんも感じられない、嫌な空間だと思った。

　ペネロペはさっさとホールを横切ると、扉のほうに向かった。

　扉の脇には、魔導短艇が停とめられている。

　ボート型の乗り物に、魔導エンジンを取り付けただけの代物だ。既にエンジンは始動していて、獣けものの唸うなり声ごえのような音を奏かなでていた。

「──待ちくたびれたぞ」

　その操縦席から声をかけてきたのは、エクブラッド人らしき少女だった。

　事実、その耳はぴんと尖とがっていて、古代種のエルフのようだ。

　ただし、彼女の肌は浅黒くて、一般的なエクブラッド人とは懸かけ離れている。

　なにより不気味なのは、髪の毛の一本一本が、蛇と化していることだ。事実、どの蛇もくねくねと蠢うごめいていて、自律しているのがわかる。

　どの蛇もラクエルを見据えるなり、「キシャー!!」と威い嚇かくするように鳴いた。

「ダークエルフ……なのですか!?」

　ようやくフードを下ろし、顔をさらしたラクエルは、異い形ぎようの少女をまじまじと見つめてしまった。

　そんなラクエルの反応を愉たのしむように、ダークエルフの少女は嗤わらった。

「ふっ。こうして対面するのは初めてだったか。我が名はキーラ・ブラヴァ・ヘンリクセン──〈七翼将〉の一翼を担う者だ」

「〈七翼将〉!?」

　つまりは、最高幹部のひとりだということだ。

「おい、キーラ。貴様の自己紹介など、どうでもいい。さっさと我々を運ぶがいい。そのためだけに、ここで待ち受けていたのだろう？」

　と、ペネロペが妙に棘とげのある口調で、キーラに命じた。

　キーラは露ろ骨こつにムッとした表情を浮かべたが、それでもペネロペに逆らう気はないらしく、「さっさと乗ればいい」と応じた。

　どうやらペネロペとキーラは、互いに良い感情を抱いだいてはいない様子だった。




　キーラが操縦する魔導短艇は、床面から五メートルほどの高度を維持しつつ、宙を泳ぐように進んでいく。

　〈方はこ舟ぶね〉の内部は迷宮さながらで、気が遠くなるほどの直線が続いたかと思えば、曲がり角が連続する区間もあった。

　ペネロペがわざわざ魔導短艇を用意させたのは、決してラクエルを気遣ったわけではないのだろう……と、ラクエルは察した。

　遺跡の内部がこれほどの迷宮となっている以上、徒歩で移動するのは自殺行為というわけだ。

　ひとたび迷ってしまったが最後、延えん々えんと彷徨さまよい続けた挙あげ句く、餓死するのが落ちなのだろう。

　数時間の移動を経て、キーラが駆かる魔導短艇はぴたりと停止した。

「ここは……？」

　魔導短艇から降ろされたラクエルは、ぬいぐるみを抱く腕に力をこめつつ、周囲を見わたした。

　ひどく広漠とした空間だった。

　装飾の類たぐいは皆無で、相変わらず無機的な雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　壁や天井、床ゆかに埋めこまれた竜華灯がぼんやりと発光し、周囲を蒼あお白じろく染めていた。

　と、ラクエルたちの到着を待ち受けていたかのように、前方の壁面に異変が生じた。

　壁だと思っていたのは、巨大な扉だったのだ。腹の底に響くような駆動音とともに、上方向へとスライドしつつ、徐々に開いていく。

「──お迎えにあがりました、ペネロペ殿。そしてラクエル猊げい下か」

　扉のむこうから現れたのは、黄金の甲かつ冑ちゆうに身をつつんだ、たおやかな女性騎士だった。

　まるで聖せい女じよを思わせる、淑しとやかな口調である。

「あの方は……！」

　ラクエルは目をみはった。

　──ウルスラ・Ｌ・セルウィン。

　彼女もまた、〈七翼将〉の一翼を担う者だ。

　祖国であるロートレアモン騎士国を裏切り、魔導結社〈デミウルゴス〉に加盟した。ちなみに、相パ棒ルのドラゴンは見あたらない。

「お乗りください。盟主殿がお待ちです」

　ウルスラの言葉に応じて、ペネロペとラクエルは扉の向こうに移動する。

　どうやら昇降機らしいと、ラクエルは気づいた。

　ただし、最初にペネロペとふたりで乗ったものより、はるかに大型である。装甲機竜を数台は積載できる規模だ。

　しかも、三方の壁はガラス張りになっていて、視界が開けていた。

「……あれは!?」

　ガラスごしに広がる光景を前にして、ラクエルは絶句した。

　青い空。鬱うつ蒼そうと生い茂る森。広々とした草原。無む邪じや気きに駆かけ回る獣けものたち。飛び交う鳥たち。青く澄すんだ湖。そして、遠方にはうっすらと、山の稜りよう線せんすら浮かんでいるのだ。

　おとぎ話にでも出てきそうな、牧ぼつ歌か的てきな光景だった。ただ眺ながめているだけで、懐なつかしい気分が呼び起こされた。

　いつの間に、自分たちは地上に出たのだろう……と、ラクエルは思ったが、そんなはずがないと思い直す。〈方はこ舟ぶね〉に足を踏み入れて以来、ラクエルたちは地下へ、地下へと降りていったはずなのだ。

「驚いただろう？　〈方舟〉の内部に構築された、人工生態圏バイオスフイアだ。あれも古代文明の遺産らしい」

　と、訊たずねてもいないのに、キーラがラクエルの隣にやって来て、得意げに解説した。そして、余計な一言を付け加える。

「遺産という点では、五大星具のひとつである貴様も同じといえるな。くくっ……」

　なんて意地悪な人なんだろうと、ラクエルが思ったそのとき、昇降機の扉が完全に閉ざされた。

「それでは、参ります」

　ウルスラが扉の脇のパネルを操作すると、昇降機はゆっくりと下降を始めた。ヴーン……という、モーターのような駆動音が聞こえてくる。

　透明な円柱の内部を、昇降機は一定のスピードで降りていく。まるで、空中に浮かんでいるような感覚だった。

　あの人工的な大地からこちらを眺ながめれば、空と大地をつなぐように、ガラス張りの巨柱が屹きつ立りつしているのが見えることだろう。

　やがて、昇降機は大地にめりこむようにして、今度は地中深くを目指す。鮮烈だった景色は途絶え、周囲は再び無機的な壁面に覆おおわれた。

　いよいよ終点に近づきつつあるのだ──そんな予感が、ラクエルの胸をよぎる。

　そして、その予感は正しかったのである。




「我が〈大神殿〉へようこそ、教皇ラクエル──いや、五大星具のひとつとして造られた少女よ」

　ラクエルが昇降機を降りるなり、聞き覚えのある声が響いた。一言一言に、深い残響がまとわりついている。

　ラクエルたちを待ち受けるようにして、盟主サヴォナローラが立っていた。

　相変わらず仮面を装着していて、その素顔はわからない。

　ただし、露出した口もとには、隠かくしきれないほどの歓喜があふれていた。

　サヴォナローラの斜め後ろには、雌獅じ子しさながらの凄すごみを感じさせる美女──フランチェスカ・マキャベリの姿もあった。

「ここが、儀式を行う場所……というわけですか？」

　ラクエルは訊たずねつつ、おそるおそる周囲を眺めやった。

「そう。この〈大神殿〉こそ、〈方はこ舟ぶね〉の中ちゆう枢すう区画というわけだ」

　サヴォナローラは心底、この状況を愉たのしんでいる様子だった。

　通路の両脇には、列柱が等間隔に並んでいる。まさしく古代宗教の神殿内部を思わせる、荘そう厳ごんなる空間が構築されていた。

　と同時に、シェブロン風でもゼファロス風でもエスパーダ風でもない、独自の伝統文化が感じられた。

　ところが、どことなく、現代の各国で見られる文化との共通点も見受けられるのだ。現代文明を延えん々えんと遡れば、ここにたどり着くのではないか……と、ラクエルは思った。

「ついてくるがいい」

　サヴォナローラはきびすを返すと、列柱に挟はさまれた通路を歩きだした。副官よろしく、ペネロペとマキャベリも続く。

「ほら、さっさと歩け」

　キーラに睨にらまれて、ラクエルも渋々ながら歩きだす。

　最後尾はウルスラだった。ただし、これほど厳げん粛しゆくな神殿にあっても、その表情はどこか虚うつろで、およそ無関心な感じがした。その眼まな差ざしは、ここではないどこかに注がれているようにも思われた。

　その「どこか」に至いたるためにこそ、ウルスラは仕方なくサヴォナローラたちに付き合っている──そんな様子であった。




　やがて、ラクエルたちは神殿の〈奥おくの院〉にたどり着いた。

　横幅は三〇メートル、全高は十メートルほどだろうか。壁かべ際ぎわの魔導スクリーンには、その巨大装置の俯ふ瞰かん図ずが表示されている。この装置は、真上から見ると五ご芒ぼう星せいのような形状をしているのだ。

　単なる機械装置ではなく、随所に有機的な曲線を取り入れているのも、特徴的だった。その外装は真珠のように白く塗装され、不思議な光沢を放っている。工芸品のような佇たたずまいに加え、どこか生物的でもあった。

　五芒星の各頂点には、カプセルのような器うつわが設置されていて、五大星具の各おの々おのが安置されている。

　この不気味な巨大装置こそが、祭壇に相当するのだろう。

　周囲には、何十人という人々が集まり、各々の作業に没頭している。

　誰もが白衣を着用していて、研究員といった雰ふん囲い気きである。〈デミウルゴス〉に雇われた学者たちなのだろう。

「ほら、お前ら！　さっさと働け。馬車馬のごとく働け！」

　と、キーラがずんずんと進み出て、作業に勤いそしむ者たちを叱しつ咤たした。まるで現場監督官といった態度である。

　自分の娘ほどの歳としの少女に怒ど鳴なられた研究者たちは、しかし、唯い々い諾だく々だくと従うのみだった。

　そんな光景を見守りつつ、サヴォナローラはラクエルを祭壇の正面へと誘いざなった。そして、意気揚々と宣言する。

「この装置こそ、賢竜王インボルク復活の要かなめ──大魔導装置〈ヴァラスキャルブ〉！」

「ヴァラス……？」

　ラクエルは小首をかしげる。一度聞いただけでは覚えられなかったのだ。

「驚くのはまだ早い。さあ、見るがいい」

　サヴォナローラは装置の脇を指さした。

　ガラス張りのケースが、四個も並べられている。

　それぞれに、異なる物体が収められていた。

「我々が蒐しゆう集しゆうした五大星具のうちの、四つだ。左から星剣ティル・ナ・ノーグ、星せい鎧がいダ・デルガ、星冠サーン・アバス。そして、星動機エヴァン・マッハから取りだした、大粒の竜綺華晶だ」

　星動機エヴァン・マッハ──すなわち、アッシュたちが運用していた魔ま導どう艦かんエスカヴァロンの機関部だと、ラクエルは思いだした。

「いわゆる千年綺華晶ミレニアムよりも、さらに長い時を経て熟成された、極めて特殊な結晶体ということだ。実際、とてつもないエネルギーを秘めている」

「そして、わたくしが……五つ目の星具というわけですね」

「その通り。なんなら、お前もガラス張りのケースに入れて展示しても構わんぞ？」

「…………」

「くくっ、冗談だ。五大星具の中でも、最も神秘的な存在──星体ラクエル。お前に保管用ケースは要いるまい。なにはともあれ、これですべてのピースが揃そろったというわけだ。ここまで来るのに、どれほどの時間と労力を費やしたことか……」

　サヴォナローラは感かん慨がい深げにつぶやくと、周囲を見わたした。

「この〈大神殿〉の存在自体は、五百年ほど前の時点で判明していたそうだ。ところが、歴代のゼファロス皇帝の情熱を裏切るように、派遣された探索部隊は途中で全滅した。この〈方はこ舟ぶね〉には、外部からの侵入を拒絶する自律兵器が〝プログラム〟されていたのだよ」

「それでは、あなたがたはどうやって……道を拓いたというのです？」

　ふと疑問に思い、ラクエルは訊たずねてしまった。たちまち、サヴォナローラは喜色をあらわにした。

「無論、力ずくでこじあけたのだ。ウルスラを筆頭とする探索部隊を結成し、突入させたというわけだ。それでも数すうヵか月げつを費やしたが……この通り、ついに我々は〈大神殿〉を確保した！」

　自身が拉ら致ちされてから今日という日に至いたるまで、数ヵ月のインターバルがあったのは、そのためだったのだ……と、ラクエルは納得した。〈大神殿〉への道を切り拓ひらくまでは、儀式を遂行したくとも、できなかったのである。

「それと、我々が独自に〈方舟〉を調査した結果、新たな事実が次々と判明した。最終作業が終わるまでもう少しかかりそうだし、せっかくだから傾聴するがいい！」

　この人のノリは苦手です……と、ラクエルは思った。




「結論から先にいおう。そもそも、この星は竜族にとっても、エルフ族にとっても、そして人類にとっても、故郷ではないということだ」

「それは、どういう……？」

　ラクエルは呆あつ気けに取られた。

「つまり〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉とは、星間宇宙船なのだよ。我々の知らない、どこか遠い星で製造され、なんらかの理由で宇宙に飛びだし、そして──どれほどの時間を費やしたのかは謎だが、この星に漂着した。そして、ここからが肝心なのだが……〝賢竜王インボルク〟とは、この星間宇宙船を統括するメイン・システムを意味するのだ」

「……!?」

　この人はなにをいっているのだろう……ラクエルは呆ぼう然ぜんとしながらも、しかし、自分が世界の秘密の一端に触ふれつつあるのだという予感も覚えていた。サヴォナローラの口ぶりが、あまりに真に迫っていたからだ。

「〈インボルク〉とは、一種の〝人工知性〟だと思えばいい。後世に伝わる神話において、賢竜王などという物々しい称号を得たのは、いってしまえば寓ぐう意いなのだろう」

「…………」

「人工知性とはいえ、〈インボルク〉はまさしく、神話で語られている賢竜王に匹敵する偉業を為なした。すなわち、自分が漂着したこの星を、母星と同じ環境に造り替えたのだ。〈方舟〉に遺のこされていた記録によると、そうした科学技術は〝テラ・フォーミング〟と呼ぶらしい。その上で、〈インボルク〉は母星の生物種を復元したのだ。この生態系は、竜族、エルフ族、人類という三大知性を頂点とする」












「では、ドラゴンもエルフも人も、元々は他の星で生まれた生命だと……？」

「そういうことになる。もっとも、いわゆる星精アストラルについては、この星に特有の現象らしいがな。〈インボルク〉にさえ予測できなかった〝バグ〟といったところだろう。それから幾星霜を経て……この星の生き物は〈インボルク〉による管理のもと、繁栄していったのだが、やがて〈インボルク〉は人類の抹殺を決定するのだよ」

「ど、どうしてですか!?」

　いきなり話が物騒になったので、ラクエルは狼ろう狽ばいした。

「ドラゴンやエルフと違い、人類は魔力を持たず、肉体的にも貧弱な種族にすぎない。だが、そうした弱点を補うかのように、人類は〈方はこ舟ぶね〉が蓄積していた叡えい智ちを利用して、異様なまでに勢力を拡大していったのだ」

「そんな……」

「と同時に、過剰なまでに発展した科学文明は、この星の自然環境を次から次へと破壊していった……〈インボルク〉としては、それを看過できなかったのだろう。これは推測だが、おそらく〈インボルク〉は新天地において、〝監察官〟のような役割を果たしていたのではないかな？　もう二度と、自分の星を捨てねばならぬような事態に陥おちいらぬために」

「ですが──」

　ふと、ラクエルは疑問を覚えた。

「確か賢竜王インボルクは、アヴァロン聖竜皇とネハレンニア冥めい龍りゆう王おうが率いる同盟軍によって倒され、その魂たましいは封印された──それが神話の記述ですよね？」

「その通りだ。どうやら竜族と人類は、当時から友好関係を築いていたらしい。それゆえに、竜族は一致団結して、〈インボルク〉の意志から人類を守ったというわけだ。かくして、インボルクの魂は封印された。厳密には、その人工知性を五つの情報集積体として分断し、五大星具の内部に保存したのだな。その結果、この星は人工知性〈インボルク〉の管理から解き放たれたのだよ」

「…………」

「ちなみに、しょせんは情報の集積体なのだから、〈インボルク〉を完全に消去することも可能だったはずだ。どうして竜族もエルフも人類も、そうしなかったのか……それは謎のままだ。もっとも、そのおかげで──」

「〈インボルク〉は、あなたの野望へとつながるわけですね？　今の話が事実なら、〈インボルク〉には本当に、人類を滅ほろぼすだけの力があるということになります……」

「ご明察。そして君の体内にも、人工知性〈インボルク〉を構成する情報の一部が記録されている。我々が君を拉ら致ちしたあと、あくまでも丁てい重ちように扱った理由がわかるだろう？」

　ラクエルは押し黙った。事実、軟禁されていたとはいえ、身の危険を覚えたことは一度もなかったのだ。

「……以上が、我々の住む世界の秘密というわけだ。その後、星精アストラルなどという、この星に特有のシステムが祟たたって、エルフは滅亡した。その生体情報は、もはやエクブラッド人の体内にほんの少しだけ、遺のこされているにすぎない。一方、竜族もまた、エルフのあとを追うように、星精アストラルの供給を閉ざされつつあったが、人類と盟約を結ぶことで、なんとか種を保存することはできた……」

「皮肉なものですね。一度は高度な文明を築きあげ、この星の自然環境を破壊した人類だというのに……その人類が星精アストラルの不足に直面したことはないのですから」

　ラクエルがつぶやくと、サヴォナローラはうなずいた。

「同感だ。星精アストラルについては、まさしく超自然的な現象であり、私としてもいずれは解明したいと思っている。すべてが落ち着いたら、私なりに研究してみるつもりだ。こう見えて、私は学者肌な男でな。もし平凡な家庭に生まれていれば、どこかの大学で考古学の研究に勤いそしんでいたかもしれん」

　そうであれば本当に良かったのに……と、ラクエルは思う。

　ちなみに、サヴォナローラが嬉き々きとして語っている間、ペネロペもマキャベリも恍こう惚こつとして聴き入っていた。ラクエルには理解できなかったが、どうやら彼女たちはサヴォナローラに心しん酔すいしているようだ。

　もっとも、ウルスラは大して興味を引かれた様子もなく、無表情にたたずんでいるだけだ。ある意味、ウルスラらしいといえた。

「おっと、長話になってしまったな。進捗状況はどうだ？」

　サヴォナローラは話を切り上げると、今も研究員を監督しているキーラを振り返った。

「ちょうど、最終チェックが完了したところだ。人工知性〈インボルク〉の復元作業なら、いつでも取りかかれる状態だぞ」

　キーラは得意満面である。もっとも、彼女自身は研究員たちを見張っていただけで、特別な働きをしたわけではなさそうだが。

「復元までの推定時間はわかるか？」

　サヴォナローラがさらに訊たずねると、キーラは研究者のひとりに目配せをした。現場に集まった研究者の中では、最高齢だろう。彼は恭うやうやしく進み出ると、サヴォナローラの問いに応じた。

「五大星具に記録された各情報を、いったん分離して、今度はそれらを統合するわけですから、早くても数日……なにかトラブルが起こった場合は、何日かかるのか想像もつきませんな。無論、全力を尽くす所存ですが」

「充じゆう分ぶんだ。積年の大願が、ついに成じよう就じゆしようとしているのだ。この私にとって、数日だろうが数十日だろうが、刹那に等しい」

　サヴォナローラは満足げにうなずくと、改めて一同の顔を見わたした。

「傾聴せよ！　これより、賢竜王インボルクを復活させるべく、儀式を開始する！」

「はっ！」

　研究者たちは声を揃そろえて応じると、慌ただしく動き始めた。

「ついに、大願成じよう就じゆの刻ときが迫っているのだ。賢竜王インボルクの力を得て、ロサ・マリア教という病に冒された人類を地上から一掃し、新世界を立ち上げる刻がな！」

　サヴォナローラは全身を震ふるわせながら叫ぶと、ラクエルの正面に歩み寄った。

「ラクエル。五大星具のひとつとして、お前も自身の役割を果たすがいい。連行しろ！」

　サヴォナローラの命令に従い、白衣姿の研究員たちがラクエルを取り囲かこむ。

　仮に儀式が成功し、インボルクが復活を果たした場合、自分はどうなってしまうのだろう？　そして、世界は……？

　恐怖に駆かられつつ、ラクエルは祭壇のほうへと連行されていった。

　敵の本拠地、しかも中ちゆう枢すう区画に足を踏み入れた今となっては、小脇に抱えたぬいぐるみだけが唯ゆい一いつの、心の支えだった。





"The Starship ～A.S.B.1366.09～" is closed.








第十二話　再び、アーカム城にて









　処女宮ヴアルゴの月も、既に十日目。

　その日の午前中、アーカム城に面した駐艦場に、一隻せきの軍用魔ま導どう艇ていが着陸した。その外装には、シェブロン王国軍の紋章がペイントされている。

「ぷはーっ！　この解放感、たまらないわっ！」

　真っ先にタラップを駆け下りたのは、エーコである。「う～ん」と両手を伸ばし、のびをしている。

「こらこら。せっかく王国軍に送ってもらったんだから、感謝しないと駄目だぞ？」

　エーコに続いて、アッシュも魔導艇を降りた。

「むう……」

　頰ほおを膨ふくらませるエーコ。

　もっとも、エーコの気持ちもわからなくはなかった。

　友好関係にあるとはいえ、王国軍が運用する魔導艇には軍事機密も多く、艇内ではいろいろと行動を制限されてしまったのだ。トイレに行くにも、案内役の兵士がわざわざ付き添ったほどである。

　アルテア関門橋要塞での戦いを経て、重要な情報をつかんだアッシュたちは、急きゆう遽きよ、王都アーカムに戻ることを決めた。が、先の戦闘で魔ま導どう艇ていデュランダルも魔ま導どう艦かんロスヴァイセも甚じん大だいな被害を被こうむり、関門橋要塞内のドックで修理を受けている状況である。

　そこで、要塞司令官のアンジェリーク・ドラクロワが気を利かせ、軍用魔導艇を手配してくれたのだった。

　今も関門橋要塞に詰めているアンジェリークは、アッシュたちが移動手段を失ったことに、いささか責任を感じている様子だった。

　確かにアンジェリークの作戦ミスがあったのは否いなめないが、それだけ敵が一枚上手だったともいえる。だから、あまり気にしないでほしいと、アッシュは思っている。

　それに、少なからず収穫もあった。

　ベアトリーチェ・スカルラッティに再会できたこと。ラブロック商工都市連合においても異変があったと聞いていたので、心配していたのだ。幸いにも、ベアトリーチェは元気な姿を見せてくれた。以前と変わらず、高い志を胸に秘めていたことも嬉うれしかった。

　ずっと行方ゆくえ不明になっていたコゼットを、ようやく救い出せたことも、望ぼう外がいの喜びだった。長らく敵に洗脳されていたコゼットだが、特に身体に異常はないようで、既にシルヴィアの専属侍女として復帰している。

　そして、捕虜にしたヴィットーリアからは、重大な情報を得ることができた。

　ヴィットーリアの証言によれば──。

　盟主サヴォナローラたちは今、〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉に集結している。

　この〈方舟〉という呼び名は、てっきり比喩的なものだとアッシュたちは思っていた。

　だが、文字通り船としての機能をそなえているというのだ。

　現在、賢竜王インボルクを復活させるべく、サヴォナローラたちは儀式の準備を着々と進めている。

　早ければ、数日以内にも準備は完了する予定だという……。

　しかも、サヴォナローラは賢竜王を復活させたあとのシナリオまで、既に書き上げているというのだ。

　自分たちだけが〈方舟〉に乗り、安全地帯に避難している間に、賢竜王インボルクに人類を滅亡させる、そして地上に新世界をもたらす──それこそが、サヴォナローラが胸に秘めた野望だという。

　のみならず、賢竜王に人類の愚かさを証明すべく、サヴォナローラは第二次ゼノグラヴィア戦争を勃ぼつ発ぱつさせるつもりなのだ。「こんな風に殺し合う人類など、滅ほろぼしてしまったほうがマシだ」と、賢竜王を前に熱弁を振るうつもりなのだろうか。

　あまりに荒こう唐とう無む稽けいな話だが、ヴィットーリアが噓うそをついているようには見えなかった。コゼットに完敗した彼女は戦意を喪失し、尋問にも大人しく応じたのである。

　こうしてはいられない──とばかりに、アッシュたちは王都アーカムにとんぼ返りしたのだった。





　　　　◇






　アッシュとエーコ、シルヴィアとコゼット、アーニャとモルドレッド、ベアトリーチェ、ルクレツィアとリラとムイシュキン。これだけの人数がぞろぞろと連つれだって、王宮の廊下を歩いていると、やはり目立つ。

　使用人たちの視線を浴びながら、アッシュたちは会議室を目指した。

　案内役の王室使用人によれば、既にオスカーたちは集結しているという。

　と、曲がり角の向こうから、少年少女ばかりの集団がやって来た。

　アッシュたちと同じように、王室使用人に先導されている。

　よく見ると、彼らは騎竜学院の制服を着用しているようだが──？

「ああっ！　あんたたち!?」

「お前たちは！」

　真っ先に叫んだのは、エーコとシルヴィアだった。

「アッシュ！　それにみんなも！」

　一瞬遅れて、向こうからやって来た一団も、驚きの声をあげる。

　アッシュたちに気づくなり、慌てて駆かけ寄ってきたのは──ルッカ、ジェシカ、レイモンとマックス、そして妹のリンダであった。リンダの頭上では、幼よう竜りゆうパーシヴァルがつぶらな瞳ひとみを輝かがやかせている。

「その……いろいろ、あって。学院のみんなに、背中を押されたの」

　ぼそぼそと、照れ臭そうにつぶやくルッカ。

「ま、詳くわしくはあとで話すけどさ。やっぱり、アッシュたちと一緒に行動しようって決めたわけだ」

　と、レイモン。

「正直、まだまだ己おのれの未熟さは自覚しているが……腹をくくることにした」

　マックスは苦笑いを浮かべている。

「やっぱりアッシュ様のお側そばこそが、わたくしの定位置なのですわ！」

　ジェシカは見るからに平常運転である。

「リンダだって、兄さんと一緒にいたいんです。止めたって無駄ですからね！」

　リンダも意気揚々と宣言してみせた。

「みんな……ありがとう！」

　アッシュは思わず、目頭を熱くした。

「ははっ、なにが『ありがとう』だ！　水臭いぞ！」

　レイモンが笑いつつ、アッシュの肩に手を回してくる。まるで学院生活のひとときが戻ってきたようで、心にしみた。

　これで王都には、レベッカ以外のメンバーが揃そろったことになる。

　互いに再会を喜び合いながら、アッシュたちは改めて会議室を目指した。





　　　　◇






　会議室には、女王たるオスカーを筆頭に、ドラクロワ伯爵、ミラベルとユニス、ヴェロニカとアヴドーチャ、グレン親衛隊長、さらにはアスクレピオス博士とファナ……といった面々が、席に着いていた。

「お帰り、アッシュ。既に情報は入っているよ。アルテア関門橋要塞では、大立ち回りだったそうじゃないか」

　アッシュたちが会議室に入るなり、オスカーが悪戯いたずらっぽく笑いかけてきた。

「……残念ながら、俺はほとんど役立たずだったけどな」

　アッシュは忸じく怩じたる思いを抱いだきつつ、ギュッと拳こぶしを握にぎりしめた。

「はっきりいえば、判断ミスだった。あのとき、姫様とコゼットさんが駆かけつけてくれなかったら……俺たちは今頃、〈デミウルゴス〉の捕虜にされていただろう。その場合、ヴィットーリアから貴重な情報を得ることもできなかったわけで」

「ロスヴァイセとデュランダルが甚じん大だいな被害を受けたというのは、確かに痛手ね」

　冷静な声で告げたのは、ミラベルである。

「す、すみません。ミラベルさん──」

「だけど、命には代えられないわ。ちゃんと帰ってきてくれて、本当に良かった……」

　ミラベルはほんのりと微笑を浮かべると、瞳ひとみを潤うるませた。あまりの可か憐れんさに、アッシュは思わずドキリとさせられた。

「おやおや、ご両人。なかなか良い雰ふん囲い気きじゃないか」

　と、オスカーが茶々を入れたので、ミラベルはたちまち真っ赤になってしまった。

「まあ……真面目な話、自分の過失を潔いさぎよく認められるうちは、大丈夫さ。君だって人間なのだから、失敗することもあるだろう。重要なのは、己おのれの失敗からいかに学ぶか──じゃないかな？」

「ありがとう、オスカー。肝に銘じるよ」

　珍めずらしく真面目なオスカーの助言に、アッシュは救われた気がした。

「ね、ねえ……アッシュ？　あの方って……オスケイア女王陛下よね？　ど、どうして友達同士みたいな喋しやべり方なの？」

　アッシュの背後で戦せん々せん恐きよう々きようとしているのは、ベアトリーチェだ。そういえば、ベアトリーチェだけはまだ、アッシュとオスカーの関係を知らないのである。

「えっと、女王陛下が竜騎士ドラグナーなのは知っているだろ？」

「それはもちろん」

「実は王座を継つぐ前、女王陛下は騎竜学院に通っていてさ。当時は男装していて、オスカー・ブレイスフォードと名のっていたんだ」

「ふうん……そういえば、関門橋要塞の兵士がいってたっけ？　『既に、陛下とはただならぬ関係だという噂うわさもあるぞ！』って」

　と、ベアトリーチェが不審げに眉まゆをひそめつつ、アッシュの顔を覗のぞきこんでくる。

「いやいや！　だから、それは勝手な噂にすぎなくて──」

　アッシュがあたふたと慌てていると、

「ははっ。別に否定する必要はないさ。その噂を流すよう命令したのは、なにを隠かくそう、この僕だからね」

　オスカーは悪びれる様子もなく、堂どう々どうと告白してみせた。

「ちょっと待て！　オスカーが元凶だったのかよ!?」

　アッシュは軽い眩暈めまいを覚えた。

　あんな南端の辺境地帯にまで知れわたっているということは、もはや王国民の大半が「アッシュ・ブレイク＝女王陛下の愛人説」を聞いているのではないだろうか……。




　アッシュがオスカーにからかわれている一方で、仲間たちも挨拶をすませていた。

　ヴェロニカとミラベルは、シルヴィアをねぎらっている。アヴドーチャはアーニャの無事を喜び、レイモンはファナの前で赤面しつつ、なにか言葉をかけていた。

　さらには、ヴェロニカの背後にひっそりと控ひかえていたメイドが、矢やも楯たてもたまらずといった様子で、駆かけだしてきた。

「コゼット！」

　なんと、プリムだった。

　確かヴェロニカ王女の魔ま導どう艦かんに勤務していたはずだが、コゼットの件を耳に入れたヴェロニカが気を利かせ、連つれてきたのだろう。

「コゼット～！　お姉ちゃんはずっとあなたの無事を信じて──あっ……!?」

　案あんの定じようというか、プリムは足をもつれさせてしまい、ぐらりと上体を泳がせた。

「うふふ。ただいま戻りましたわ、プリムお姉ちゃん」

　そんな事態は予想済みとばかりに、コゼットは満面の笑みを浮かべつつ、姉の身体を優しく抱き留める。

「あうあう～！　間違いなくコゼットの感触です～！」

「あらあら。鼻水が垂たれていますわ、プリムお姉ちゃん」

　コゼットは子どもをあやすように、姉の顔をハンカチで拭ぬぐってやった。

　しばしの間、アッシュたちは微笑ほほえましい気持ちで、姉妹の抱ほう擁ようを見守るのだった。




　再会の喜びを分かち合ったのも束つかの間ま、いよいよ作戦会議が始まった。

　議題は──〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉への突入作戦について。

　出席者が顔をそろえて早々、室内には独特の緊張感が漂ただよっている。

　アッシュ自身、その張り詰めた空気をひしひしと肌で感じていた。

「な、なんだか身体が震ふるえてきたわ。これが武者震いってやつかしら？」

　隣りん席せきのエーコも、そうした空気を敏びん感かんに感じとったようだ。ぷるぷると、しきりに身体を震わせている。

「みんな同じ気持ちなんだと思う。きっと誰もが、『これが最終決戦になる』っていう予感を胸に、会議に臨のぞんでいるんだ」

「そうね……これを最後にしなくちゃね」

　嚙かみしめるように、「最後」という言葉をつぶやくエーコ。

　アッシュ自身、同じ気持ちだった。

　正真正銘、これを最後の戦いとし、魔導結社〈デミウルゴス〉の野望を徹底的に打ち砕く。そして、父親との因いん縁ねんにも決着をつけるのだ。

「ヴィットーリアが大人しく尋問に応じたおかげで、多くの謎が判明した。と同時に、もはや一刻の猶ゆう予よも許されないことも明らかとなったわけだが──」

　会議の口火を切ったのは、オスカーだった。いつもは飄ひよう々ひようとしているが、今は剃刀かみそりのように鋭い眼まな差ざしをしている。

「敵の本拠地が〈ゾノ＝トーンの方舟〉だとわかった以上、我々としては一刻も早く攻撃を仕掛け、賢竜王インボルクの復活を阻止する必要があるな」

　厳げん粛しゆくな面持ちで告げたのは、ヴェロニカだ。鎧姿で腕組みをしている様子は、まるで武神さながらの風格を感じさせた。

「……気がかりなのは、ヴィットーリアが漏もらした〝第二次ゼノグラヴィア戦争〟というキーワードですね」

　アッシュが遠慮がちに発言すると、

「半世紀前に勃ぼつ発ぱつしたゼノグラヴィア戦争は、大陸全土を巻きこむ規模の大戦だった。二度と、あのような愚行を犯させるわけにはいかん。ましてや、〈デミウルゴス〉の野望のために戦争を利用するなど、言語道断だ」

　まるで実際に見てきたように語り始めたのは、アスクレピオス博士である。

　いや、見た目こそ幼いが、実際、アスクレピオスは戦時中も生きていたのである。

　いわば生き字引といっていい。

　今から五十三年前に勃ぼつ発ぱつしたゼノグラヴィア戦争は、王国と騎士国の連合軍と、帝国軍が真まっ向こうからぶつかり合った大戦だった──と、アッシュは歴史の授業で習った。

　それほどの戦争を、サヴォナローラは再び引き起こすつもりだという。

　しかも、賢竜王インボルクが人類を滅ほろぼすための「動機」として、提示するために。

「本来、戦争とは外交の一形態であり、それ以上でもそれ以下でもない。ところが〈デミウルゴス〉ときたら、第二次ゼノグラヴィア戦争を一種の〝ショー〟として、利用するつもりらしい。とんでもない発想といえるな……」

　アスクレピオスの言葉に、一同は粛しゆく然ぜんとした面持ちでうなずいた。

「そうなると、軽々しく軍を動かすわけにはいかなくなります。万が一、第二次ゼノグラヴィア戦争に匹敵する戦乱が吹き荒れたとき、各おの々おのの国を護まもるべき軍隊が出払っていては、洒落しやれになりません」

　凜りんとした声で発言したのは、シルヴィアだった。

「シルヴィアのいう通りよ。万一に備えて、各国の守りは必要だわ。となれば、少数精鋭を〈方はこ舟ぶね〉に送りこみ、ピンポイントで襲撃するのが定じよう石せきだと思うのだけど」

　と、今度はミラベルが大胆な意見を口にした。

　オスカーやドラクロワをはじめ、「さすがに危険すぎるのでは……？」との意見が聞かれたが、しかし、アッシュもミラベルと同じ気持ちだった。

　と同時に、ミラベルのいう「少数精鋭」が誰を指しているのかも、既に理解していた。

　アッシュはすかさず起立すると、一同の視線を集めた。

「〈方舟〉に突入するのは、俺たちが適任だと思います。みんなも、そう思うだろ？」

「当然よ！」

　真っ先にエーコが叫ぶ。

「その意気や良しだ！」

　シルヴィアも満足げにうなずく。

「わたしも、アッシュについていく」

　ルッカは照れ臭そうに微笑ほほえみつつも、その眼まな差ざしは真剣そのものである。この最終決戦には、かつての親友キーラとの決着をつけるという意味もあるのだ。

「ふふ。アッシュならそういってくれると、信じていたわ」

　微笑を浮かべつつ、アッシュをまぶしそうに見やったのはミラベルだ。

「もちろん、わたくしもアッシュ様についていきますわ。たとえ地の果はてだろうと、お供いたしますわよ！」

　ジェシカも頰ほおを紅潮させながら、力説する。

「ま、腐れ縁のついでだ。俺も一緒に戦うぜ」












　その口調こそ軽いが、レイモンが真剣なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「レイモンと意見が合うのは癪しやくだが、今回は『右に同じ』だな。それに、せっかくの腐れ縁だ。とことん腐らせてみるのも一興じゃないか？」

　マックスは眼鏡をきらりと光らせつつ、珍めずらしく諧かい謔ぎやくを口にした。

『もちろん、わたしも陰ながら協力させてもらうわよ。去年と比べたら見ちがえたけど、エーコはまだまだ危なっかしいしね』

　と、アッシュの脳のう裏りでナヴィーの声が響いた。遣竜工房から、ずっと会議の様子をチェックしていたのだろう。

「みんな、ありがとう」

　アッシュは会心の笑みを浮かべた。

　かくして──〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉への突入作戦は、アッシュたちが担うことに決まった。

「ところで、アッシュよ」

　と、アスクレピオスが改まった表情で、アッシュに語りかけてきた。

「賢竜王インボルクの復活を阻止する──それが、お主らの第一目標だ。そのためには、やはりラクエルを奪だつ還かんするのが手っ取り早いと、儂わしは考える」

「確かに。復活を阻止できるだけでなく、ラクエルも保護できますし、一石二鳥というわけですね」

「その通り。ラクエルのこと、くれぐれも頼んだぞ」

「了解です、博士」

「ついでに、カサンドラの身柄も確保できればよいのだが……まあ、あれについては自業自得だ。忘れても構わんぞ」

　と、ヴェロニカが素そっ気けなくつぶやいたので、アッシュは苦笑した。

　その口ぶりこそ辛しん辣らつに聞こえるが、なんだかんだいって、ヴェロニカは妹の身を案じているのだと、察したからだ。

「あ……あのっ！　アッシュたちが〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉に行くっていうのなら、あたしも同行したいわ。あたしだって、マキャベリに引導を渡してやりたいもの！」

　と、ずっと静観していたベアトリーチェが、勢いよく立ち上がった。

「〈ゾノ＝トーンの方舟〉といえば、我が祖国ゼファロスが誇ほこる古代遺跡。ならば、私も連つれて行くがよい！」

　続けざま、ルクレツィアも毅き然ぜんとして主張する。

　そんなふたりをなだめるように、オスカーが口を開いた。

「落ち着いてくれ、ふたりとも。確かに気持ちは理解できるけど、ベアトリーチェはラブロック人の代表として、ルクレツィアはゼファロス人の代表として、僕のそばに残ってほしいと思っているんだ」

「し、しかし……」

　ルクレツィアが反論しようとしたが、オスカーは言葉を続けた。

「これから世界を救おうっていうんだ。作戦本部には、やはり各国の代表者が顔をそろえていてほしいのさ。ベアトリーチェはラブロック人として、ルクレツィアはゼファロス人として、いろいろと意見してほしい。要ようは、助けてほしいということだ」

　そういって、オスカーは頭を下げた。

「へ、陛下!?　女王たるもの、そんな簡単に頭を下げては……」

　ドラクロワが狼ろう狽ばいの声をあげたが、オスカーは気にも留めなかった。

「ふう……そこまでいわれては、仕方あるまいな。私はオスケイア女王の許もとに残ろう」

　ルクレツィアが諦あきらめたように苦笑を漏もらすと、

「了解です。陛下の力になれるかどうかはわかりませんけど、力を尽くします」

　ベアトリーチェも納得した。




「そうだ、ルクレツィアに聞こうと思っていたんだけど──」

　会議も終盤に近づいた頃、アッシュはふと思い立って、ルクレツィアに視線を向けた。

「ゼファロス関係の情報を知りたいのか？」

「えっと、〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉について、なんだけど。よく考えたら、あまりにも情報が少なすぎるからさ。知っていることがあれば、なんでも教えてほしいんだ」

　たちまち、皆の視線がルクレツィアに集まった。

「実は、私も実際に足を踏み入れたことは一度もないのだ。せいぜい、航空艦から遺跡の表層部分を眺ながめたことがある程度でな。かなり危険な場所だと聞いていたし……」

「危険？　そりゃあ、遺跡の発掘作業には危険も伴うと思うけど、足を踏み入れたこともないってのは、ちょっと意外な気がするな」

　アッシュが指摘すると、ルクレツィアは表情を曇くもらせた。

「なんでも、〈方舟〉の中はとてつもなく広い迷宮になっているそうだ。しかも、〈方舟〉自体に特殊な自律防衛機構が配備されているらしくてな」

　ルクレツィアは溜ため息いきを漏もらした。なにやら物騒な気け配はいが漂ただよってきたので、アッシュたちは固唾かたずを吞のんで、ルクレツィアが再び口を開くのを待ち受ける。

「かつては帝国軍、傭よう兵へい団、冒険者、物好きな貴族といった者たちが、果敢に挑戦したらしいがな。結局、誰も最深部にはたどり着けなかったと、記録には残されている」

「きな臭い話になってきたな……」

　皆の心中を代弁するかのように、シルヴィアがぼそりとつぶやく。

「一千年に及ぶ帝国史において、〈方舟〉の探索に行ったきり、帰れなかった者は数知れず。せっかくの作戦会議に水を差すようだが……というか、もっと早く指摘すべきだったのだが、突入するなら、まずは情報収集をしたほうが良いな。いくら竜族の力を借りられるとはいえ、ろくに調べもせずに突入するなど、自殺行為かもしれんぞ？」

　ルクレツィアの意見に、会議室はしんと静まり返った。

　どうやら、〈方舟〉とはとんでもないシステムらしい。

「そういえば、姉上。〈ゾノ＝トーンの方舟〉の内部構造について、ヴィットーリアはなにも言及しなかったのですか？」

　と、シルヴィアがヴェロニカに視線を向けた。

「無論、〈ゾノ＝トーンの方舟〉の情報についても、聞きだそうとはしたのだが……」

　ヴェロニカにしては珍めずらしく、歯切れが悪い。

「奴やつの専門は、戦闘及び破壊工作だ。〈方舟〉に関しては、せいぜい入り口付近までしか足を踏み入れたことはないという。少なくとも、噓うそをついているようには見えなかった。奴は戦意を喪失しているし、既に貴重な情報をいくつも吐いている。今さら〈方舟〉の情報だけを伏せる必要があるとは思えん」

　確かにヴェロニカのいう通りだろうと、アッシュは思った。

　マキャベリは、ヴィットーリアを純粋な戦術単位だと見なしていたのだ。ならばこそ、〈デミウルゴス〉にとっての最重要機密──〈方はこ舟ぶね〉の情報を、ヴィットーリアに与えなかった。最初から知らなければ、たとえどんな責め苦に遭わされようと、情報を吐くことはない……。

「ちなみに〈ゾノ＝トーンの方舟〉とは、はるかなる太古、この星の外から飛来したという説もあるのだぞ」

　と、薮やぶから棒ぼうに、アスクレピオスが珍説を口にしたので、アッシュたちは啞あ然ぜんとした。

「むっ？　どうした、そんなに驚いて？」

　一同の顔を、ぐるりと見わたすアスクレピオス。まるで悪戯いたずらっ子このような表情を浮かべている。

「……驚きもします。そのような説があるなど、わたくしも初耳ですよ？　いくらなんでも常識外れだと思いますけど」

　溜ため息いき交じりに口を開いたのは、アスクレピオスに次いで博学なミラベルだった。

「常識か。しかしだな、ミラベル。これまでも散々、我々の常識を覆くつがえすような事態が何度も起こったのは事実だ。あまり常識に捕とらわれすぎると、自分で自分の首を絞めることになりかねんぞ？」

　アスクレピオスの表情は真剣そのものである。ミラベルも表情を改めた。

「それは……そうかもしれません。博士のお言葉、肝に銘じておきます。亀の甲より年の功とは、よくいったものですね」

「むぐっ。一言、余計だと思うぞ……」

　ミラベルに老人扱いされたのが悔しかったようで、アスクレピオスは頰ほおを膨ふくらませた。その子どもっぽい表情が、緊張感に包まれていた場を和ませる。

「とにかく、〈ゾノ＝トーンの方舟〉の情報をどうやって収集するか……改めて考えるとするかな──」

　と、オスカーが独ひとり言ごとのようにつぶやいた矢先だった。

　──どぉおおおおんっ！

　王宮の外から、なにかが爆発したような音が轟とどろいたのである。

「まさか……〈デミウルゴス〉の襲撃!?」

　エーコがハッとして立ち上がると、キッと眉まゆを吊つり上あげる。

「いや、待て……あの派手な音、何度も聞かされてきたような気がするぞ……」

　エーコとは対照的に、シルヴィアは心当たりがあるらしく、落ち着いた様子で窓際に近づいた。

　アッシュたちも、恐る恐る窓際に近寄って、城内の庭園を見下ろす。

　一体の翼竜ストラーダが、真新しいクレーターの中心に突き刺さっていた。

　その背に騎乗しているのは──。

「やはり、オルエッタか！　あいつ、どうして王国にまで……!?」

　シルヴィアが不可解そうにつぶやいた途端、場違いなほど陽気な声が響きわたった。

「あっ、シルヴィア殿下！　ちょうどよいところに！　オズワルド陛下の命を受け、お届け物──じゃなかった、使者の方をお連つれしましたっ！」

　よく見ると、オルエッタの背後にはもう一人、男性の姿があった。大きな金属製ケースを提げている。

「あの人は……！」

　アッシュはハッとして、彼の名を呼ぼうとしたが、慌てて口をつぐんだ。さりげなくシルヴィアの横顔をうかがうと、

「ど、どどっ、どうして……あの方が……!?」

　案あんの定じよう、驚きを通り越して、呆あきれているといった表情を浮かべている。ヴェロニカやミラベルも同様だった。

「やあ、アッシュ君。元気そうでなによりだ」

　男は、窓際のアッシュに目を留めるなり、笑顔を向けてきた。とはいえ、顔の上半分は仮面で覆おおわれている。

　ロートレアモン騎士国の元第一王子、ジュリアス・ロートレアモンであった。

　ただし、再会の喜びを分かち合う余裕はなかった。

　突然、王宮の敷地内に着陸し、地面に大穴を穿うがった翼竜ストラーダ……王宮勤務の衛兵たちから見れば、物騒な侵入者に他ならない。

「そこの竜飼い人ブリーダー！　ここをどこだと心得るっ!?」

　あっという間に、オルエッタもジュリアスも、武器を手にした衛兵たちに包囲されてしまったのだ。





　　　　◇






　──客人だから問題ない。今すぐ、会議室に通してくれたまえ。

　オスカーが毅き然ぜんとして命じたおかげで、殺気立っていた衛兵たちは大人しく引っこんだ。

　その後、ジュリアスは宮廷使用人たちに案内されて、アッシュたちが詰めている会議室にやって来た。

　ちなみに、オルエッタのほうは、すぐさま帰路に就ついた。無事にジュリアスを送り届けたことを、一刻も早く、騎士王パラデインオズワルドに伝えたいのだという。

「──お騒さわがせして申し訳ない、オスケイア女王」

　ジュリアスはオスカーに対して非礼を詫わびると、思いだしたように仮面を外した。

「僕が最速でアーカム城にたどり着くには、宮廷郵便士のオルエッタ君に頼るのが一番だろうと判断したのでね」

　仮面の下から現れたのは、白はく皙せきの美貌だった。

　冥竜王モルドレッドにまつわる、例の事件が解決したあと、ジュリアスは王家に帰るわけにもいかず、アンジェラとともに根無し草の旅を続けていた。

　その事実を物語るかのように、ジュリアスの全身をすっぽりと覆おおっている黒マントは、見るからに土つち埃ぼこりを被かぶっている。

　とはいえ、彼の内面からにじみ出る気品は健在だった。

「あえて名のらせてもらおう──僕の名は、ジュリアス・ロートレアモン」

「あの大バカ者が……」

　舌打ちとともにつぶやいたのは、ヴェロニカである。

　ミラベルとシルヴィアも「信じられない」といわんばかりに、ジュリアスをまじまじと見つめている。

「ななっ、なんと!?　あのジュリアス王子が生きていたとは……そんな情報、我が王国政府にすら知らされていませんぞっ！」

　驚きよう愕がくの声をあげたのは、ドラクロワ伯爵である。

「ふう……まったく、人騒がせな御ご仁じんだね。まさか処刑されたはずのあなたが、実は生きていたとは──アッシュたちも水臭いじゃないか。驚いていないところを見ると、とっくの昔に知っていたようだし」

　オスカーは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべると、アッシュたちを一いち瞥べつする。

「いや、すまない……さすがに、騎士王家の秘事だしな」

「うむ。オスカーに打ち明けるようなタイミングもなかったのだ」

　アッシュが弁解すると、シルヴィアも気まずそうに告げた。

「──そんなことより、兄上？　あなたは身重のアンジェラを放って、どこをほっつき歩いていたのです？」

　と、ミラベルが氷のように冷たい眼まな差ざしで、ジュリアスの顔を射貫いた。

「アンジェラなら、アンサリヴァンで養生しているはずだが……生まれたのか!?」

　ジュリアスはハッとした。

　ようやく、ミラベルの視線の意味を悟ったのだろう。

「お察しの通りです。つい先日、生まれましたよ──騎竜学院の医務室で」

「ちょっと待て、ミラベル！　貴様は一体、なんの話をしている!?」

　と、ヴェロニカが眉まゆを吊つり上あげ、割りこもうとした。

　ジュリアスの子となれば、騎士王家の血を引いているわけで、ヴェロニカが血相を変えたのも無理はないだろう。

　が、ここでヴェロニカが口を挟はさむと話が進まないため、シルヴィアが「姉上、詳くわしい話は後ほど、私のほうからお伝えしますので」と、なんとかなだめた。

「それで、ミラベル。アンジェラは無事なのか？　赤ん坊は……？」

「母子ともに健康ですよ、兄上」

「そうか、良かった……」

　ジュリアスは胸を撫なで下ろしたが、すぐさま真顔に戻ると、一同を振り返った。

「プライベートな話題になってしまい、すまない……話を戻そう。今や人類が滅ほろぶか否いなかの瀬せ戸と際ぎわなのは、君たちもわかっているはずだ。僕が持ち帰った情報は、きっと君たちの役に立つはずだよ」

　ジュリアスは語り始めた。




　あのエスパーダ動乱が勃ぼつ発ぱつして以来、魔導結社〈デミウルゴス〉の動向については、ジュリアスとアンジェラも注目していたという。

　大陸各地を自由気ままに冒険していたふたりは、早速、〈デミウルゴス〉の情報を集め始めた。

　特にジュリアスは、冥竜王モルドレッドに憑ひよう依いされていた当時、ゼファロス帝国軍情報部の工作員として、活動していた。

　肉体を乗っ取られていたとはいえ、記憶は共有していたのが幸いした。その記憶を活いかして、ジュリアスはゼファロス軍の動向を探ることに決めたのだ。

　ちょうど革命騒動の渦か中ちゆうだったこともあり、潜入すること自体は容易だった。

　ただし、いったん潜入すれば、危険と背中合わせになるのは目に見えている。ゼファロスの地を踏む前に、妊娠中のアンジェラは騎士国に帰したのだった。

　革命騒さわぎに乗じてゼファロス軍に潜入したジュリアスは、最終的に〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉が怪しいという結論に達した。

　盟主サヴォナローラの〈方舟〉に対する執着心が、並みではないことを悟ったのだ。

　むしろ〈方舟〉を手中に収めるためにこそ、〈デミウルゴス〉は革命騒ぎを起こし、邪魔なだけのゼファロス皇家を追い払ったのではないか──と思われた。

　その後、ジュリアスは衛兵に扮ふんして〈方舟〉への潜入を果たした。

　おかげで貴重な情報も入手したのだが……さらなる機密を求めて、危ない橋を渡ろうとした結果、スパイ活動を気取られてしまい、命からがら逃げ帰ってきたのだった。




「──というわけで、これが僕の持ち帰った情報さ。お役に立てば幸いだ」

　ジュリアスはいったん言葉を切ると、ずっと足もとに置いていた金属製ケースを机の上に置いた。そして、アッシュに小さな鍵を手渡した。

「……すまない。ちょっと今、片手が不自由なのでね。アッシュ君、このケースを開いてくれるかい？」

「了解です」

　なにか引っかかるものを覚えたが、アッシュは大人しく従った。受け取った鍵を、ケースの鍵穴に差し込み、ひねる。

　かちりと、小気味よい音が響いた。

　ケースを開くと、そこには書類の束が詰まっていた。

「これは……？」

　適当に数枚を手に取って、紙面を眺ながめる。なにかの見取り図のようだが……？

「そっ、それは、もしかして──!?」

　と、アッシュの手もとを覗のぞきこんだミラベルが、狼ろう狽ばいをあらわにした。

「ミラベルの想像通りだよ。〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉にまつわる資料さ。遺跡を探索するにあたり、〈デミウルゴス〉が自ら調査した結果が記載されている。遺跡周辺の地図や、遺跡内部の見取り図も含めてね」

　たちまち、会議室は歓喜の声に満たされた。

「できることなら、より多くの内部資料を持ち帰りたかったのだが……先ほども話した通り、情報収集の途中で敵に発見されてしまってね。それでも、〈方舟〉の中心部に位置する〈大神殿〉までのルートは、ほぼ解明できたよ」

「中心にある〈大神殿〉ですか……あっ！　もしかして、賢竜王を復活させるための儀式って──」

　アッシュが顔をあげると、

「そうよ！　きっと、そこでやるつもりなんだわ！」

　エーコも興奮気味に叫んだ。

「兄上。なんといってお礼をいえばいいのか……」

　シルヴィアに至いたっては感極まって、涙ぐんでいる。

「ははっ、大おお袈げ裟さだな。もはや一介の民間人にすぎない僕だけど、〈デミウルゴス〉の野望を食い止め、人類を救いたいという気持ちなら、ここに集まっている皆と同じさ。それに、妹のカサンドラが〈七翼将〉のひとりとして、〈デミウルゴス〉に協力しているそうじゃないか。妹の不始末は、兄の責任でもある。しかも彼女の身には、かつては僕の相パ棒ルだったモルドレッドが宿っているとか……」

　さすがは〈方舟〉に潜入していただけあって、ジュリアスは現在の状勢をかなり詳くわしく知っているようだ。

　が、その口ぶりから察するに、まだ最新情報に触ふれていないのは明らかだった。

「実はですね」

　アッシュはこれまでの経緯をかいつまんで話すと、ジュリアスの前にモルドレッドを立たせた。

「まさか、この女の子が……!?」

　モルドレッドの顔をまじまじと見つめるジュリアス。その手が、かすかに震ふるえを帯おびていることに、アッシュは気づいた。

「ふにゅ？」

　対照的に、モルドレッドは前世の記憶を完全に喪失しているようで、ジュリアスの顔を不思議そうに見つめ返すばかり。

「はは……まさか、こんな形で……お前と再会できるなんてね。かつての僕は、全力でお前を殺そうとしたけれど……思えば、もっと他に方法があったのかもしれない」

　ジュリアスはしみじみとつぶやくと、モルドレッドの頭を優しく撫なでた。そして、今度はアーニャに視線を向ける。

「僕にこんなことをいう資格はないかもしれないが……それでも、モルドレッドの新たな主あるじとなった君に、いわせてほしい」

　そういって、ジュリアスは頭を下げた。

「モルドレッドを、よろしく頼む」

「はい、頼まれました」

　アーニャは真摯な表情でうなずいた。

「なんだか、希望が湧わいてきたわね」

　と、エーコがアッシュの耳もとでささやく。

「ああ、そうだな」

　アッシュも同感だった。

　ジュリアスの勇気ある行動のおかげで、〈方はこ舟ぶね〉の内部構造は解明できそうである。難解すぎて、アッシュたち学生の知識では理解できない記述も多々あるが、こちらにはミラベルやアスクレピオスという心強い味方が付いている。

　敵陣への突入に際して、現地の情報が不足しているという懸念事項は、どうやら払ふつ拭しよくできそうだった。

　しかも、このタイミングでジュリアスとモルドレッドが再会を果たしたのも、運命的な気がした。

「幸さい先さきが良いってのは、まさにこのことかもしれないな」

「そうね。きっと、そう──」

　エーコが笑顔でうなずいた、まさにそのときだった。

　ジュリアスの上体が、ぐらりと揺れたのだ。

　あたかも、糸を切られた傀く儡ぐつのように。

「ジュリアス王子!?」

　アッシュは弾はじかれたように飛びだすと、ジュリアスの身体を抱き留めた。

　ずしりと、成人男性の重みがアッシュの両腕にのし掛かる。

　次の瞬間、がしゃりと大きな音がした。

　今もジュリアスの身体を覆おおっているマントの内側から、なにかが落下したのだ。

「!?」

　エーコが息を吞のんだ。顔面蒼そう白はくになっている。

　床ゆかに転がっているのは、半壊した義手だった。

　人工皮膚が無む惨ざんに裂け、内部の機械仕掛けが覗のぞいている。

　──ちょっと今、片手が不自由なのでね。

　先ほどジュリアスが告げた言葉が、アッシュの脳のう裏りをよぎった。

「まさか、怪け我がを!?」

　アッシュはジュリアスの身体を横たえると、

「失礼します」

　マントの前を開いた。そして絶句。

　シャツが赤く染まっている。生地に空あいた複数の穴は、銃弾によるものだろう。

　これほどの重傷を負っているにもかかわらず、ジュリアスは誰にも悟らせなかったのだ……一体、どれほどの胆力か──。

「こんな怪我をしているのなら、最初にいってくれれば！」

「はは……一刻も早く、君たちに……報しらせたいと思ったからね。それに……今はとても、清すが々すがしい気分なんだ。本来ならば、僕はとっくの昔に死んでいたはずだし……最後の最後で、君たちの役に立てた。これでもう、思い残すことは──」

「あるに決まってるじゃないですか！　アンサリヴァンには、アンジェラさんと、生まれたばかりのお子さんが待っているんですよ！」

「はは……そうだった。アンジェラに……すまない……と……伝えてくれ。せめて……子の手で赤ん坊を……抱いてやりたかったな……」

　ジュリアスの顔は青ざめて、紫に変色した唇くちびるは震ふるえ、もはや死相が現れているようにさえ見えた。

「兄上!?　噓うそでしょう、兄上……！」

　大粒の涙をこぼしつつ、シルヴィアがジュリアスの肩にすがりつく。

「大丈夫……シルヴィ……なら…………必ずや、立派な騎士王パラデインになれるさ…………」

　その言葉を最後に、ジュリアスは目ま蓋ぶたを閉ざした。





　　　　◇






　……その後の経緯を、アッシュはあまり覚えていない。

　ぼんやりと覚えているのは、誰もが冷静さを失っていた中、オスカーとドラクロワが機き敏びんに行動したことである。

　──ドラクロワ！　大至急、王立病院に連絡しろ！　なんとしてもジュリアス殿を救うのだ！

　──御意！

　その後、ジュリアスはアーカム王立病院に搬送された。

　シェブロン王国において、最高の医療機関である。あのエスパーダ動乱のあと、アッシュも一時期、入院させられていたことがある。

　アッシュたちは今、その王立病院の廊下に集まっていた。

　仲間たち全員が押しかけては病院側の迷惑になるので、今はアッシュ、エーコ、シルヴィア、コゼットの四人だけである。

　本来ならば、肉親であるヴェロニカとミラベルも来るべきだったのだろうが、ここにふたりの姿はない。

　決して、ヴェロニカとミラベルが冷淡なのではない。ジュリアスが命を賭として持ち帰った極秘資料を、ふたりは一刻も早く分析したいのだという。

　考古学の面からはミラベルの知識が役立つだろうし、資料をもとに作戦を立てるとなれば、ヴェロニカの得意分野である。

　──そういうわけだ。ジュリアスの見舞いは、シルヴィアに任せる。

　──どうせ作戦を立案するまで、あなたたちは待機よ。せめてシルヴィアだけでも、ジュリアスのそばにいてあげてちょうだい。

　先刻、ヴェロニカとミラベルは、そういってシルヴィアを送り出したのだった。

　アッシュたちの前方には、手術室の扉が立ちふさがっている。その上部に設置された竜華灯は、今も赤く光り続け、暗い廊下を赤く染めていた。その赤は、どうしても不吉なイメージを喚起させるので、アッシュは苦手だった。

　ジュリアスが運びこまれてから、既に五時間以上が経過している。

　窓の外に目をやると、夜の帳とばりが降りていた。

　空は曇くもっていて、月明かりも星明かりも地上には届いていない……。

「ああ、兄上……」

　ヴェロニカとミラベルの想おもいを託されたシルヴィアは、額ひたいの前で両手を組み、ずっと祈り続けていた。既に一度、シルヴィアは兄を失うという悲しみを体験している。幼い頃のことだ。「ジュリアスは禁忌を犯したため、処刑された」と聞かされたのだ。

　その後、竜騎士ドラグナーの叙勲を受けるほどに成長したシルヴィアは、死んだはずの兄と再会を果たした。シルヴィアの喜びがどれほど大きかったかは、想像するまでもない。

　だが、残酷な運命は、シルヴィアから二度も兄を取りあげるつもりなのか──？

　──お願いだ。ジュリアス王子を……救ってくれ……。

　ただ祈ることしかできない、己おのれの無力さを痛感しつつ──それでもアッシュは、心の中で祈り続ける。

　エーコとコゼットも固唾かたずを吞のんで、手術が終わるときを待ち構えている。

　そのときだった。

　周囲を赤く染めていた竜華灯の輝かがやきが、フッと消えたのである。

　アッシュたちは、同時に顔をあげた。

　やがて、扉がゆっくりと開く。

　両の手袋を真っ赤に染めた医師が、アッシュたちの前に姿を現した。

　アッシュたちは押し黙り、ただただ医師の言葉を待ち受ける。

　帽子とマスクのせいで、医師の表情はほとんど読み取れない……。

　医師はゆっくりとアッシュたちの顔を見回した。

　そして、力強く告げたのである。

「手術は成功です」

「……！」

　誰もが安あん堵どのあまり、声にならない叫びを漏もらす。

「姫様、もう大丈夫ですわ……！」

　と、コゼットが涙を浮かべつつ、シルヴィアの手を握にぎりしめる。

「ああ、良かった……本当に、良かった……！」

　シルヴィアの双そう眸ぼうからは、既に涙が滂ぼう沱だとあふれている。どうやら緊張の糸がぷつんと切れてしまったようで、次の瞬間、ふらりと上体を泳がせた。

　アッシュとエーコは慌てて、シルヴィアの背中を支えてやった。





　　　　◇






　その後、アッシュたちは再び宮廷に戻り、会議を再開した。

　話し合いは深夜にまで及んだ。アッシュたちとしては、ジュリアスが持ち帰った資料を手に、一刻も早く〈方はこ舟ぶね〉に突入したいという気持ちがある。しかし、資料を解析するのに、最低でも数日は必要だろうと、アスクレピオスとミラベルが冷静に告げた。

　一方、ドラクロワ伯爵によれば、魔ま導どう艇ていデュランダルの修理と改良を、急ピッチで進めている最中だという。

　予定では、作業完了まで七十時間は必要だという。もどかしい気持ちではあったが、ドラゴンの体力と魔力には限界があるので、やはり魔導艇は必要だ。なんといっても、アッシュたちが目指すのは、アルク＝ストラーダ大陸の極北なのだから。

「君たちが出撃できるのは、最短でも四日後になるけど……構わないかな？」

　オスカーの問いに、アッシュはうなずいた。

「ありがとう、オスカー。なにからなにまで世話になってしまって」

「いやいや。これは人類全体の問題なんだ。水臭いことはいわない約束さ。女王という立場さえなければ、僕も君たちと一緒に〈方はこ舟ぶね〉を目指していたんだけどね」

　ぽろりと本音を漏もらしたオスカーに、アッシュたちは苦笑を誘われたのだった。




　かくして、アッシュたちの出発日は四日後──

　処女宮ヴアルゴの月の第十五日に決まった。





"The Return of Julius ～A.S.B.1366.09～" is closed.








第十三話　紅き女帝の軌跡④ ～天空城～









　処女宮ヴアルゴの月、第十一日目。東方大陸の西海岸。

　レベッカが滞在中の村落は、およそ人類の危機とは無縁そうな、さわやかな夜明けを迎えていた。

　数日前のことだ。

　東方大陸の海岸を目前にしながら、レベッカとクー・フリンは暴風雨に巻きこまれ、あわや命を落としそうになった。

　一時はどうなることかと思ったが、かつては敵同士だった四姉妹に救われ、なんとか命をつないだのである。

「いい朝だ」

　レベッカは単身、キャミソールにショートパンツ、サンダルといった軽装で、浜辺を歩いていた。

　この衣服は、メイリンから普段着として借りたものである。胸と尻のあたりがややきついものの、ありがたく着用している。

　まだ早朝なので、浜辺は静かなものだ。

　あの四姉妹も、村の子どもたちも、あと数時間は経たたないと起きてこないだろう。相パ棒ルのクー・フリンにしても、浜辺で身体を丸めて、すやすやと寝息をたてている。

　のどかな風景だった。

　やや秋の匂いを帯おびた潮風が、肌に心地よい。

　漂流の際に負った傷は、ほぼ癒いえている。

「出発するなら、今日だな」

　そうつぶやいて、レベッカは空を見上げた。

　こうして地上から眺ながめると、数日前にレベッカとクー・フリンに襲いかかった〈ミルカ＝テンペスト〉は、その片へん鱗りんすら感じさせない。

　おそらくは、神話や伝承で語られる「天空城」への侵入を試みる者が現れた場合のみ、発動する魔術結界なのだろう。

「まったく、ひどい目に遭ったものだ」

　あの激しい暴風雨を思いだすだけで、さすがのレベッカも身み震ぶるいを禁じ得ない。

　そもそも、どんなに苛烈であろうとも、たかだか暴風雨に負けるクー・フリンではないはずだ。

　ところが、〈ミルカ＝テンペスト〉はクー・フリンをも翻ほん弄ろうした。

　あたかも、暴風雨という現象そのものが、独自の意志を有しているかのようだった。

　無論、だからといって尻ごみするつもりはない。

　東西の大陸を隔てる《大央洋セントラル・オーシヤン》を渡った末、ようやく天空城に手が届きそうな場所にたどり着いたのだ。

　なにがなんでも、聖せい女じよロサ・マリアの遺品を手に入れてやるつもりだった。

　その遺品が、レベッカに新たな「力」をもたらすか否いなかはわからない。

　それでも、賭かけてみる価値はある。

　しょせんは勘にすぎないが、天空城や遺品について考えると、レベッカの胸は妙に弾むのだった。
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「なんやて、レベッカ!?」

　朝食の真っ最中、米粒を飛ばさんばかりの勢いで叫んだのは、四女のマオである。

　レベッカが、今日の予定を告げた直後のことだった。

「マオ、お行儀が悪いですわよ？」

　と、まるで母親よろしく、シャオメイがたしなめる。

　エプロンを身に着け、お椀わんにご飯をよそっている姿は、純朴な村娘のようだ。とても歴戦の傭よう兵へいには見えない。

　そもそも、この食卓の風景そのものが、戦場の匂いとは無縁であった。

　ほかほかと湯気をたてる卵たまご粥がゆに、鶏とりガラの旨うまみが利いたスープ、挽ひき肉にくや野菜をたっぷりと練り込んだ饅まん頭じゆう……等々、暖かみのある家庭料理であった。

「本気なのですね、レベッカ？」

　箸を置いて訊たずねたのは、メイリンだった。

「ああ、本気だ。ここまで来て、引き下がるなど考えられない」

「でもでも、ひとつ間違えれば……レベッカ、死んじゃうにゃん？　せっかく仲良くにゃれたのに……ぐすん」

　熱々の肉饅頭に舌鼓を打ちながら、不吉なことを口にしたのはランファである。その独特な口調のせいで、本人は至いたって真剣なのだろうが、あまり悲ひ愴そう感かんは感じられない。

「ああ、危険なのは百も承知だ。だが、『虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず』ともいう。どうか止めないでほしい」

　レベッカが毅き然ぜんとして告げると、メイリンは淡々と応じた。

「別に止めるつもりはありませんし、我々にあなたを止める資格があるとも思いません。ただ……我々がせっかく助けた命を、こんなところで落とさぬよう、気をつけるでありますよ？」

「メイリン……」

　レベッカは、まじまじとメイリンの顔を見つめた。

　かつては敵同士だった相手だ。

　しかし、もはやメイリンの表情には、なんの屈託も感じられない。

　ただ純粋に、レベッカの無事を祈ってくれているのだと、伝わってきた。

「ありがとう。正直、君たち姉妹とこんな形で再会できるとは、夢にも思っていなかったわけだが……こうして食卓を囲かこむことができて、本当に良かったと思う。改めて、礼をいわせてもらおう」

　レベッカは表情を改めると、四姉妹に向けて頭を下げた。

「んもう、水臭いですわよ。同じ釜のご飯を食べた仲じゃありませんか」

「シャオメイ姉様のいう通りだにゃん！　そもそも、〈デミウルゴス〉なんかに深入りしたばっかりに、ボロディン様はあんにゃ目に……」

「せや！　今となっては、〈デミウルゴス〉はボロディン様の仇かたきなんや！　武器さえあれば、うちらかて戦えるんやけどな……」

　シャオメイ、ランファ、そしてマオも、それぞれの想おもいを口にする。

　そんな姉妹たちを見ていたら、レベッカは微笑ほほえましい気持ちになった。

　生まれ育った環境のせいで、傭兵稼業という因果な仕事に就ついた彼女たちだが、根は善人だと確信したのだ。

　この戦いが終わったら、アッシュやエーコをはじめ、仲間たちを連つれてくるのもよいかもしれないな──と、レベッカは思うのだった。




　朝食後。旅支度をすませたレベッカは、いよいよ浜辺に向かった。

　レベッカを見送るため、四姉妹も付き添っている。

「ぐるるるる……」

　既にクー・フリンは待機して、レベッカを出迎えた。自分とレベッカを待ち受ける困難を予期しているのか、緊張感を漲みなぎらせている。

「聖騎甲アークを頼む、クー・フリン。あの〈ミルカ＝テンペスト〉に、再び突入を試みるのだ。出し惜しみをするような余裕はないぞ」

　クー・フリンは首しゆ肯こうすると、高らかに吠ほえた。

　轟ごうっと風が唸うなり、レベッカの全身がまばゆい光こう輝きに包まれる。

　数秒後、レベッカの全身は、深紅の鎧よろいに覆おおわれていた。

「驚きました。現状でも、かなりの戦闘力を秘めているとお見受けしましたが……」

「それでも、さらなる高みを目指すという心意気。天晴あつぱれですわ」

　メイリンとシャオメイが、感嘆の声を漏もらす。

「ふにゃあ～」

「カッコええなぁ！」

　ランファとマオは無む邪じや気きな声をあげながら、レベッカの鎧姿に見とれている。

「本当に、世話になった。また会おう！」

　レベッカは四姉妹に別れを告げると、キッと鋭い目をして、空を見上げた。

　目に痛いくらいの、澄すみわたる蒼あおが広がっている。

　出立には絶好の日和だ。

　もっとも、天空城に接近すれば、あの暴風雨テンペストが容よう赦しやなく襲いかかってくるだろう。

　前回は不意打ちを食ったが、今回は心構えができている。そう易やす々やすと遭難するつもりはない。

「行くぞ、クー・フリン。一度は手も足も出なかった相手だ。君には負担をかけることになるだろうが……」

　レベッカの言葉に、しかし、クー・フリンは朗ろう々ろうとした雄叫おたけびで応じてくれた。

　水臭いぞ、といわれたような気がした。

　レベッカは苦笑すると、頼もしい相パ棒ルに騎乗した。

　ここ数日、たっぷりと休養をとったおかげで、クー・フリンの体調は万全だ。その巨きよ軀くから膨ぼう大だいな魔力を噴出させると、グッと全身の筋肉を緊縮させる。

「出撃！」

　空に向けて放たれた砲弾のごとく、クー・フリンは飛ひ翔しようした。
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　先日、あの〈ミルカ＝テンペスト〉に巻きこまれた空域を目指して、クー・フリンはぐんぐんと上昇し、海岸から離れていく。

　頭上には空、眼下には海。

　目の覚めるような世界が、果はてしなく広がっている。

「確か、このあたりの空域だったと思うが」

　レベッカは小手をかざし、海岸からの距離を目測する。

　大まかな位置は覚えているものの、確信があるわけではなかった。

　前回は、あの暴風雨に翻ほん弄ろうされた挙あげ句く、駄目押しのごとく発生した竜巻に襲われて、墜落を余儀なくされた。自分たちの位置を確認するような余裕など、皆無だったのだ。

　曖あい昧まいな記憶を頼りに、レベッカはクー・フリンをさらに上昇させた。

　一番の不安要素は、あの壮そう絶ぜつな暴風雨ではない。

　このまま〈ミルカ＝テンペスト〉に遭そう遇ぐうすることなく、延えん々えんと探索活動に時間を費やす羽目になることこそ、最も避さけたいところだった。

　アッシュたちが今、どのような状況にあるかはわからない。だが、既になんらかの糸口をつかみ、〈デミウルゴス〉との最終決戦に備えている可能性は高い。

　いや、アッシュたちならば、きっと走りだしているはずだ。

　ならばこそ、レベッカも「力」を手に入れ、一刻も早く帰参せねばならない。

「それにしても、天空城に聖せい女じよの遺品を隠かくすとは……一体、使徒ミルカはなにを考えていたのだろうな」

　改めて、レベッカは思案する。

「本気で封印するつもりなら、もっと別の結界にすれば良かったはずだ。暴風雨だの竜巻だのを発生させる結界を張るなど、むしろ逆効果ではないか。これ見よがしに、〝天空城はこの先にあるぞ〟と教えているようなものだからな……いや、それこそがミルカの狙ねらいなのかも──」

　そのときだった。

　地の底から湧わき上がるような音が、レベッカの耳じ朶だを打ったのである。

　遠雷だった。

「お出ましのようだぞ、クー・フリン」

　遠雷は立て続けに、何度も響く。

　しかも、刻一刻と、こちらに接近しているのがわかる。

「ぐるるるる……」

　クー・フリンは体毛を逆立てつつ、喉のどの奥おくで唸うなった。

「まるで、野獣の群れに囲かこまれたかのような気分だな。いや、もしかすると……」

　これから巻き起こるであろう〈ミルカ＝テンペスト〉にそなえて、レベッカは全身を緊張させる。

「とっくに、胃袋の中に収まってしまったのかもしれんがな」

　ぽつり……と、レベッカの頰ほおを雨滴が叩たたく。

　雷鳴とともに、いつしか頭上は黒雲に覆おおわれていた。

　分厚い雲のあちこちでは、稲光が瞬いている。

　金色の蛇の群れが鎌首をもたげ、蠢うごめいているかのようだ。

　侵入者を探知して、天空城に仕掛けられた結界が、ついに発動したのだろう。

　まばらな雨滴は小雨となり、大雨となり、ついには暴雨と化した。

　と同時に、風が轟ごう々ごうと唸りはじめる。

　飛行中の聖竜マエストロをも煽あおるほどの、とんでもない暴風だった。

「くっ……」

　レベッカ自身、聖騎甲アークを装備しているとはいえ、気を抜けば瞬時に吹き飛ばされてしまうだろう。

　無論、不意を衝かれた前回とは違う。四姉妹の家で療りよう養ようしている間、レベッカは無む為いに過ごしていたわけではないのだ。

「クー・フリン、防御魔法を！」

　すかさず、相パ棒ルに指示を送る。

「ぐるぉおおおおおおおおお……っ！」

　クー・フリンが吠ほえた途端、膨ぼう大だいな魔力が満ちあふれ、まばゆく輝かがやいた。

　周囲に顕けん現げんした防御魔法障しよう壁へきが、クー・フリンの全身を保護する。

　暴風に煽られて、ぐらぐらと揺れていた体たい軀くが、安定飛行に戻った。

「よし、作戦通りだな」

　レベッカが微笑を浮かべると、今度は海面付近で、複数の竜巻が発生した。狙ねらい澄すましたかのように、クー・フリンの巨体に迫ってくる。

　よく見ると、竜巻は大量の魚を巻き上げている。幾百幾千という魚が、真っ白な腹をさらしつつ、宙を舞っているのだ。

　前回は、あの竜巻にとどめを刺された。

　無論、今回も大人しく巻きこまれてやるつもりなど、毛頭ない。

　前回は逃げるのに精一杯で、竜巻が魚類をあんなに巻き上げていたことにすら、気づけなかった。が、今回は違う。

　大丈夫、自分はまだ冷静だ──と、レベッカは自分にいい聞かせる。

「慎重に回避だ、クー・フリン。お前ならできる！」

　防御魔法で全身を保護しているとはいえ、あの暴威だ。ノーダメージというわけにはいかないだろう。

　レベッカの鼓舞に応じ、クー・フリンは竜巻と竜巻の隙間を器用にくぐり抜けていく。まるで狩猟者のごとく、竜巻は執しつ拗ように追いかけてくるが、クー・フリンは決して動じることなく、冷静に回避運動を続ける。その巨体からは信じられぬほど、小こ刻きざみな機動を披露してみせた。

「よし、その調子だ──」

　レベッカの胸に希望の光が射さした刹那、ひとすじの雷光が視界を真っ白に染めた。

　──どぉおおおおおんっ！

　一瞬のタイムラグを挟はさんで、耳をつんざくような雷鳴が轟とどろく。

　落雷が防御魔法障しよう壁へきに激突し、凄すさまじい衝撃波が発生したのだ。

「なんの……これしきっ！」

「ぐぉおおおおおおおおおっ！」

　それでも、レベッカとクー・フリンは無事だった。

　魔法障壁のほうも、大したダメージは受けていない。先端部がわずかに破損しているが、クー・フリンが一声鳴いただけで、すぐさま修復された。

「いいぞ、クー・フリン！　天空城というからには、この暴風圏を越えた先に浮かんでいるはず──ここからは、ただただ上を目指すのだ！」

　レベッカは叫ぶと、人さし指をぴんと立て、天空の果はてを指さした。

　と同時に、呪文の詠唱を始める。

「顕けん現げんせよ……一撃必中の魔ま槍そう……」

　レベッカの呪文に呼応して、一条ひとすじの光が閃ひらめく。

　その光は、やがて巨大な槍やりとなって、顕現した。

「その銘なはゲイ・ボルグ！」

　そう叫ぶや否いなや、レベッカは頭上に向けて、ゲイ・ボルグを投とう擲てきした。

　──轟ごうっ！

　膨ぼう大だいな魔力を噴出させながら、魔槍は留とどまるところを知らず、天空の果てを目指して駆かけ上がっていく。ついには、天井のごとく頭上を閉ざしていた積乱雲に到達し、大穴を穿うがった。

　それでも勢いを殺すことなく、ゲイ・ボルグは積乱雲を貫通すべく、貪欲に突き進む。

　自然と、ゲイ・ボルグが通過した跡には、一本の道が生じていた。

「行くぞ！　あの槍やりの軌き跡せきこそ、我々が進む道だ！」

　レベッカが創りだした道に沿って、クー・フリンは迷うことなく上昇する。

　──どんっ！

　とてつもない衝撃とともに、クー・フリンは加速する。

　並みの竜騎士ドラグナーであれば、あっという間に意識を失っていても不思議ではないほどのＧが、全身にのしかかる。

　体重が何倍にも膨ふくれ上がった感覚。

　それでもレベッカは歯を食いしばり、自らが飛ばした槍の軌跡をキッと睨にらみすえた。

　この程度で意識を持って行かれるほど、柔やわなつもりはない。

　修行の成果は、確実に表れていた。

　本音をいえば、たとえ一時的とはいえ、アッシュたちと別行動をとるのはつらかった。寂しかった。

　できることなら、アッシュたちの側そばを離れたくはなかった。

　それでも、レベッカは決意した。

　あのウルスラ・Ｌ・セルウィンを倒すためには、己おのれの殻を打ち破るほどの修行が必要だと、切実なまでに悟ったからだ。

　ある意味、この〈ミルカ＝テンペスト〉こそは、この修行の最終試験なのかもしれないな……と、レベッカは頭の片隅で思った。この苛酷な状況下で、自分がそんなことを考えていることが、なんだか可お笑かしくもあった。一瞬でも判断を誤れば、命を落としかねない状況なのだから。

　次の瞬間、クー・フリンが積乱雲に突入した。

　ほんの数秒前、ゲイ・ボルグが穿うがった大穴に、頭から飛びこんだのである。

「行けっ、クー・フリン！」
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　……それから、どのくらいの時間が経ったのだろう？

　積乱雲の内部を通過する間は、さすがのレベッカも余計な思考にふけるのは自重し、全神経を騎乗に集中させた。

　雲の内部では、常に稲いな妻づまがほとばしっていたのだ。まるで、蜘く蛛もの巣が張り巡めぐらされた中を突き進んでいるような感覚。

　しかも、その糸の一本一本は、稲妻で構築されているのだ。これは、全方位から攻撃を受けているに等しい。

　もしクー・フリンの魔力が途中で尽きて、防御魔導障しよう壁へきが解除されてしまった場合、即死は免まぬがれない。だが、不思議と恐怖はなかった。

　ただゴールを目指し、上へ、上へと昇っていく。

　そして──一気に視界が開けた。

　クー・フリンの巨きよ軀くが、ついに分厚い積乱雲を突きぬけたのだ。

「おおっ！」

　思わず、感嘆の声が漏もれた。

「うぉおおおおおおおおおおおおんっ！」

　クー・フリンも凱がい歌かのごとく、野太い咆ほう哮こうを轟とどろかせた。

　まばゆいほどの蒼そう穹きゆうが、頭上に広がっている。

　眼下には、真綿を敷き詰めたかのような雲海が広がっている。

　まさしく絶景。

　いや、そんな言葉では足りないほど、圧倒的な光景だった。

　ここが一体、どれほどの高度なのか、もはや想像もつかない。

「むっ!?　見ろ、クー・フリン！」

　ふと、レベッカは気づいた。この壮大な景色の果はてに、いわば異物のような物体が浮かんでいるのだ。

　まだ豆粒ほどの大きさだが、確かに、なにかが滞空している。

　どう見ても、自然の産物とは思えなかった。

「あと一踏ん張りだ、クー・フリン！　あの浮遊物を目指せ！」

　レベッカの叫びに応じ、クー・フリンは残りわずかな魔力をほとばしらせる。

　クー・フリンが接近するにつれて、謎の物体の全貌が、徐々に明らかとなってきた。

　一見、とてつもなく巨大な岩のように見えるが、単なる塊ではない。いうなれば、空に浮かぶ孤島といったところだろうか。

　接近すればするほど、レベッカの興奮度は増していった。

　そして、ついにクー・フリンは「上陸」を果たした。勢いのあまり、しばらく地表を削るように滑すべったが、やがて停止。その直後、もはや役目は終えたとばかりに、レベッカの全身を覆おおっていた聖騎甲アークが消失し、本来の旅装に戻った。

　クー・フリンが着地したのは、渺びよう茫ぼうたる草原だった。

　まるでお伽とぎ噺ばなしにでも登場しそうな、牧ぼつ歌か的てきな光景である。小鳥の囀さえずりや、虫の鳴き声が、レベッカの耳じ朶だを打った。ちゃんと生き物が棲せい息そくしているのだ。

「なんという……」

　レベッカは周囲に視線を配りつつ、感嘆の声をあげた。

「地表面積は、騎竜学院の敷地と同程度といったところか。一体、どういう仕掛けで浮いているのやら……」

　そういえば、エーコたちが修行の地として赴おもむいた「聖地アルバレス」も、浮遊岩の上に築かれていたらしい……と、レベッカは思いだした。もしかしたら、この浮遊島は聖地アルバレスと似ているのかもしれない。

　もっとも、世界地図にも記されているアルバレスとは違い、この天空城は巧妙に隠蔽されていた。人を立ち入らせたくないという、明確な理由があったとしか思えない。

「やはり、聖せい女じよの遺品が封印されているから……と、考えられるな」

　レベッカは確信を強めつつ、周囲の観察を続ける。

　やや離れた位置に、小高い丘があった。

　その頂上には、城館らしきものが建てられている。

　古こ色しよく蒼そう然ぜんとして、もはや遺跡の雰ふん囲い気きすら感じさせた。

　レベッカの知る限り、どの建築様式にも属さない、不思議なデザインだった。にもかかわらず、ただ眺ながめているだけで郷愁を誘われたのも事実だ。

「やはり、あれが天空城らしいな」

　およそ建築物といえば、あの城館しか見あたらない。

「早速、あそこまで行ってみるか。クー・フリン──」

　レベッカは勇躍して、すぐさま相パ棒ルを促うながそうとしたのだが、返事はなかった。

「クー・フリン？」

　あの〈ミルカ＝テンペスト〉を攻略した結果、魔力を使い果たしたのだろう。クー・フリンは身体を丸めた姿勢で、すっかり寝入っていたのである。

　その寝顔からは、ひとつの偉業を成し遂とげた満足感が感じられた。

「お疲れさま」

　レベッカは微笑ほほえむと、頼もしい相パ棒ルを慈いつくしむように、その脇腹を撫なでた。そして、改めて丘のほうを振り返る。

　その途端、異変を察知した。

　錆さびついた門もん扉ぴが、金属の擦こすれる音をたてながら、ゆっくりと開いたのである。

　だが、門扉を開いた者の姿は見えない。扉が勝手に開いたというのだろうか。

「わたしを歓迎する──と解釈して構わないのかな？」

　レベッカは不敵な笑みをこぼすと、丘を登りはじめた。




　丘の斜面には、簡易的な通路が設けられていたが、雑草が生い茂っているせいで、かろうじて通路だとわかる程度だった。どこに罠わなが仕掛けられているかもわからないので、レベッカは慎重に進む。

　やがて、通路の終点──丘の頂上付近にたどり着いた。

　そこには、見るからに厳いかめしい門があった。つい先ほど、自動的に動いた門扉は、今もレベッカを誘いこむように、全開となっている。

　レベッカは遠慮なく門をくぐり抜けると、敷地内に足を踏み入れた。

　かつては立派な庭園が築かれていたのだろうと思われるが、今や時の流れの赴おもむくままに、草木が生い茂っている。色とりどりの花も咲いている。

　小鳥や蝶ちようが飛び交っているかと思えば、リスによく似た小動物が駆かけている。

　突然の来訪者によほど驚いたのか、動物たちはレベッカの気け配はいを察するやいなや、一目散に逃げだした。

　茂みをかき分けながら、レベッカは進み続ける。

　やがて、玄関先にたどり着いた。

　──ぎぃ……。

　と、今度は玄関の扉が勝手に動いた。左右の扉が、同時に開いたのである。

　扉のむこうに、生き物の気配は感じられない。

　が、なにかが潜んでいるのは間違いないようだ。名状しがたい気配を、レベッカは確かに察知していた。

　その存在は、既にレベッカの上陸に気づいていて、まるで「おいでおいで」と手招きするかのように、入り口を開いてみせたのである。

　開け放たれた扉の奥おくは、深い闇に閉ざされている。

　扉をくぐり抜けた先になにがあるのか、なにも見えないのだ。

　最悪、自分が目の前にしているのは、地獄へと続く入り口かもしれないぞ……と、レベッカは額ひたいに汗を浮かべつつ、警戒心を強める。

　とはいえ、このまま足踏みしていたところで、なにも始まらない。

　出発前、四姉妹の前で『虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず』と宣言したのは、他ならぬレベッカ自身なのだから。

「鬼が出るか蛇じやが出るか……いや、望むところだ」

　ぽっかりと開いた玄関口、その向こう側を満たす闇に向けて、レベッカは一歩を踏みだした。

　まずは指先から、続いて右の爪先が、そして豊ほう満まんな乳ち房ぶさの先端が、ずぶずぶと闇へと埋没していく。

　ねっとりとした闇だった。

　異様な密度を感じさせる。

　明らかに異常だが、それでもレベッカは畏おそれずに、ついには全身を闇の奧へと投じた。

　世界が、ぐにゃりと歪ゆがんだ気がした。

　──なんだ、これは……!?

　本能的に危機を察知した直後、レベッカは異様な引力を覚えた。

　まるで、排水溝に吸いこまれていくような感覚だった。

　ぐるぐると渦を巻く闇に翻ほん弄ろうされながら、底のほうに向けて引っぱられていく……。

　──くっ、抗あらがえない!?

　あっという間に、レベッカの意識は暗転した。





　　　　◇






　夢を見ていた。

　それは、レベッカ自身の過去を映した情景──。




　ロートレアモン騎士国、ランドール男爵領の名物といえば、ワインに尽きる。領内には広大な葡ぶ萄どう畑ばたけが広がり、醸造所の建物があちこちに見られる。

　父のランドール男爵は、質実剛健という、騎士国の気風を絵に描いたような人物で、家族からも領民からも慕したわれていた。実は婿養子で、ランドール男爵家の一人娘と結婚することで、爵位を継ついだ。当時は、そんな父を「成り上がり者」と見なす雰ふん囲い気きが強かったそうだが、父は自らの努力によって、名声を得るに至いたった。

　贅ぜい沢たくを嫌い、民の暮らしを第一に考え、村に魔獣の類たぐいが迷いこんでこようものなら、我が身の危険を顧かえりみず、真っ先に駆かけつけて愛銃をぶっ放す……──レベッカの父は、そんな傑士であった。

　ちなみに、ランドール家のルーツは、いまいちはっきりしない。

　現存する家系図では、およそ二百年前の時代までしか遡さかのぼれないのだ。世界各国の貴族の中には、千年の歴史を持つ家もあるほどなので、比較にもならなかった。

　とはいえ、レベッカは両親と郷土を誇ほこりに思っていたし、ランドール家の跡継ぎは自分になるのだろうと、当たり前のように思っていた。

　この当時、レベッカはまだ一人っ子だったのだ。




　七歳の誕生日を迎えた頃、レベッカは騎士国の風習に則のつとり、〈オーファンの儀ぎ〉を受けた。そして、マザー・ドラゴンからドラゴンの幼生を授かり、帰宅した。

　父も母も、家臣たちも、そして領民も大喜びで、レベッカを出迎えた。

　ランドール家の者が竜飼い人ブリーダーに選ばれたのは、およそ一世紀ぶりだという。

　早速、ランドール家では祝賀会が開催された。

　美しく着飾ったレベッカは、家族や領民の子どもたちに囲かこまれて、幸せなひとときを過ごしていた。

　宴もたけなわの頃である。

「さすがですわね、レベッカ。それでこそ、わたくしのライバルですわ！」

　突然、可か憐れんな幼女が飛びだしてきて、妙に好戦的な台詞せりふを吐いた。

　オレンジ・ゴールドの巻き毛がふわふわとして、いやが上にも人目を引く。

　ジェシカだった。

　先祖代々、ランドール家の使用人として仕えてきた、ヴァレンタイン家の娘である。

　使用人として生しよう涯がいを終えるにはもったいないほど、ジェシカは容姿に恵まれている。本人も自信満々であり、やたらとレベッカに対抗心を燃やしてくるのが玉に瑕きずだった。

「こら、ジェシカ！　お前という奴やつは、またレベッカお嬢様に無礼なことを！　まっ、誠に申し訳ございませんっ！」

　と、ジェシカの父が慌てて駆かけ寄って、ジェシカの頭に拳げん骨こつを落とした。

　彼はヴァレンタイン家の当主であり、ランドール家の執事を務つとめている。愛まな娘むすめの無礼な態度に戦せん々せん恐きよう々きようとしつつ、平へい身しん低てい頭とうして謝ってくる。

「覇は気きがあって良いではないか。それに、ジェシカからは並々ならぬ才気を感じるぞ。使用人として我が家に仕えさせておくのは、もったいない気がする。」

「あ、ありがたき幸せ……！」

　ジェシカの父は感極まって、今にも号泣しそうな様子である。

「そういえば、ジェシカも二年後には七つになるのだな。このレベッカ・ランドールをライバル視する以上、まずは〈オーファンの儀ぎ〉を受け、ドラゴンの幼生を受け取ってこないといかんな」

「ふふん、当然ですわ。実はもう、相パ棒ルの名前も考えてますのよ」

「ほう。それは気が早いというか……参考までに、どんな名前か聞いてもよいか？」

「リアンノンですわ！」

「ふむ、センスの良さを感じる。わたしもこの子が誕生するまでに、良い名を考えてやらんとな」

　そういって、レベッカは自分の胸に手を当てた。ドラゴンの幼生が身体のどこに宿っているのかはわからないが、なんとなく、胸のあたりという気がしたのだ。

「呆あきれた！　まだ考えていないなんて、信じられませんわ！」

「いや、実際に相パ棒ルが誕生するまで、あと五年くらいはかかるらしいぞ。ちょうど、騎竜学院に入学した年に生まれるのが通例らしい。それまでに考えておけばよかろう」

「ああ、憧れの騎竜学院……そうですわ、竜飼い人ブリーダーにさえなれれば、たかが地方貴族の召使いとして、しょぼくれた一生を送るのではなく、騎士国のエリートが集う騎竜学院に入って、あの〈銀麗の騎士シルバーナイト〉様のような殿方と巡めぐり会い、あわよくば両りよう想おもいに……！」

　夢見がちな顔をして、ふわふわとした思考に溺れるジェシカ。「たかが地方貴族」の部分には、器うつわの大きなレベッカでさえ少々カチンと来たが、ジェシカの向上心あふれる心意気は、決して嫌いではなかった。

　傍はたから見れば、ただの問題児かもしれない。やたらと思いこみが激しいし、現実と幻想をごっちゃにしてしまうきらいもある。

　しかし、そんなジェシカの態度が、まぶしく見えるときがあった。

　ただ漠然と、ランドール家の長女として生きている自分が、怠なまけているように思えてしまうのだ……。




　次の瞬間、夢の中の光景が一気に加速する。

　二年後。ジェシカは見事、ドラゴンの幼生オーフアンを身体に宿した。

　さらに数年の時が流れ、故郷での暮らしは終わりを告げた。

　レベッカ・ランドールは、アンサリヴァン騎竜学院に入学した。

　それから一いつヵか月げつと経たたぬうちに、晴れて相パ棒ルが誕生。とある伝承に登場する英雄にちなんで、クー・フリンと名づけた。

　やがて、レベッカはめきめきと頭角を現し、生徒からも教師からも一目置かれる存在となった。生徒会の目に留まり、役員として活動するようにもなった。

　基礎過程ユニオスは当然のごとく、首席で卒業。上級課程シニオスへと進級し、さらに勇名を馳はせる。当然のごとく、生徒会長に抜ばつ擢てきされた。

　やがてレベッカ・ランドールの勇名は、学院都市を越えて、首都フォンティーンの王宮にまで届くようになる。栄えある「聖竜賞」も受賞し、ロートレアモン聖竜騎士団への就職も内定。

　およそ騎竜学院の生徒としては、これ以上は望むべくもない、いわばエリート・コースを進むことになったのである。




　三年生に進級して間もなく、レベッカはひとりの男子生徒と、その相パ棒ルに興味を抱いだいた。

　いうまでもなく、アッシュ・ブレイクと幼よう竜りゆうエーコだ。

　アッシュについては、一応、名前と顔くらいは把握していた。

　学院一の問題児として、そこそこ有名だったからだ。なんでも、ドラゴンの幼生を身体に宿したまま、上級課程シニオスの一年生になってしまったらしい。

　一般に、ドラゴンは基礎過程ユニオスの一年時に誕生するものだ。多少の誤差はあるので、入学直前に生まれることもあるし、二年に進級してから生まれることもある。

　だが、上級課程シニオスに進級してもなお、生まれてこないとは……一体、どんなドラゴンなのだろうと思っていたら──なんと、幼竜エーコは少女の姿をしていた。

　その事実は、レベッカの世界に大きな風穴を空あけたといってもいいだろう。

　なまじ優秀すぎるがゆえに、レベッカにとって、学院生活とは平へい坦たんな舗装路のようなものであった。

　決して楽しくないわけではないし、生徒会の仕事にもやり甲か斐いを感じている。

　それでも、時折、ふと立ち止まってしまうのだ。

　そして、この学院生活は、自分が本当に求めていたものだったのか……と、自問してしまう。

　完全無欠の生徒会長として、周囲から過剰に持ち上げられることにも、正直なところ、疲れつつあった。

　そんな折、アッシュとエーコが現れた。そして、ふたりはレベッカの学院生活を一変させたのである。

　レベッカの行動は迅速だった。すぐさまアッシュとエーコを生徒会役員としてスカウトし、あれこれと世話を焼いた。

　いや、むしろ……世話を焼いているつもりで、むしろレベッカ自身のほうが、救われていたのかもしれない。

　事実、レベッカの学院生活は波は瀾らん万ばん丈じようとなった。これこそが、自分が本当に求めていた学院生活だったのだと、心の底から思った。

　ただし、ひとつだけ誤算があった。レベッカの中で、アッシュという男子の存在がどんどん大きくなっていったことである。

　レベッカ・ランドールにとって、その感情は──初恋であった。




　さらに時間は加速して、今年の春のこと。

　学期末試験が終わるなり、レベッカは帰き省せいした。

　自分の進路について、思うところを両親に伝えるためだった。

　つつがなく学生生活を終えていれば、今回の帰省は卒業報告を兼ねていたはずなのだが、この時点ではまだ、レベッカを卒業生と呼ぶことはできない。

　レベッカに限らず、同級生たちも同様だった。

　昨年の秋、ユリエル王子の陰謀により、騎竜学院は施設の多くを破壊された。その復興作業のせいで、卒業式が延期に次ぐ延期となっていたのである。

　本来ならば、卒業式が終わってから帰省するところだったのを、レベッカはあえて、この時期を選んだ。

　一刻も早く、自分の希望を両親の前で表明しておきたかったからである。

　ロートレアモン聖竜騎士団への内定を蹴り、アヴァロン聖竜皇騎士団の一員として活動を続けたい──それこそが、レベッカの願いであった。




「……というわけで、父上。わたしは卒業後も、アヴァロン聖竜皇騎士団の一員であり続けたいと考えています」

　夕食の席。そう切り出したレベッカの言葉に、父は仰ぎよう天てんした。

　生まれてこの方、優等生であり続けたレベッカは、いつも親の期待以上の結果を出してきた。まさか、レベッカが親の期待を裏切るような真ま似ねをするとは、予想だにしなかったのだろう。

「待て！　そのような勝手が罷まかり通とおると思うのか、レベッカ！　既に、そなたはロートレアモン聖竜騎士団に入ることが決まっておるのだぞ？」

　こうした反応が返ってくることは、レベッカも予想していた。

　……が、やはりショックだったのは事実である。

　父がレベッカを叱しつ責せきしたのは、このときが初めてだったのだ。

　──アッシュが創設したアヴァロン聖竜皇騎士団。

　騎士団という位置づけながらも、独立国家である。

　無論、ロートレアモン騎士国に対して叛はん逆ぎやくの意があるわけではない。むしろ騎士国との関係は良好だし、騎士王パラデインオズワルドの承認も得ている。それどころか、隣のシェブロン王国とも友好関係を築いているほどだ。

　それでも、父は聞く耳を持たなかった。

「そもそも、一介の学生が創設した騎士団など……誉ほまれ高きロートレアモン聖竜騎士団を蹴ってまで、選ぶ価値があるのか？」

「当然です。わたしにとって、かけがえのない仲間たちがいるのですから」

　さすがに父の前で、惚ほれた男の話をするのは恥ずかしかったし、先ほど以上に仰天させてしまいそうだったので、このような表現となった。

「仲間を大事に想おもう気持ちは理解できる。卒業後も交流を続けていけばよいだけのこと。社会人ともなれば、頻ひん繁ぱんに会うのは無理だろうが、なにも永遠の別れになるわけではないのだ」

「しかし、父上。わたしにとっては、アヴァロン聖竜皇騎士団こそが、自分の居場所だと確信できるのです」

「なにをいっておるか！」

　父との議論は平行線をたどるかと思われたが──。

「ねえ、あなた？　レベッカが決めたことなら、仕方ありませんわ」

　そのとき、食後のハーブティーを堪能しつつ、ずっと沈黙を保っていた母が、唐突に口を挟はさんだのである。

　華きや奢しやで、小柄で、無む邪じや気きな少女のような外見の母は、およそレベッカとは似ていない。唯ゆい一いつ、燃えるように赤い髪だけが、レベッカとの共通点である。

「しかしだね……」

「この子には、この子の考えがありますのよ。わたくし、ヴィクターの様子を見てきますわね」

　母は笑顔で告げると、あっさりと退室した。

　ちなみに、ヴィクターとはレベッカの弟で、三年前に誕生した。ランドール男爵家にとっては、待望の長男である。

　この弟の存在もまた、レベッカの背中を押したといっていい。

　ヴィクターが爵位を継ついでくれれば、レベッカは家に縛られることもないのだ。

　どうしても父が自分の決意を認めてくれないというのなら、いっそ勘当してもらおう……とさえ思っていた。

　そこまで思い詰めていただけに、レベッカには母の真意がわからなかった。

　ただし、母を味方につけることさえできれば、父を説得できるはずという計算は、最初からしていた。厳格な父だが、昔から母にだけは弱いのである。

　しかし、事情が事情なだけに、母もまた、自分の決意を簡単に許してはくれないだろうと思っていた。

　その母が、あっさりと、娘の身勝手を許してくれたのだ。

　レベッカは感涙すら浮かべつつ、母を追いかけた。

「母上……どうして？」

　子どものような歩幅で、ゆっくりと廊下を進んでいた母は、ようやくレベッカを振り返った。

　そして、ただ一言、

「男ね？」

　にこりとして、告げたのである。

「……!?」

　レベッカは顔面どころか、全身を火照らせた。

　娘の原動力が恋であることを、母は最初から見抜いていたらしい。

　見た目こそ無む邪じや気きそうな母だが、実は鋭い一面があるのだ。

「ふふっ。惚ほれた男のために、ロートレアモン聖竜騎士団を蹴るなんて……さすが、わたくしの娘だわ。あなたの好きなように、おやりなさい。そして、落ち着いたら──その男を我が家に連つれてきなさいな。レベッカを惚れさせる男だなんて……わたくしも興きよう味み津しん々しんだわ」

　不敵ともいえる笑顔を浮かべると、母はヴィクターの部屋へと向かった。

　その小さな背に向けて、レベッカは深々と頭を下げた。




　その翌日、レベッカは騎竜学院に戻り──進路の件について、アッシュに相談をもちかけた。そこにヴェロニカ王女が乱入し、御前試合をやる羽目となり、しかも、対戦相手はウルスラ団長で……。

　紆う余よ曲きよく折せつはあったが、レベッカは卒業後も、アヴァロン聖竜皇騎士団の一員として、堂どう々どうと振る舞える身分になった。

　レベッカは、自分の望みを叶かなえてみせたのだ。




　……次の瞬間、回想は唐突に暗転した。




　レベッカは闇の中、ぽつんとひとり、胎児のように身体を丸めて浮かんでいた。

「……ここは？　わたしは、どうなってしまったのだ……？」

　明らかに、現実世界とは違う。

　夢幻の世界に迷いこんだとでもいうのだろうか。




『……なるほど。それが、貴様の動機か』




　と、誰かの声が聞こえた。

　レベッカが顔をあげると、目の前に頭蓋骨が浮かんでいた。

「!?」

　さすがのレベッカも、ギョッとした。

　なんの脈絡もなく現れた、一個の頭ず蓋がい骨こつ。

　しかも、一匹の蛇がまとわりついている。

　その蛇は、銀色の体表面をてらてらと濡ぬれ光らせながら、頭蓋骨の眼がん窩かに身体をくぐらせていた。そして、どこか物憂げな様子で、鎌首をもたげている。

　先端部の割れた、赤い舌をチロチロと蠢うごめかせているのが、見るからに不気味だった。

『あの魔導結界を攻略したほどの猛も者さ……どれほどの動機を抱えているのかと思いきや、よもや色恋だったとはな。失望したぞ』

　レベッカにしては珍めずらしく、カッとなった。

「黙れ！　お前は一体、なんなのだ!?」

『強いていえば、墓守といったところだ。この天空城のな』

「やはり、ここは天空城の中なのか？」

『貴様の過去、見せてもらったぞ』

　そういって、蛇は身体をくねらせる。

　その拍子、骸がい骨こつがケタケタと嗤わらった。

　いや、実際には顎あごを動かし、前歯をカチカチと鳴らしているだけなのだが、それでも嗤わらっているようにしか見えないのだ。

「淑女の過去を覗のぞき見みとは、いい趣味とは思えないな」

『ふふ……。なかなか肝が据わっている。伊だ達てに、あの魔導結界を突破したわけではなさそうだな。しかし、不ふ憫びんなことだ』

「なんだと？」

　レベッカは、眉まゆをぴくりと動かした。生まれてこの方、「不憫」などと評されたのは、もちろん初めてだったのだ。

『これを不憫といわずして、なんというのだ──』

　その刹那、ひゅんっ！　という風切り音とともに、なにかが怒ど濤とうのごとく押し寄せてきた。

　無数に絡みあう蛇が密集したかのような──

　触手の群体であった。

　ぴしりと鞭むち打うつように、各おの々おのの触手は躍動感と弾力性をもって、レベッカに襲いかかる。

　まずは両手首。次に両足首。そして、腕や太もも……。

「なっ、なんのつもりだ!?」

　あたかも蜘く蛛もの巣にかかった蝶ちようのごとく、レベッカは身み悶もだえする。

　紅ぐ蓮れんの髪を振り乱し、なんとか振りほどこうとするが、触手の群れはびくともしない。

　あがけばあがくほど、触手はますます勢いづいて、レベッカの旅装束を容よう赦しやなく引き裂いていった。

　生地の裂け目から覗いた肌を流れ落ちるのは、レベッカ自身の汗と、触手の先端から分泌された粘液だ。

　と、瑞みず々みずしい獲物の反応に興奮したのか、触手の動きが烈はげしさを増した。

「くっ！　このような辱はずかしめに動ずるわたしでは──ああっ……！」

　強がろうとした直後、レベッカは思わず、艶っぽい声を漏もらした。

　触手の数本が、スカートの内側に潜りこんできたのだ。

　太ももを撫なでるように、さわさわと這はい回っている。

　嫌悪感が湧わき起こった。が、こんなにも気持ち悪いはずなのに、なぜか身体のほうは反応してしまうのだ。

　と、ついに触手の一本が、レベッカのスカートを引き裂いた。

　純白の下着と脚線美があらわとなる。

　そして、我こそは切り込み隊長だとばかりに、ひときわ太く逞たくましい触手が、太ももの隙間に潜りこんできた。

「だ、駄目だ！　それだけは……！」

　けしからぬ触手は、不気味に蠕ぜん動どうしつつ、レベッカのいちばん恥ずかしい部分を目指していく……。

「や、やめろ！　本当に、これ以上の狼ろう藉ぜきは許さんぞ！」

　レベッカが目尻に涙を浮かべつつ、顔を背けたそのときだった。

『ふふふ……よい姿だな、レベッカよ』

　しばらく沈黙を保っていた蛇が、再び口を開いたのだ。

『ここでひとつ、質問だ。貴様が恋い焦がれるアッシュ・ブレイクだが……あの男が、貴様を振り向くことがあるなどと、本気で信じているのか？』

「なに……!?」

『本当は、自分がアッシュ・ブレイクの〝一番〟になるのは無理だと、心のどこかで気づいているのではないか？』

「……！」

　その問いかけは、鋭利な槍やりのごとく、レベッカの胸に突き刺さった。

『アッシュ・ブレイクの隣には、いつも幼よう竜りゆうエーコがいる。他の誰よりも、アッシュ・ブレイクと強い絆きずなで結ばれたドラゴンだ。そして、見目麗しき少女でもある。レベッカよ……貴様に勝ち目があるとは、とても思えんのだがな』

　嫌なことをいう奴やつだ。レベッカは奥おく歯ばをギリッと嚙かみしめつつ、そう思う。

　だが、そんなことは百も承知だった。わかった上で、レベッカはアッシュを想おもい続けている。好きという気持ちを、そうそう簡単に自制できるはずもない。簡単に諦あきらめられるのなら、しょせんはその程度の感情でしかなかったということだ。












　大体、将来のことなど、あれこれと考えても仕方がないではないか。

　今はただ、〈デミウルゴス〉の野望から人類を護まもるため、アッシュとともに戦う。

　そうだ、それだけでいい。

　アッシュの隣で戦えること、それがレベッカの幸せなのだ。そして、そのために必要な力を得るためにこそ、レベッカは天空城を目指した。

　使徒ミルカが封印したという「聖せい女じよの遺品」にこそ、新たな力の手がかりがあるのではないかと、一いち縷るの望みを託して──。

「どうやら、お前はわたしを試しているらしいが……ふっ、わたしも随ずい分ぶんと舐なめられたものだな！」

　今まさに、レベッカの胸の底で、闘志に火が点ついた。

　その紅ぐ蓮れんの輝かがやきは、レベッカの裸体を中心に、周囲の闇を鮮烈に染め上げていく。

「我が名はレベッカ・ランドール！　騎竜学院では〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉と呼ばれた女だ！」

　その瞬間、あれほどレベッカを責め苛さいなんでいた触手群が、爆風を浴びたかのように四散した。

『おお……なんという、魂たましいの輝きか！』

　蛇はまぶしそうに全身をくねらせると、その鎌首を頭蓋骨の内側に引っこませた。

「さあ、〝墓守〟を名のる蛇よ！　聖女ロサ・マリアの遺品について、今こそ教えてもらうぞ！」

　今や炎ほのおの化身と化したかのように、レベッカの全身は燃え盛っている。

『……ふっ。貴様の覚悟、とくと見届けた』

　蛇が諦めたようにつぶやいた直後、再びレベッカの意識は暗転した。





　　　　◇






「……っ！　ここは……!?」

　まだ意識を朦もう朧ろうとさせながら、レベッカは起き上がった。

　先ほどまでレベッカを閉じこめていた闇は、すっかり晴れている。

　ハッとして、自分の衣服を確かめるが、特に異常はない。先ほど乱暴に引き裂かれたはずだが、元通りになっている。きっと、自分は何者かに「夢」を見せられていたのだろう……と、レベッカは考えることにした。

　そこは、礼拝堂の祭壇を思わせる一室だった。

　それほど広くはないが、天井は高い。内装は見るからに古こ色しよくを帯びて、年季を感じさせる。

　壁や列柱に彫りこまれた、動物や天使といった意い匠しようの造形は、近代的な洗練とは無縁だった。だが、それゆえに、暖かみと優しさを感じさせるのも事実だった。

　レベッカは立ち上がると、周囲を観察する。

　どうやら今度こそ、天空城の内部に到達できたようだ。

　祭壇には漆黒の柩ひつぎが安置されている。その上に、祭服のような衣装を着用した少女が、ちょこんと腰かけていた。

　浮き世離れした少女だった。

　その肌は、まるでセルロイドの人形を思わせる。表情は虚うつろで、レベッカを見つめているはずなのに、その瞳ひとみにはなにも映っていないかのようだ。

　幼女のような無む邪じや気きさと、老女のような深みを同時に感じさせるのだった。

　右手には、先端部に髑どく髏ろと蛇を象かたどった杖つえを握にぎっている。つい先ほど、レベッカが闇の中で対たい峙じした蛇と髑髏を彷ほう彿ふつとさせた。

　こいつはただ者ではないぞ……と圧倒されながらも、しかし、レベッカは一言、たしなめずにはいられなかった。

「棺かん桶おけの上に腰かけるなど、無礼だと思わないのか？」

『へっ？　別に問題はないと思うよ～？　だって、この棺桶には、ボク自身の亡骸なきがらが入っているんだもの！』

　躍動感にあふれる声は、レベッカの脳に直接、響いてきた。

「なっ……」

　レベッカは驚きのあまり、硬直した。

『天空城へようこそ、レベッカちゃん！　それと、先ほどはごめんねー。レベッカちゃんが本当に、聖せい女じよロサ・マリアの遺品を継けい承しようするにふさわしいか否いなか、試させてもらったんだあ。おかげで、レベッカちゃんがどういう人物なのか、なにを背負っているのかも、大体わかったよ！』

「…………」

『んじゃ、改めて自己紹介するね！　ボクは聖女ロサ・マリアの筆頭使徒──ミルカ。いや……厳密には、使徒ミルカの残留思念、といったところかな』

「にわかには信じがたいが……」

『まあ、ミルカ本人だと思ってもらって、差し支えないよ』

　くりっとした双そう眸ぼうに、弾はじけんばかりの笑顔。

　まるで向日葵ひまわりのような少女だった。

　小難しい伝承に登場した「筆頭使徒ミルカ」というより、クラエから借りた童話『ミールケの冒険』のヒロインに近い。難解な資料の記述よりも、後世の童話作家が紡いだ物語のほうが、使徒ミルカという人物を的確に表現していたのだろう。

　燃えるように赤い髪も、ミルカの性格によく似合っていると思った。と同時に、自分の赤毛とそっくりだとも感じた。

「……ミルカ様。あなたが今も残留しておられるということは、まだ遺品は誰にも渡されていないと解釈していいのですか？」

　今さらながら、レベッカは口調を改めていた。いや、自分でも気付かぬうちに、畏敬の念を抱いだいていたのだ。残留思念にすぎないとはいえ、相手は聖せい女じよロサ・マリアに仕えた筆頭使徒なのである。

『あはは！　今さら畏かしこまられると、調子狂うなー。ま、それはともかく、遺品はちゃんと保管してあるよ。かれこれ千年以上、ボクはあなたのような人を待ち続けていたんだけど……結局、あの暴風雨テンペストを越えてきた人は、レベッカちゃんが二人目さ』

「わたしが初めてではないのに、遺品は手つかずのまま……？　一人目の訪問者は、あれだけの魔術結界を突破したにもかかわらず、遺品を手に入れなかったと？」

『うん。彼女がボクの許もとにやって来たのは、確か十年くらい前だったかな？　そうだ、彼女もレベッカちゃんと同じ竜騎士ドラグナーで……しかも、まだ騎竜学院の学生だったなあ』

「学院生!?　およそ十年前に通学していて、この天空城に到達できるほどの人物といえば……」

　その瞬間、レベッカの脳のう裏りに、とある人物の姿が鮮明に浮かび上がった。

「もしや、ウルスラ・Ｌ・セルウィンという名ではありませんでしたか？」

『うん、その通りだよー。だけど、正直……ボクは彼女には惹ひかれなかったんだよね。彼女もレベッカちゃんと同じく、さっきの洗礼を受けたわけだけど……』

「……あの悪趣味な夢のことですか？」

　レベッカは眉まゆをひそめた。

『うん、その通り！　ウルスラちゃんってば、自分の身体がどんなに弄もてあそばれても、無関心っていうか、達観してるっていうか……ず～っと虚うつろな目をしたまま、じっと耐え忍んでいたんだよねえ』

「それはまた、彼女らしい……」

『いくら夢の中の出来事といっても、見ていて面白くなかったんだよね。というか、見ていて怖かったなあ。その点、レベッカちゃんは素晴らしい反応を見せてくれたから、ボクとしては大満足だよ。〝や、やめろ！　本当に、これ以上の狼ろう藉ぜきは許さんぞ……！〟って──あははっ！　触手を相手に〝狼藉〟って！　ウケるよねぇ～』

「…………」

　レベッカは羞しゆう恥ち心しんのあまり、ぷるぷると拳こぶしを振るわせた。

『でもまあ、この天空城にたどり着いた時点で、遺品を受け継つぐ資格はあったわけで。ボクはウルスラちゃんに、諸もろ々もろの事情を説明しようとしたんだけど──』

「ちょっと待ってください。天空城にたどり着いた時点で合格だというのなら、あんな屈辱的な洗礼を受ける必要など、なかったのでは？」

　レベッカは頰ほおを染めつつ、指摘する。あの生々しい感触を思いだすだけで、鳥肌が立ってしまいそうだ。

『あはは～。まあ、あれは余興だからね。ついでに、来訪者の人となりを知ることもできるわけだから、一石二鳥だよ！』

　とてつもなく理不尽な気がしたが、レベッカはあえて黙ることにした。

『で、聖せい女じよの遺品について、ボクはウルスラちゃんに説明したんだけど……ひどいんだよ、もう！』

　ミルカは突然、ぷんぷんと怒りだした。

『ウルスラちゃんったら、〝自分は宝探しに来たわけではありません。そうした遊びに興味はなく、この魔導結界を攻略できた時点で、今回の旅は終わりました。それでは失礼します〟──って感じで、さっさと引き返しちゃったんだよ！　びっくりしたなあ……』

　本当にウルスラらしいと、レベッカは痛感した。

　基本的に、彼女は「己おのれの強さ」にしか興味がないのだ。

　ウルスラがアッシュにこだわるあまり〈デミウルゴス〉側に寝返ったのも、そうした信条が災いしたのである。学生時代に天空城に挑んだのも、単なる力試しのつもりだったのだろう。

　無論、ただ信条のためだけに、あそこまで極端な行動がとれるとは思えない。ウルスラ自身の心に、ある種の欠落、あるいは欠陥があることも否いなめないだろう。聖女のような顔をしているが、ある意味、超ちよう弩ど級きゆうの変態かもしれない……。

　ただし、そうしたウルスラの性格が、今回は幸いしたのである。もし、ウルスラが人並みの欲望を持っていれば、素直に聖女の遺品を受け取っていただろうから。

「それでは、ミルカ様に伺いたい。聖女ロサ・マリアの遺品とは、どのような物なのでしょう？」

『安心してよ、レベッカちゃん。ロサ・マリア様の遺品は間違いなく、君の想おもいに応えてくれるはずさ。君の記憶を覗のぞかせてもらったおかげで、ボクは下界の状況を知ることができた。正直、下界があれほど大変なことになっていたなんて、ボクはまったく知らなかった。しょせんは引きこもりの残留思念にすぎないからね。とにかく、賢竜王インボルクの復活を許しちゃいけない──その気持ちは、ボクも同じだよ』

「心強いお言葉、感謝します」

『それでは早速、見てもらおっか。聖女ロサ・マリアの遺品をね！』

　ミルカが杖つえを掲げた途端、不気味な地鳴りが発生した。

　錯覚ではない。夢でもない。本当に、建物自体が揺れているのだ。

　と、レベッカの前方の床ゆかに、正方形の穴が開いた。耳を澄すますと、歯車と歯車が嚙かみ合あうような音が聞こえた。どうやら、からくり仕掛けのようだ。

　しかし、単なるからくりではないだろう。使徒ミルカの残留思念の意図に応じて、発動したのだ。よほど特殊な仕掛けなのだと思われた。

　前方の穴から、なにかが徐々に上がってくる。

　ついには、その全貌があらわとなり、からくり仕掛けがぴたりと止まった。

「おおっ……！」

　レベッカは思わず、感嘆の声を漏もらしていた。

　一見、膝をついて祈る聖せい女じよ像のように見える。

　だが、ただの像ではない。

　その全身に、神々しい輝かがやきを放つ聖騎甲アークを装着しているのだ。

　あえて不敬な表現をすれば、この聖女像は聖騎甲アークを展示するための、いわば「台座」というわけだった。

　それにしても、なんと美しい鎧よろいだろう。磨みがき抜かれた金属の一片一片は、まるで鏡面のような光沢を放っている。

　各装甲の造形は、どれも優美な曲線を描いている。どのラインも躍動的で、生命の息吹を感じさせるほどだ。

『ふふっ、美しいでしょ？　これはね、聖天竜騎士アーク・ドラグナーでもあったロサ・マリア様が、相パ棒ルの〝エーコ〟から献呈された聖騎甲アークなんだよ。相パ棒ルが死んだ後も、この結界内部で厳重に保管されてきたんだ』

「そんなことが、可能なのですか!?」

　聖騎甲アークとは強力な武器だが、相パ棒ルの魔力が尽きた時点で解除される。相パ棒ルが死んだとなれば、聖騎甲アークも永遠に失われるはずだが……。

『この天空城で保管する限りにおいては、可能だよ。つまり天空城とは、この聖騎甲アークに魔力を注ぎ続けることで、消失させないための装置ってわけさ！』

　ミルカは自信たっぷりに宣言すると、ニッと笑みを浮かべた。

「なんと……！」

『レベッカちゃんは今、切実に力を欲している。だからこそ、無む茶ちやをしてでも天空城にやって来た。だよね？』

「はい」

　レベッカは粛しゆく然ぜんとして、うなずいた。

『だけど、実力を伸ばすには、あまりに時間がなさすぎる』

「悔しいですが、その通りです」

『だったら、聖せい女じよの遺品を受け取ってよ！　それがロサ・マリア様の遺ゆい言ごんだし。いつか、この聖騎甲アークを本当に必要とする者が現れたとき、進呈するようにってね』

「まさか、この聖騎甲アークをわたしに装着しろと!?　いくらなんでも、それは無理というものでは……」

　聖騎甲アークとは、相パ棒ルが主人の体型に合わせて創つ成くるオーダー・メイド品である。そう簡単に、他人の聖騎甲アークを装備できるはずがない。

『当然だよ。誰も、これをそのままレベッカちゃんに着せようだなんて、もちろん思ってないし』

「では、わたしは一体、どうすれば……？」

『そうだねえ。新しい聖騎甲アークの素材として、贅ぜい沢たくに使うってのはどうかな？』

　レベッカは啞あ然ぜんとした。

『君の相パ棒ル、確かクー・フリンって名前だっけ。あの魔導結界を突破できたほどのドラゴンなんだ。きっと有効活用してくれると思うけどな』

「しかし、そんな話は聞いたこともありませんが……」

『ねぇ、今のレベッカちゃんに、迷っている余裕があるの？』

　ミルカの残留思念は、まるで幽霊のように宙を移動すると、レベッカの顔を覗のぞきこんできた。

『レベッカちゃんは新しい力を求めて、この天空城にたどり着いたんだよね？　その時点で、レベッカちゃんは常識っていう枠を突破しているんだ。今さら、ためらったり、迷ったりする必要なんて、どこにもないと思うけどなあ』

「そ、それは、そうかもしれません。ですが、この聖騎甲アーク……受け継つぐべきは、むしろアッシュ・ブレイクなのではないでしょうか？　彼こそ、この世界を救うべく立ち上がった勢力の中心人物なのです。継けい承しようすべきは、彼のほうがふさわしいような──」

『そんなことを気にしてたの？　でもね、心配は要いらないよ。この聖騎甲アークを受け継ぐ資格を持つのは、あくまでも、実際に天空城にたどり着いた者だけなんだ。それが、ロサ・マリア様の遺言だから。アッシュ・ブレイク自身が今、この場にいるっていうのならともかく』

　ミルカは肩をすくめると、レベッカをまじまじと見つめた。そして、優しい笑みを浮かべたのである。

　まるで、慈母のような雰ふん囲い気きが感じられた。

「……!?」

　レベッカは面食らった。子どもっぽい言動ばかりが目立っていたミルカが、そんな笑顔を見せるとは、予想外もいいところだ。

『そもそも、ボクはね。レベッカちゃんにこそ、運命的なものを感じているんだけど』

「どういうことです？」

『改めて、自己紹介をさせてもらおっか。ボクの名はミルカ。聖せい女じよロサ・マリアの第一使徒。そして、後世には伝わっていないんだろうけど、姓はエレノア＝ランドール』

「エレノア＝ランドール……ランドール!?」

　レベッカは硬直した。自分は今、とてつもない奇き蹟せきに立ち会おうとしているのではないか……という予感が、背筋をじわじわと這はい上がっていく。

『そうだよ。ランドール家とは、エレノア＝ランドール家から分派した家系なんだ』

「あなたが、わたしの……遠いご先祖様だというのですか？」

『うん、わかるよ。赤毛同士だし』

「赤毛なんて、珍めずらしくもありませんが……」

『いや、赤毛にだって色々とあるんだよね。ボクと君の髪は、燃え盛る炎ほのおのような赤──実は、とても希少なんだよ。事実、そっくりでしょ？』

　ミルカは微笑ほほえむと、レベッカの髪に手を伸ばす。

　レベッカも自然と釣られるように、ミルカの髪に手を伸ばした。

　もちろん、互いの指先が、互いの髪に触ふれることはできなかった。

　ただ単に、スッと擦り抜けただけだ。

　それでも、レベッカはミルカと触れ合った気がした。

　心の深い部分で、確かに通じあえたのだ。

『それじゃあ、サクッと転送するね！』

　と、レベッカの湿っぽい感情を吹き飛ばすように、ミルカは明るい声を放った。

　その途端、ロサ・マリアの聖騎甲アークが光の粒子に包まれた。やがて、すべての装甲が消失すると、あとにはただ、真っ白な聖女像だけが残された。

「転送とは、一体どこに？」

『もちろん、クー・フリンの工房さ。ここから先は、クー・フリンの腕の見せ所だね。でも、きっと素晴らしい聖騎甲アークを完成させてくれると思うな。もしかしたら、ロサ・マリアの聖騎甲アークよりもね！　……おっと、そろそろ時間が来たみたいだ』

「……時間、ですか？」

　なぜだか、ミルカは寂しげな微笑を浮かべた。ミルカのイメージが、少しずつ淡あわくなっていく。今ではもう、ミルカの肌の背景が、うっすらと透けて見えるほどに……。

　惜せき別べつの刻ときが来ているのだ──。

『お察しの通りだよ。ボクは無事に、使命を果たした。だから、もう……ここに存在し続ける理由もないし、それがボクの定めだからね。さようなら、レベッカちゃん。ボクの血を受け継つぐ者……君に出会えて、本当に……良かった。千年以上も……待ち続けた甲か斐いが……あったというものだよ──』

「ミルカ様！」

　たとえ引き止めるのが無理だとわかっていても、レベッカは動いた。動かずにはいられなかった。ミルカを抱き締めるように、両手を伸ばしたのだ。

『ボクを幸せにしてくれて、ありがとう』

　ミルカの残留思念は、星ほし屑くずのように煌きらめきながら、最後にその一言を残し、ゆっくりと消えていった。

　レベッカは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま、しばらくの間、虚こ空くうを見つめていた。涙が滂ぼう沱だとあふれていることにも、気づいていなかった。

　やがてレベッカは涙を袖で拭ぬぐうと、表情を改めた。そして、胸の前で手を組むと、祈りを捧ささげる。

「感謝いたします。我が先祖にして聖せい女じよロサ・マリアの第一使徒、ミルカ・エレノア＝ランドールよ──」





"The Descendant of Milka ～A.S.B.1366.09～" is closed.








第十四話　出撃前夜









　王都アーカム──この絢けん爛らんたる城下町を吹き抜ける夜風も、そろそろ秋の気け配はいを帯おびつつある。

　アッシュたちはアーカム城を拠点としつつ、出発日に向けて準備を進めていた。

　とはいえ、作戦内容は既に固まっているし、魔ま導どう艇ていデュランダルの修理と整備なら、シェブロン王国軍の技術者たちが全力で取り組んでいる。

　アッシュたちが為なすべき準備とは、「出発日に向けて英気を養うこと」に他ならない。休むのも任務のうちというわけだ。

　……ところが、ただ休んでいるわけにはいかなかった。

　いざ休養に入ろうとした矢先、シルヴィアが思いだしたように告げたのだ。

　──そういえば……お前たち、夏休みの宿題はすべて終わったのか？

　たちまち、一同の表情はピシッと凍りついた。

　夏休みともなれば、各教科の担当教官から様々な宿題が出されている。新学期に入るまでに仕上げねばならないのは、どこの学校も同じである。

　残念ながら、この時点ですべての宿題を終えていたのは、シルヴィアとマックスだけであった。

　──だけどさ。この世界が滅ほろびるかどうかの瀬戸際なんだ。夏休みの課題とか、今は脇に置いたほうが……。

　と、反論したのはレイモンだったが、

　──それは違うぞ。我々が〈デミウルゴス〉の野望を退しりぞけた暁あかつきには、いつも通りの学院生活が戻ってくるのだ。無論、夏休みの宿題もな。今のうちに終わらせておけば、夏休みの最終日に泣くこともないと思うが？

　シルヴィアにぴしゃりといわれ、押し黙るしかなかった。

　アッシュも当然のごとく、夏休みの宿題は忘れていたのだが、シルヴィアの意見には賛成だった。

　そう、この戦いを終わらせたら、アッシュたちは平へい穏おんな日常に帰るのだ。

　そのとき、教師に対して「課題はサボりました。世界を救うのに忙しくて……」などと弁解していては、騎士の風上にも置けないだろう。

　そもそもアヴァロン聖竜皇騎士団は、学院の生徒会を兼ねている。生徒たちの手本としても、夏休みの課題くらいは完遂しておくべきなのだ。

　かくして、四日後の出発日までの間、アッシュたちは合宿をすることに決めた。オスカーにその旨を伝えると、快こころよく「合宿所」を提供してくれた。今はもう使われていないという、小さな離宮だった。




　一方、竜族であるがゆえに、宿題をする必要のないエーコは、アッシュたち勉強組の邪魔にならないよう、アーニャと一緒にモルドレッドの世話を焼いたり、ルクレツィアやリラと一緒に離宮を探検したり、コゼットとユニスから料理や紅茶の入れ方を教わったり……等々、和気あいあいと過ごした。

　アッシュとふたりきりの時間を過ごせないのは、やはり寂しくもあったけれど、こうして仲間たちと一緒に過ごす時間は、掛け替えのないものに思えた。




　楽しい時間というものは、あっという間に過ぎ去っていくものだ。

　ひょんなことから始まった合宿も、ふと気づけば最終日──処女宮ヴアルゴの月、第十四日の夜を迎えていた。

　すなわち、出撃前夜である。





　　　　◇






　夕食を早めに切り上げたアッシュたちは、寝室に移動していた。

　寝室は二部屋あり、一方は男子用の部屋、他方は女性陣すべてを収容できるほどの大部屋である。

　昨日までなら、夕食後は男女に分かれて過ごしていたのだが、今夜は違った。就寝までのひとときを、全員で大部屋に集まって、談笑することになったのである。

「お、お邪魔します」

　アッシュはドキドキと胸を高鳴らせつつ、大部屋の扉をくぐる。

「女子部屋に招待されるなんて、夢みたいだぞ」

「さすがに緊張するな……」

　レイモンは妙に興奮しつつ、マックスは恐る恐るといった様子で、アッシュに続いた。

　室内に足を踏み入れた途端、アッシュは気づいた。

　ふわりと、花のような香りが漂ただよっているのだ。ルッカが調合した香油を焚たいているのだろう。

　決して甘すぎず、清せい涼りようさも感じられる香りで、安眠効果もありそうだ。ルッカの細やかな気配りが感じられた。

「ちょっと、アッシュ？　あたしたちの部屋に招待されたからって、ヨコシマなことを考えるんじゃないわよ？」

　パジャマ姿のエーコが釘くぎを刺してきたので、

「いやいや、滅相もない！　いい香りだな……って思ってさ」

「このハーブ、王都の市場で売ってたの」

　アッシュに誉ほめられたのが嬉うれしかったようで、ルッカは頰ほおを染めた。

「ほんと、いい香りです～。今度、お母さんに送ってあげたいです」

　リンダが深呼吸を何度も繰り返すと、

「……必要になったら、いつでもいって」

　ルッカはほんのりと微笑を浮かべると、照れ臭そうに応じた。

　──それにしても……。

　アッシュは改めて、室内をぐるりと見わたす。

　エーコ、シルヴィアとコゼット、ルッカ、ジェシカ、アーニャとモルドレッド、ミラベルとユニス、ルクレツィア、リラと愛獣ムイシュキン、そしてリンダとパーシヴァル──お馴な染じみのメンバーである。

　あくまでもメイド服姿を堅持しているコゼットとユニス以外は、パジャマやネグリジェなど、思い思いの寝間着を着用していた。

「あ、あまりじろじろと見ないでくれ……恥ずかしい」

「やっぱり殿方が来るのなら、普段着のほうが良かった気がするわ」

　シルヴィアとミラベルは、恥ずかしそうに頰を染めている。実際に寝間着姿を見られた途端、羞恥心が湧わき起こったのだろう。

「はあ～。どうせなら、消灯後もアッシュ様と一緒にイチャイチャしたいものですわ」

　悩ましい溜ため息いきを漏もらしたのは、生地の薄いネグリジェに身を包んだジェシカである。豊ほう満まんな胸や、レースをふんだんにあしらった下着の意い匠しようが、明らかに透けている。

「……ジェシカ、本音が漏れすぎ」

　そんなジェシカを半眼になってたしなめたのは、ルッカである。キャミソールにショートパンツという、軽装だった。

「な、なんていうか、あたしまで一緒でいいのかしら？　と、とんでもない面子だと思うんだけど……」

　不安げにツインテールを揺らしているのは、ベアトリーチェだ。花柄のパジャマがよく似合っている。

　つい先日まで、ベアトリーチェは苦境に立たされていた。それが一転して、この状況である。戸と惑まどうのも無理はないだろう。シェブロンに入国して以来、彼女は祖国を救うためになにを為なすべきか、ずっと模も索さくを続けている。

「ふふっ。楽しそうだったから、来ちゃったわ」

　と、艶っぽい口調でつぶやいたのは、ナヴィーである。普段は遣竜工房に引きこもっているナヴィーも、珍めずらしく参加しているのだった。

　ベッドの上、ナヴィーがしどけない姿で横たわっている様子を見て、アッシュはドキリとしてしまう。今夜のナヴィーは、いつもに増して妖よう艶えんだった。

　一方、部屋の奥では、お姫様のようなネグリジェを着せられたモルドレッドが、ムイシュキンの背に乗って、キャッキャとはしゃいでいる。その様子を、ルクレツィアは微笑ほほえましげに、アーニャとリラはハラハラしながら見守っている。

「ふふっ。こういう合宿も、なかなか楽しいものだね。学院生だった頃は、この手の行事はサボッてばかりだったけれど、もったいないことをしたかもね」

　苦笑交じりに告げたのは、なんとオスカーだ。今は女王としてではなく、アッシュたちの仲間として、くつろいでいる。毛並みのツヤツヤとしたナイトガウンを羽織り、ベッドの上でちらりと太ももを見せている様子は、まるでアッシュを誘っているかのようだ。

「まったく、お主らときたら。暢気のんきというか、肝きもっ魂たまが太いというか」

　世界最高の賢者たるアスクレピオスの姿もあった。こちらはファンシーな模様のパジャマが妙に馴な染じんでいて、幼女そのものといった風情ふぜいである。

「しかしマスターは、騎士団の皆様以上に、くつろいでおられるのではないかと」

　と、アスクレピオスの脇から、ファナが普段着のまま、姿を現した。事実、アスクレピオスは仔こ猫ねこのように、ごろりと寝っ転がっているのだ。

　次の瞬間、レイモンがファナの存在に気づき、ハッと息を吞のんだ気け配はいが伝わってきたので、アッシュは微笑ほほえましく感じた。どうやら、レイモンがファナに抱いだく想おもいは、ますます強くなっているようだ。

　驚くべきは、ヴェロニカの参加だろう。このような集まりに顔を出すような性格だとは思えないし、事実、シルヴィアとミラベルも「どうして姉上が？」と、疑問を隠かくそうともしなかった。

　さすがのヴェロニカも、今は鎧よろいを脱いで、薄絹のネグリジェを着用していた。

「こ、今夜は無礼講だ。私のことは気にせず、大いに楽しむがよい！」

　周囲の疑問を吹き飛ばすように、ヴェロニカは宣言すると、早速、手許のワインを飲み始める。

「くっくっ。妾わらわのことも忘れるでないぞ！」

　ヴェロニカの隣では、アヴドーチャが愛獣クーと戯たわむれるようにして、寝転がっている。クーと一緒に、床ゆかで寝るつもりらしい。アヴドーチャとしては、やはり妹のアーニャを心配しているのだろう。

「──おぉい、連つれてきたぞ！」

　そのとき、聞き覚えのある声と同時に、どぉん！　と勢いよく扉が開いた。

　入ってきたのは、セレスである。

　そういえば、セレスがオスカーに付き従っていないのが不自然に思われたのだが、どうやら用事があったようだ。

　そんなセレスに手を引かれつつ、

「し、失礼します。ほ、本日はお招きに預かり、こ、光栄といいますか……」

　おずおずと室内に足を踏み入れたのは、なんとクリームヒルトだった。

　普段は王立歌劇場の女子寮で生活しているそうだが、わざわざ来てくれたのだ。右手には白木の杖つえを、左手には大きなバッグを提げている。お泊まり用の用具や着替えが入っているのだろう。

　かくして、メンバーは揃そろった。

　──レベッカさんは、今日も戻ってこなかったか……。

　ふと、レベッカの自信に満ちた笑顔が、アッシュの脳のう裏りをよぎる。

　──いや。レベッカさんなら大丈夫。俺が信じなくて、どうするんだ。俺たちが〈方はこ舟ぶね〉に突入するまでには、必ず帰ってきてくれるさ。





　　　　◇






　宴えんもたけなわ──。

　アッシュの頭上には、星ほし屑くずをちりばめたような夜空が広がっている。つい先ほど、ふらりと二階のバルコニーに出て、夜風に吹かれていたのだ。

　建物の正面では、ランスロット、ガウェイン、アリアンロッド、リアンノン、ブリギットの五体が、身体を丸めて熟睡している。離宮の周囲は緑豊かな庭園となっていて、竜族にとって恰かつ好こうな寝場所といえた。

「ふう……」

　先ほどから、妙に頰ほおが火照っているのは、どうやら間違って酒を飲んでしまったらしい。

　ヴェロニカやアヴドーチャ、アスクレピオスといった大人組のために、果実酒の入ったグラスも並べられていたのだ。

　室内とバルコニーを隔てる窓の隙間で、カーテンが夜風に吹かれ、ゆらゆらと揺れていた。皆の楽しそうな話し声が、漏もれ聞こえてくる。

　誰もが、あえて明日から始まる戦いのことには触ふれず、取り留めもない世間話に花を咲かせていた。

　──出撃前夜。

　皆が心のどこかで不安を抱かかえていることは、アッシュにもわかっている。

　アッシュ自身、同じ気持ちなのだから。

　もし、〈デミウルゴス〉の野望を食い止めることができなかったら？

　もし、賢竜王インボルクが復活してしまったら？

　もし、人類の大半が滅亡してしまったら？

　もし、サヴォナローラが望む「新世界」とやらが実現してしまったら？

　たくさんの「もし」を、アッシュは胸の奥おくに抱えている。皆も同じ気持ちだろう。

　──大丈夫。俺には、たくさんの仲間がいるんだからさ。

　かつてのアッシュは、一介の学院生にすぎなかった。

　しかも相パ棒ルに恵まれず、落ちこぼれだった。

　学院一の問題児として、白い目で見られる日々。

　あの頃の自分が、少し先の未来を見せられたとして、信じることができるだろうか？

　断じて否いなだ。

　だが、あの日──エーコに出逢った。

　人生が、文字通り、変わった。

　エーコに振り回される日々。

　生徒会役員となり、仲間が増えた。

　あれよあれよという間に、アッシュの人生は急展開していったのだ。

　七歳のとき、〈オーファンの儀ぎ〉を通じて、シルヴィアと出会っていたことまでが判明した。

　時に戦い、時に傷つき、死にかけたこともあったけれど、それでも──アッシュは今、ここにいる。

　エーコが誕生してから、およそ一年半。

　奇き蹟せきの連続だったと思う。

　いや、違う。

　ただ「奇蹟」の一言で片づけるのは、皆に対しても、そして自分自身に対しても失礼ではないか。

　そこまで考えたときだった。

「ねぇ、アッシュ？　アッシュってば！」

「おい。ぼんやりとして、どうしたのだ？」

「兄さん？　どうしちゃったんです？」

　ハッとして、アッシュは我に返った。

　エーコとシルヴィアとリンダが、怪け訝げんそうに、アッシュの顔を覗のぞきこんでいる。リンダの頭には、パーシヴァルがちょこんと乗っかって、アッシュにつぶらな瞳ひとみを向けていた。

　エーコとリンダは可愛かわいらしいパジャマを、シルヴィアはネグリジェを着用している。

　と、夜風が優しく吹いて、三人の髪をさらさらとなびかせた。

　柑かん橘きつ系けいの香りが、アッシュの鼻先に運ばれてくる。

「ごめん。ちょっと考え事をしててさ」

　少女たちの香りにドキリとしつつも、アッシュは答えた。

「もしかして、これまでの人生をしみじみと回想してたとか？」

「回想なんてやめておけ。縁起でもない」

「兄さんったら、相変わらず苦労性ですね」

　次々と指摘され、アッシュは苦笑した。

「はは、参った。すっかり見抜かれてるな」

「当然よ。あんたの相パ棒ルを舐なめないでよね！」

「わ、私だって、ずっとお前を見てきたんだからな！」

「お二人とも、まだまだ甘いです！　兄さんと一緒に過ごした時間は、リンダがいちばん長いんですからね！」

　むむむ……と、しばらく睨にらめっこをしていた三人だが、急に「ぷっ」と吹きだした。

「まったく。こんなときだというのに、なにを張り合っているんだろうな」

　シルヴィアが苦笑交じりに肩をすくめると、エーコとリンダも同感だとばかりに、照れ臭そうに微笑ほほえんだ。

「あらあら。こちらにいらっしゃったのですね」

　と、この集会が始まって以来、甲か斐い甲が斐いしく給仕を務つとめていたコゼットが、バルコニーにやって来た。

「明日は早朝から作戦開始ですし、そろそろお休みになられたほうがよろしいかと」

　懐中時計を確認すると、もうすぐ十一時。コゼットの指摘通り、明日は早朝から作戦行動を始めねばならない。夜更かしは禁物である。

「ありがとうございます、コゼットさん。じゃあ、そろそろ戻ろうか」

　アッシュがエーコたちを促うながそうとした、そのときだった。

「たっ、大変ですぞっ！」

　庭先から、誰かが大慌てで駆かけてきたのだ。わざわざ王宮から走ってきたらしい。

　一体、誰だろうと思いきや、なんとドラクロワ伯爵だった。普段は流りゆう麗れいな貴公子然とした彼が、あれほど取り乱すのも珍めずらしい。しかも、一国の宰相を全力で走らせるなど、明らかに異常事態だ。

「ドラクロワ伯爵！　なにがあったんですか!?」

　アッシュが二階のバルコニーから呼びかけると、

「おお、アッシュ殿！　まだ起きていたか！　実は、先ほど騎士国政府から新たな情報が届いたのだが──」




　アッシュたちは、すぐさま離宮の一室にドラクロワを招き入れた。

　明らかに、ただならぬ雰ふん囲い気きである。ささやかな宴会は中断され、今や誰もが緊張気味にドラクロワを注目している。

「一体、騎士国政府からの報しらせとは……？」

　アッシュが訊たずねると、ドラクロワは額ひたいの汗をハンカチで拭ぬぐいつつ、深刻そうな顔で口を開いた。

「落ち着いて聞いてほしい。アッシュ殿……これは、君に深く関わりのあることなのだ」

「俺に？」

　アッシュは首をかしげた。騎士国政府が、わざわざなにを報せてきたのだろう？　アッシュには想像もつかなかった。

「ドラクロワ。勿もつ体たいぶらずに、早く伝えたまえ。僕自身、気になって仕方がない」

　オスカーが促うながすと、ドラクロワは深々とうなずいた。

「私も同感だ。一体、我が騎士国でなにが起こったというのだ？」

　ヴェロニカ王女も気がかりな様子だった。騎士国政府からの報せなのだから、ヴェロニカにとっても無関係ではないはずだ。

「はあ……それが、アッシュ殿の故郷──アルバ村について、です」

「はい!?」

「アルバ村って……」

　アッシュとリンダが、同時に声をあげる。

　予想外もいいところだった。

　アルバ村など、辺境の寒かん村そんにすぎない。この局面に、どうしてアルバ村という地名が登場せねばならないのか。ドラクロワの口から「アルバ村」という固有名詞が飛びだしたこと自体に、違和感を覚えたほどだった。

「一体、アルバ村がどうしたっていうんです!?」

　アッシュは焦燥感に駆かられつつ、ドラクロワに詰め寄った。

「実は……つい先日、アルバ村の住民が皆、忽こつ然ぜんと消えていたことが発覚したそうです」

「消えた!?　まさか、俺の母さんも……？」

「はい。騎士国政府からの報せには、〝アッシュ・ブレイク殿の母親を含む全員が消失した〟と、わざわざ記されていました。しかも村人のみならず、家畜やペットに至いたるまで……ことごとく消きえ失うせていたそうです」

「そ、そんな……」

　リンダが絶句する気け配はいが、ひしひしと伝わってきた。両脇からエーコとシルヴィアが支えていなければ、今にもくずおれてしまいそうな様子だった。

　アッシュ自身、リンダと同じ気持ちだった。嫌な胸むな騒さわぎが止まらない。

「なにぶん辺境の村ゆえに、なかなか発覚には至らなかったそうです。保安官の捜査によれば、先月の二十八日の段階では、村長をはじめ、村人たちは普段と変わらぬ生活を送っていたと、確認されています」

「証言者がいたんですか？」

　アッシュが訊たずねると、ドラクロワはうなずいた。

「定期的にアルバ村と取引をしている商人の証言です。この商人は、二十八日の午後二時まで、アルバ村に滞在していたそうです。村人たちが消失したのは、それ以降ということになりますな。騎士国政府からの文書に記されていた情報は、以上です」

　アッシュは戦せん慄りつした。

　鈍器で殴られたような衝撃が、胸の底を駆け抜ける。

　およそ二週間も前に、アルバ村では異変が起きていたのだ。

　そして村人たちとともに、母も行方ゆくえ不明となった……。

「どう考えても、〈デミウルゴス〉の仕業に決まっているわ！」

　エーコが憤然として叫ぶと、仲間たちもうなずく。

　もちろん、アッシュも同じことを考えていたところだ。

「だけど、動機はなんだろう？　母さんだけを誘拐したっていうのなら、あいつの母さんへの執着心で説明がつく。村人全員、さらに家畜まで連つれ去った理由が、いまいち見えてこないな」

「もしかすると、サヴォナローラの奴やつ……自分が理想とする新世界を実現したあとは、そこにアルバ村を再構築するつもりではないか？」

　アスクレピオスが、遠慮がちに憶おく測そくを口にする。

「わたくしも、そう思うわ」

　と、ミラベルがアスクレピオスに同意した。

「アッシュの話によれば、サヴォナローラは苛酷な放浪の旅を続けた末に、アルバ村にたどり着き、温かく迎え入れられたのでしょう？　いわば第二の故郷よ。一見、冷酷に思えるサヴォナローラだけど、アッシュのお母様とアルバ村に対する執着心だけは、並々ならぬものを感じるわね」

「人は普段、故郷がどれほど大切であるか、なかなか自覚はしないものだ。しかし……祖国を理不尽にも奪われた今ならわかる。ずっと放浪を余儀なくされてきたサヴォナローラともなれば、アルバ村への思い入れは我々の想像以上であろうな」

　ミラベルに続いて、今度はルクレツィアが重々しく告げた。革命騒動で祖国を去らざるを得なかった皇女だけに、その言葉には実感がこもっている。

「あの親父おやじめ……」

　アッシュは思わず、握にぎり拳こぶしをわなわなと震ふるわせていた。

　サヴォナローラへの怒りと、事態を予測できなかった自分への怒りが、胸の底からこみあげてきたのだ。

　修しゆ羅らの道を突き進んでいるかのように見える父。

　だが、母への未練はたっぷりと残しているようだ。そもそもアルバ村で再会を果たしたとき、父が今も母を深く想おもっていることは、ちゃんと伝わってきたではないか。

　息子としては、嬉うれしく思うべきことかもしれない。

　だが、父がしてきたこと、これからやろうとしていることを考えると、素直に喜べるはずもない。

「怒りは禁物だよ、アッシュ」

　と、オスカーが落ち着いた声で語りかけてきたので、アッシュは顔をあげた。

「連れ去られたのなら、奪だつ還かんすればいい。以前、アッシュたちが僕を救いに来てくれたようにね」

「オスカー……」

「大丈夫だよ、アッシュ。わざわざ連つれ去ったということは、君の母君や村人たちが危害を加えられる可能性は、低いと考えていいだろう」

「ありがとう、オスカー」

　オスカーのおかげで、アッシュは怒りを和らげることができた。そうだ、怒りに駆かられたところで、なにも解決はしないのだと、自分を戒いましめる。

「それにしても、だ。このタイミングで、かくも大胆な犯行に及ぶとはな。改めて、〈デミウルゴス〉がとんでもない結社だと痛感させられるな。これから先、なにが我々を待ち受けているのか、想像もつかないぞ」

　柳りゆう眉びをひそめて嘆たん息そくしたのは、シルヴィアである。

「…………」

　皆も同じ気持ちを抱いだいたのだろう。暗あん鬱うつさを孕はらんだ沈黙が、部屋を満たしていく。母親を連れ去られたアッシュへの遠慮もあるのだろう。

　まるで、空気がずっしりと重くなったような気がした。

　アッシュ自身もまた、次に告げるべき言葉を探しあぐねてしまう。

　こんなときこそ、自分が場を盛り上げねばならないのにと思うのだが、そう思えば思うほど、浮かびかけた言葉は砂さ塵じんと化して、指の隙間からこぼれ落ちてしまう。

　そのときだった。

「あんたたち、暗いわよっ!!」

　雷鳴さながらの一喝が、皆の顔をハッと上げさせたのである。

　エーコだ。

　ベッドの上に仁王立ちして、皆を見下ろしている。

　可愛かわいらしいパジャマ姿にもかかわらず、その表情ときたら、まさしく怒れる竜だ。圧倒的な気迫のみならず、アヴァロン聖竜皇にふさわしい威い厳げんさえも感じさせた。

「こんな風に落ちこんでいたら、それこそ〈デミウルゴス〉の思う壺つぼだわ。大体、あたしたちらしくないと思わない？」

　エーコは腕組みをして傲ごう然ぜんと構えると、さらに言葉を継ついだ。

「いい？　あたしたちのやることは、ただひとつ！　この無駄に壮大な親子喧嘩をさっさと終わらせて、いつも通りの学院生活を取り戻すのよ!!」

　アッシュをはじめ、誰もがぽかんとしてエーコを眺ながめる。

　誰もが暗あん澹たんとした気分に陥おちいったとき、エーコだけは違ったのだ。

「はは……容よう赦しやないなあ」

　──無駄に壮大な親子喧嘩。

　そこまではっきりと断定されてしまっては、もはや苦笑するしかない。

　ところが不思議なことに、アッシュは胸のつかえがおりたような気分を味わっていたのだ。痛つう快かいですらあった。

「ふむ。どうやらエーコに一本取られたな」

　シルヴィアもまた、晴れ晴れとした表情を浮かべている。

　いや、シルヴィアだけではない。誰もが笑顔を取り戻していた。エーコの一喝は、沈みがちだった場の雰ふん囲い気きを一変させたのである。

「それじゃあ、ビシッと結論が出たところで、男子は大人しく退散しますか。アッシュもマックスも、行くぞ」












「そ、そうだな。すっかり忘れてたけど、ここって女子の寝室だし」

　慌ててレイモンに応じたアッシュとは対照的に、

「ふん。ファナさんの視線を意識して、真面目ぶっているのが見え見えだぞ？」

　マックスのほうは、なかなか手厳しい。案あんの定じよう、レイモンはギクッと動揺を見せると、

「なっ、なんのことかなあ、マックス君？」

　わざとらしい笑みを浮かべるのだった。




「──なあ、アッシュ」

　女子部屋を退室したあと、男三人で廊下を歩いていたら、レイモンが訊たずねてきた。

「なんといっても、出撃前夜だ。本当は、エーコちゃんと一緒に過ごしたかったんじゃないか？」

　アッシュはドキリとした。

「ははっ、図星かよ」

　からかうように、笑みをこぼすレイモン。

「おい、アッシュ。いかなる状況だろうと、不純異性交遊は見すごせんぞ？」

　対照的に、マックスはきらりと眼鏡を光らせている。

「まあ、そういう気持ちがないといえば噓うそになるかな」

　アッシュは苦笑を漏もらした。

「でも、俺たちは別に、負けにいくわけじゃないんだ。あくまでも、平へい穏おんな日常を取り戻すために出撃するわけで。きっとエーコも同じ気持ちだよ。だからこそ、部屋は別々でいいんだと思う」

　実は女子部屋を出る間際、アッシュはエーコの表情をちらりと窺うかがってみたのだが──エーコは自信たっぷりな笑みを浮かべていたのだ。「別に寂しくなんてないわよ？　こうして仲間に囲かこまれているんだし」と、いわれた気がした。

　アッシュは少し寂しい気がしたが、いや、それでいいんだと思い直した。

　そう、アッシュが戦うのは、平穏な日常を取り戻すため。

　すべてが終わった暁あかつきには、みんなで楽しい学院生活に回帰するのだ。

　出撃前夜だからといって、特別なことはなにもないのである──。





　　　　◇






　誰かがもぞもぞとベッドにもぐりこんでくる気け配はいに、アッシュは身み震ふるいした。

　──あれ？　この感覚、なんだか懐なつかしい気がするぞ？

　暗闇の中、見るも妖しげ……ではなく、むしろ可か憐れんな少女の髪が、肌が、ぼんやりと発光している。

「あ、あの……アッシュ？」

　と、少女がアッシュの真横で、恥じらうように微笑ほほえんだ。

　アッシュの視界に飛びこんできたのは、エーコの顔だった。

「エーコ!?　一体、どうして……？」

　アッシュはびっくりして跳ね起きる。たちまち、自分が半裸であることに気づいた。あいにく、周囲に着替えは見あたらない。

　アッシュは混乱しつつも、ベッドに横たわるエーコの姿をまじまじと見つめた。

「そ、そんなに見つめないでよ……」

　エーコは恥ずかしそうに、肌を隠かくすような仕草をした。

　なぜだか、今のエーコは薄絹のネグリジェを着用しているのだ。宴会騒さわぎのときは、可愛かわいらしいパジャマを着ていたはずなのだが。

「ここは一体……？」

　アッシュは改めて、視線をぐるりと一巡させた。

　室内の情景は、どこかぼんやりとして、アッシュの認識を拒こばんでいるかのようだ。壁までの距離感や、どんな調度品が置かれているのかも、茫ぼう洋ようとしてつかみ所がない。

　ところが、アッシュとエーコが身を落ち着けている寝台に限っては、とてつもなく豪ごう奢しやな造りで、その存在感を際立たせている。

　そして、窓からは異様に大きな満月が覗のぞいていた。

　少なくとも、アッシュが眠りに就ついた寝室とは、まったく異なる場所だった。すぐ隣では、レイモンとマックスが寝ていたはずなのだが、彼らの姿は見あたらない。

　──そういえば、エーコが誕生する直前、ナヴィーが俺の夢に現れて、いろいろと悪さをしたよな。なんとなく、あの夢に似ている気がする。だとしたら、これも夢の中の出来事なのか……？

　アッシュは試しに、エーコの肩先に触ふれてみた。

「やんっ！」

　エーコはビクッとして、悩ましい声を漏もらした。その肌は、アッシュの予想以上に火照っていた。

「なっ、なに触ってるのよ!?」

　真っ赤になって抗議するエーコ。

「ごっ、ごめん！　夢なのか現実なのか、確かめようと思ってさ」

　アッシュは平謝りしつつも、状況把握に努める。

　──感覚的には、生身と大差ないのか。そういえば、ナヴィーにもいろいろと悪戯いたずらされたんだよな。あのときも、ものすごく生々しい感触があったし。……待てよ？　だとしたら、これはナヴィーの仕業なのか？　だけど、それなら真っ先に姿を現しそうなものだけど、ここにはエーコしかいないし……。

「あ、あのね……」

　と、エーコがもじもじしつつ、ゆっくりと上半身を起こした。ピンク・シルバーに輝かがやく髪が、撫なで肩をふわりと流れる。甘い香りがした。

「この状況って、もしかしたら……あたしのせいかも」

「それって、どういう……？」

「えっとね。明日、いよいよ出撃でしょ？　だから、ほんの少しでいいから、アッシュとふたりきりになりたいって念じていたら──いつの間にか、この状況になっていたってわけ。正直、どういう力が作用したのかは、自分でもよくわからないんだけど」

　恥ずかしそうに目を逸そらすエーコ。その頰ほおが、見る見るうちに赤く染まっていく。

　──エーコ……！

　アッシュは胸を熱くした。

　消灯の直前、別れ際の情景を思いだす。

　エーコは自信たっぷりな笑顔を浮かべていたし、寂しさなどという感情は、微み塵じんも感じさせなかった。

　だが、あくまでも強がっていただけなのだ。

　本心では、やはり不安や恐れもあったのだろう。

　なんといっても、明日は敵の本拠地に突入しようというのだから──。

　アッシュ自身、レイモンとマックスの前では格好をつけてしまったが、やはりエーコがそばにいないのは寂しいと、心の底では思っていたのだ。

　ふと、アッシュはひとつの考えにたどり着いた。

「なあ、エーコ。きっと、この状況は、エーコのせいじゃないと思う」

「えっ？」

　エーコはきょとんとして、上目遣いでアッシュを見やる。

「俺もエーコと同じ気持ちだったんだ。きっと、竜騎士ドラグナーと相パ棒ルの想おもいが通じ合った結果、こうして会うことができたんじゃないかな？」

「……！」

　エーコは涙を浮かべると、アッシュの胸に飛びこんできた。

　その、華きや奢しやな肢し体たいを包んでいるのは、薄絹一枚にすぎない。

　エーコの温ぬくもりが、ひしひしと伝わってくる。薔ば薇らのように甘い香りも。

「アッシュ……」

　エーコが、そっと目を閉じた。アッシュは衝動的に、エーコの唇くちびるを奪った。今や灼しやく熱ねつしているかのような唇と唇を重ねたまま、エーコの身体を横たえる。

　エーコは大人しく、ベッドに背中を預けた。

　きらきらと輝かがやく髪が、ふわっと扇状に広がる。

　アッシュはゆっくりと、唇を離した。

「…………」

　エーコは、淡あわくふくらんだ胸元を小こ刻きざみに上下させながら、とろんとした目をして、アッシュを見上げている。

　すべてをアッシュに委ねているような、健けな気げさが感じられた。

　正直なところ、この状況が夢か現うつつか幻か……それはわからない。

　だが、アッシュとエーコが同じ刻ときを共有していることだけは、間違いないのだ。

　互いに手を伸ばせば、触ふれ合うことだってできる。

　きっと、ただ触れ合う以上のことも──。

「エーコ……」

　アッシュは本能的な衝動の赴おもむくままに、キスの雨を降らせた。唇くちびる、耳たぶ、うなじ、肩、そして胸元へ。アッシュの唇が触れるたびに、エーコはビクッと身体を反応させて、熱い吐と息いきを漏もらした。

　アッシュはもどかしい気持ちを抱いだきつつ、エーコの寝間着を脱がしていく。やがて、エーコが身に着けているのは、純白の下着シヨーツと〈アヴァロンの腕輪〉だけになった。

　だが、さらにアッシュが動こうとした直後、

「や、やっぱり……待って！」

　エーコは全身を強こわ張ばらせたのである。急に魔法が解けてしまったように、我に返っていた。そして、慌てたように、ネグリジェを羽織ったのである。

「エーコ？」

　アッシュは怪け訝げんに思い、手を止める。なにか気に障ったのだろうか？　少し焦りすぎたのかもしれない……。

　そんなアッシュの内心を察したのか、エーコは気遣うように、首を横に振った。

「違うの。アッシュの気持ちは、とても嬉うれしいの。だけどね、みんなのことを考えると……今の状況って、ちょっと恵まれすぎてるんじゃないかって思ったの」

　みんなというのは、アッシュに想おもいを寄せている女性陣のことだろう。

「ほら、こうしてふたりきりになれたのって、アッシュが竜騎士ドラグナーで、あたしが相パ棒ルのドラゴンだからでしょ？　なんだかズルいんじゃないかって……」

　エーコが気を悪くしたわけじゃないのだとわかり、アッシュはひとまず安心する。

　もちろん、エーコのいいたいことは理解できた。

　エーコは竜族としての能力に頼ることなく、あくまでもひとりの女の子として、ライバルたちと正々堂どう々どう渡り合いたい──そう考えたのだろう。

「……ま、最近のあんたを見ていると、来る物は拒こばまずって感じがするんだけどね」

　と、エーコが半分呆あきれたような調子で、アッシュを横目で睨にらんだ。

「はは……ごめんな、優柔不断で」

「ま、アヴァロン聖竜皇騎士団は、ひとつの国でもあるんだし。あんたがみんなの想いを受け留められるだけの器うつわだっていうのなら、証明してみればいいわ。もっとも──」

　エーコは急に自信たっぷりな笑みを浮かべると、アッシュに向けて身を乗りだした。

「正妻の座は渡さないけどね！」

「い、いつの間にそんな言葉を覚えたんだ!?」

「なんにせよ、今夜はここまでよ。この続きはすべてを終わらせたあと、アンサリヴァンに帰ってからということで……いいかしら？」

　再び顔を赤らめて、エーコはもじもじとした。

「ああ、了解だ」

　アッシュは晴れやかな気分で、うなずいた。

　そのときだった。

「──あら、もう終わりなの？　つまらないわ」

　突如として、ふたりの前にナヴィーが降臨したのである。

「うわっ、ナヴィー!?」

「ど、どうしてあんたが……まさか！　この状況って、あんたの仕業だったの？」

　アッシュもエーコも、ただただ啞あ然ぜんとするばかり。

　ナヴィーは妖よう艶えんな笑みをこぼすと、

「そうね。半分はわたしの力よ。そもそも、ここは遣竜工房と同質の空間だし」

「そうだったのか……」

「だけど、あなたたちの想おもいが通じ合っていなければ、ふたり同時に招待することはできなかったのも確かね。そういうわけだから、別に落胆する必要はないわよ」

「別に落胆なんてしないわよ。それじゃあ、元の場所に戻してもらえる？」

「了解したわ──」

　エーコの催促に応じると、ナヴィーは呪文の詠唱をはじめた。

　やがて、アッシュは自分の意識が遠くなっていくのを覚えた──。





　　　　◇






　翌朝──出撃予定日の、第十五日。

　朝食後、すべての準備を終えたアッシュたちは、アーカム城の敷地内にある駐艦場に集結していた。

「許されるなら、僕もトリスタンと一緒に出撃したいところなんだけどね」

　苦笑しながら告げたのは、見送りに来てくれたオスカーだ。今は執務服を着用しているので、学生時代、オスカー・ブレイスフォードを名のっていた頃の雰ふん囲い気きを感じさせる。

「その気持ちだけで充じゆう分ぶんだよ。なんといっても、オスカーは女王様なんだからさ」

　アッシュは笑顔で返したものの、すぐに表情を引きしめた。

「それに、〈デミウルゴス〉が本当に第二次ゼノグラヴィア戦争を計画しているっていうのなら、オスカーにはそちらの警戒にそなえてほしい」

「了解だよ、アッシュ」

「私も王国の宰相として、全力を尽くすと約束するよ。だからアッシュ殿、後顧の憂いなどは感じることなく、まっすぐ進んでくれたまえ」

　オスカーに続いて、ドラクロワも真摯な態度で告げた。

「ありがとうございます、伯爵」

「──アッシュよ」

　と、今度はヴェロニカ王女が、アッシュの脇にやって来た。

「すまないな。貴様にばかり、重荷を背負わせる形になってしまって」

「ヴェロニカ殿下……」

　アッシュは意外な感に打たれた。ヴェロニカにしては珍めずらしく、その表情が憂いを帯おびていたからだ。

「いえ、任せてください。ヴェロニカ殿下には、騎士国の防衛をお願いします。もし戦争になったら、地理的に考えて、騎士国も巻きこまれかねませんし」

「無論だ、アッシュ。貴様にいわれるまでもないぞ」

　ようやくヴェロニカは、普段の調子を取り戻した。

「それと、シルヴィア！　正直、次期騎士王パラデインである貴様を行かせるのは、忍びないのだが……もしかすると、これは貴様が王になるために必要な試練かもしれん。騎士王家の姫に相応ふさわしく、どんなときも誇ほこり高くあれ！　そして、必ずや帰ってこい！」

「無論です、姉上！」

　互いに真まっ向こうから見つめ合うヴェロニカとシルヴィア。

　かつてのような、「暴竜のごとき姉」と「ひたすらに怯おびえる妹」という構図は、もはや想像もつかない。シルヴィアが成長したのはもちろんだが、その成長ぶりが、きっとヴェロニカをも変えたのだと、アッシュは思った。

「──アーニャ、武運を祈っておるぞ」

　一方、やや離れた場所では、アヴドーチャがアーニャとモルドレッドを交互に抱き締めながら、激励の言葉を贈っているところだった。

「そしてモルドレッド。我が妹を、よろしく頼む」

「すべてが終わったら、姉さんのこと、もっと教えてほしいです」

「ちゃ～」

　アーニャは涙ぐみながら、モルドレッドは無む邪じや気きな顔で、アーニャに応えた。

「……アッシュさん。ご無事を、心より祈っています」

　そのとき、クリームヒルトがアッシュの前に進み出た。今は杖つえを持たずに、セレスに手を引いてもらっている。

「ありがとう、クリームヒルト。帰ってきたら、また歌を聴かせてほしい」

「もちろんです。わたしの歌でよろしければ、いくらでも」

　クリームヒルトは頰ほおを染めると、微笑ほほえんだ。

「おいこら！　クリームヒルトに見とれてんじゃねぇぞ？　まあ……なんだ。〝命に代えても〟なんて思い詰めたりせずに、堂どう々どうと凱がい旋せんしやがれ。いいな？」

　憎まれ口を叩たたきつつも、セレスはセレスなりに、アッシュを心配してくれている。その事実が、アッシュには嬉うれしかった。

「セレスもありがとう。肝に銘じるよ」

「──ふぅ。やっと儂わしの出番かのぅ？」

　次にやって来たのは、アスクレピオス博士だった。

「まあ、こちらのことは儂わしらに任せておけ。この大賢者アスクレピオスがついておるのだ。第二次ゼノグラヴィア戦争など、そう簡単に起こさせてなるものか」

「アスクレピオス博士。心強いお言葉、感謝します」

　アッシュの言葉にうなずくと、博士はミラベルに視線を向けた。

「ミラベルも我が弟子として、その才能を存分に発揮するといい。魔ま導どう艇ていの維持・管理については、そなたの双肩にかかっているのだからな」

「はい。まだまだ不ふ肖しようの弟子ですが……博士の教えを忘れることなく、邁まい進しんします」

　ミラベルの横顔は、ハッとするほど凛り々りしかった。

「アッシュ様、お気を付けて。レイモン様も、ご武運をお祈りしています」

　アスクレピオスの背後では、ファナがぺこりとお辞儀をした。

「は、はひっ！　もちろんです、ファナさん！」

　アッシュが応えるより先に、レイモンが裏返った声をあげたので、周囲には微笑ほほえましい雰ふん囲い気きが漂ただよう。

「──あ、あの……ほんとに気をつけてね、アッシュ」

　続いて、おずおずと進み出てきたのは、ベアトリーチェだった。ツインテールが、やや不安げに揺れている。

「マキャベリが待ち受けているだと思うと、居ても立ってもいられない気持ちになるけど……でも、もう決めたことだし、我が慢まんするわ。あたしの代わりに、あの性悪女をぶっ飛ばしてきてね！」

「ああ、もちろんさ」

　しばしの間、アッシュとベアトリーチェが笑顔で見つめ合っていると、今度はルクレツィアがやって来た。

「ふう……。私もできることなら、出陣したかったのだがな」

「ルクレ様。一度決めたこと、覆くつがえす……姫様らしくない……と、思う」

　やんわりと諭さとしたのは、従者のリラだった。

「わかっている。ベアトリーチェ殿と同じく、私も潔いさぎよく居残って、自分にできることを探してみるつもりだ」

　ルクレツィアは勇ましく拳こぶしを振り上げると、声を張りあげた。

「アッシュよ！　そなたがこの戦いを終わらせた暁あかつきには、私は再びゼファロス帝国を復興するつもりだ。そのときは是ぜ非ひ、我が城に招待しよう！」

「もちろん、あたしも招待するわよ！　新生・ラブロックにね！」

「ルクレツィアもベアトリーチェも、ありがとう。新しいゼファロスと、新しいラブロックか──想像するだけで、ワクワクしてくるよ」

　アッシュは笑顔になると、最後にリンダと向き合った。

「……兄さん？」

　リンダは旅支度をすませ、パーシヴァルを抱っこしていた。明らかに、アッシュたちに同行するつもりなのだ。

　だが、兄としては……やはり、リンダには残ってほしいと思っていた。

　昨夜のうちに諭さとしておくべきだったのだが、楽しい宴会で兄妹きようだい喧げん嘩かをするわけにもいかず、先送りにしてしまったのだ。

「リンダ。俺の気持ちは、わかっているよな？　リンダはここに残るんだ」

「嫌です。リンダも兄さんについていきます！」

「わかってくれ、リンダ。どんな危険が待ち受けているかもわからないんだ」

「だけど……！」

　リンダが、なおも食い下がろうとしたそのときだった。

　珍めずらしく、パーシヴァルがリンダの腕を強引に振り切って、パタパタと宙を舞ったかと思うと、アッシュの頭に着地したのである。

「うわっ!?　パーシヴァル？　お、お前、どういうつもりで……うおっ!?」

　パーシヴァルの奇行に虚すきをつかれた直後、アッシュは頭部にすさまじい重力を覚えた。

　突然、パーシヴァルの体重が増したのだ。

「お、重い……って、まだまだ重くなっていくぞ！　ど、どうなってるんだ!?」

　アッシュは、もはや立っているのも辛い状況だ。なんとかパーシヴァルを振りはらおうとするも、パーシヴァルは密着したまま離れない。

「どうやら、重力系魔法で自重を増幅しているようね」

　ミラベルが感嘆の表情を浮かべつつ、推測を口にした。

「ですが、ミラベルさん！　どうして、俺がパーシヴァルに攻撃されなきゃいけないんです!?」

　質問を飛ばした直後、アッシュはガクッと両膝をついた。このままだと、首を折られてしまうかもしれない……。

「話の流れから考えれば、一いち目もく瞭りよう然ぜんだわ。この子は、リンダを連つれて行けと主張しているのではないかしら？」

　ミラベルの推論を聞いた途端、リンダはギュッと拳こぶしを握にぎりしめた。

「ほら！　パーシヴァルもリンダを連れて行くようにって、兄さんにお願いしているんですよ！」

「いや、お願いっていうか……これはもう、脅迫のレベルだぞ？」

　アッシュが苦しげにつぶやくと、パーシヴァルはますます重くなった。

「ぐぬっ!?」

「ちょっと、大丈夫!?　こらっ、パーシヴァル！　あんた、本気でアッシュを脅そうっていうの!?」

　エーコが怒気を漂ただよわせつつ、進み出る。まるで小動物を捕獲するかのように両腕を広げたのだが、しかし、パーシヴァルはなんら動じない。

「はあ……仕方あるまい、アッシュ。ここまでやるからには、パーシヴァルなりに思うところがあるのだろう。リンダの同行を許してやったらどうだ？」

　溜ため息いき交じりに告げたのは、シルヴィアだ。

「パーシヴァル、目が本気。わたしも、シルヴィアのいう通りだと思う」

　ルッカも心配そうに事態を見守っている。

「こうなったら、リンダさんにも同行してもらいましょう！　アッシュ様の妹なら、わたくしの妹も同然ですもの。精一杯、お護まもりして差しあげますわ！」

　ジェシカも勇ましく宣言し、リンダの肩を持った。

「わ、わかった。リンダも連れて行く！　だから、さっさと俺の頭からどいてくれ！」

　アッシュが降参すると、ようやくパーシヴァルは離れてくれた。再び、玩具おもちやのような翼をパタパタと羽ばたかせると、リンダの腕の中にちょこんと収まる。

「まったく、不思議な奴やつだなあ」

　アッシュは首筋を撫なでながら、パーシヴァルを眺ながめやるのだった。




　挨拶をすませたアッシュたちは、いよいよ魔ま導どう艇ていデュランダルの乗降口へと向かった。

　無事に修理を終えたデュランダルは、朝陽を受けてきらきらと輝かがやいている。まるで新造艦のようだ。つい先日、あれほどの被害を受けたとは思えなかった。

　王国軍の機械工・修理工たちが、夜を徹して作業してくれたのだ。顔を合わせたこともない職人たちに、アッシュは尊敬と感謝の気持ちを抱いだいた。

　既に魔導エンジンは起動していて、獣けものの唸うなり声ごえのような音をあげている。

「いっておくけど、ただ修理しただけじゃなくて、改良も施されているんだ」

　得意げに胸を張って、解説するオスカー。

「改良ということは、なにか新機能を？」

　と、ミラベルがさりげなく身を乗りだした。

「まあね。まずは魔導エンジンの馬力を上げたから、〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉まで片道十五時間ほどで到着可能だ。それに、短時間とはいえ潜水もできるようになったよ」

「潜水機能まで？　王国軍にとっては、最高レベルの軍事機密だと思うのだけど」

「人類の大半が、滅ほろぼされるか否いなかの瀬戸際なんだ。それに、僕は君たちを心から信頼している。ならばこそ、女王として大盤振る舞いを決めたってわけさ」

「ありがとう、オスカー。それと、ひとつ頼みがあるんだ。もし、レベッカさんがこの城に寄った場合は、俺たちの行き先を伝えてもらえないかな？」

「了解だ、アッシュ。レベッカのことだから、全力で君たちを追いかけるだろうさ」

　オスカーは笑顔でうなずくと、アッシュたちをデュランダルの乗降口へと導みちびいた。

　その後、アッシュたちはデュランダルに搭乗し、ドラゴンたちは格納庫に収容された。

　まずは乗員すべて、操そう舵だ室しつに集結した。

　操縦士はアーニャが担当。長距離飛行となるので、数時間おきに、操縦技能を持つユニスと交代する予定だ。艦長席にはミラベルが着いた。

「発進まで、あと三分です！」

　アーニャが緊張気味な口調で、皆に伝達する。

　アッシュたちは手近な座席に着いて、発進時の衝撃にそなえた。まだ発進までには、少し時間がある。アッシュは皆に向けて、自分の決意を改めて伝えることにした。

「みんな、聞いてくれ！　なんとしても、魔導結社〈デミウルゴス〉と、親父おやじ……いや、盟主サヴォナローラの野望を阻止しよう。確かに、盟主の奴やつがロサ・マリア教に深い恨みを抱いだく理由は理解できる。だけど、絶対に納得はできない。ましてや、賢竜王インボルクの力を借りて、人類史をリセットするなんて、絶対に間違っている！　今度こそ決着をつけよう。そして、平へい穏おんな日常を取り戻すんだ！」

　アッシュの宣言に、返事を返す仲間たち。

「発進準備、完了。いつでも出られます！」

　と、アーニャが気迫のこもった声をあげた。

「魔ま導どう艇ていデュランダル、発進します！」

　すかさず、ミラベルが鋭い号令を発した。




　聖誕暦一三六六年。処女宮の月、第十五日。

　午前八時〇七分。

　魔導艇デュランダルは、〈ゾノ＝トーンの方舟〉を目指して離陸した。





"The Day of Take-off ～A.S.B.1366.09～" is closed.








第十五話　大海の凶兆









　──〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉の中ちゆう枢すう区画、〈大神殿〉。

　祭壇のごとく設置された、大魔導装置〈ヴァラスキャルブ〉が稼動してから、既に数日が経っていた。

　この装置は、真上から眺ながめると五ご芒ぼう星せいのような形状をしている。

　各おの々おのの頂点に相当する部位には、巨大なカプセルが搭載されていた。

　どのカプセルの内部も、不思議な液体で満たされている。

　ラクエルもまた、他の四つの星具と同じく、カプセルのひとつに閉じこめられていた。

　ただし、ラクエルを収めたカプセルは、他の四基とは異なり、見るからに複雑な装置を内蔵していることが窺うかがわれる。

　事実、接続されたケーブルの数も、他とは桁違いだった。

　まるで羊水に浮かぶ胎児のごとく、ラクエルは身体を丸め、ぷかぷかと浮かんでいる。

　水中のはずだが、呼吸に支障はない。

　その身に着けているのは、薄地の祭服が一枚のみ。

　華きや奢しやで小柄な肢し体たいに、生地がぴたりと張りついている。

　胸元でギュッと抱き締めているのは、ドラゴンのぬいぐるみだ。サヴォナローラがラクエルに対し、ただひとつ許したのが、この些細な所持品の持ちこみだった。

　アッシュたちの温ぬくもりが感じられる、不思議なぬいぐるみ。今となっては、これだけがラクエルの支えだった。

　だが、ずっと気丈に振る舞っていたラクエルの心も、既に折れかかっている。

「あっ……はぁっ…………んんっ……！」

　ここ数日にわたり、ラクエルは全身の肌という肌を愛あい撫ぶされていた。どこから湧わいて出たのか、無数の触手が蠢うごめいて、ラクエルの幼い身体を弄もてあそぶ。

　いや、違う。こんなモノは幻覚に決まっている。そう、これはラクエルの脳のう裏りに、強制的に送られてくるイメージにすぎない。

　事実、壁かべ際ぎわに展開されている魔導スクリーンに映しだされたラクエルは、ただ身み悶もだえをしているだけだ。カプセル内には、触手など影も形も見あたらない。

　が、たとえ幻覚であろうと、ラクエルの脳が知覚してしまっている以上、肌を這はいずり回る触手の感触は、実に生々しい。ヌルヌルとして気持ちが悪いのだ。

「ああっ……！」

　次の瞬間、ふわっと意識が浮かび上がるような、不可解な衝動に突き上げられた。そんなとき、ラクエルはひどく不安な気持ちに駆かられてしまう……。

　一体、自分の身体はどうなっているのか。

　そして、これからどうなってしまうのか……。

「お、お願いです……こんなこと、もう……やめてください……」

　かれこれ数日間、不眠不休で、ラクエルは触手の群れに翻ほん弄ろうされている。そんな状態のまま放置されていると、いつしか自分と世界の境界線が、どんどん曖あい昧まいになっていくのだった。

　のみならず、ラクエルは自覚している。自分の内部で、なにか、とてつもなく危険な存在が、むくり……と、鎌首をもたげつつあることを。

　──ドクン。

「……!?」

　その刹那、ラクエルの脳のう裏りに、鼓動のような音が響いた。

　それは、終わりの始まりを告げる音──。





　　　　◇






　処女宮ヴアルゴの月、第十五日。

　魔ま導どう艇ていデュランダルは、シェブロン王国の領海上を快調に進んでいた。

　出航から四時間後。正午を、やや過ぎた頃合いである。

　アッシュたちは、作戦司令室に顔を揃そろえていた。ちょうど、昼食を兼ねた作戦会議を始めるところだった。

「お代わりもたくさんありますわ」

　色とりどりの料理を並べつつ、コゼットがふんわりと微笑ほほえんだ。ジェシカとリンダも厨ちゆう房ぼうと作戦司令室を往復し、運ぶのを手伝っている。

　一方、飲み物を担当するのは、ユニスとルッカである。紅茶に詳しいユニスと、ハーブの専門知識を持つルッカが組むことで、艦内のドリンク類は朝から充実していた。

　なお、魔導艇の操縦は、今もアーニャが務つとめている。後ほど、操そう舵だ席せきに食事を運んであげないと……と、アッシュは思った。

「ふわあ！　コゼットの手料理、久しぶりだわ……！」

　と、エーコがきらきらと目を輝かがやかせて、目の前の皿を覗のぞきこむ。

「ちゃ～！」

　負けじとばかりに、モルドレッドも歓声をあげた。

　モルドレッドにとって、コゼットの手料理をご馳ち走そうになるのは、これが初めての体験である。さすがは竜族だけあって、目の前の料理が漂ただよわせているオーラを、本能的に知覚したのかもしれない。

　バターの芳香が漂ただようパンは、厨ちゆう房ぼうのオーブンで焼き上げられたばかり。こんがりと仕上がったローストチキンからは、ハーブの香りが立ち上り、いやが上にも食欲をそそる。大皿に盛られたサラダは、スモークサーモンと海藻と季節の野菜をふんだんに使っていて、宮廷の花壇を思わせるほどカラフルだ。

　他にも海え老びフライをはじめ、海の幸と山の幸をふんだんに盛りこんだメニューが、ずらりと並んでいる。

　一流レストランでも通用しそうな見栄えでありながら、家庭的な温ぬくもりも感じさせるあたり、いかにもコゼットらしい。

「うむ。本当に久々だな。こうしてコゼットの手料理を再び食べられる日が来るとは、なんと幸せなことだろう……！」

　シルヴィアは目の前の皿に視線を落としつつ、涙ぐんでいる。

「大おお袈げ裟さですわ、姫様。皆さんも、冷めないうちに召し上がってくださいませ」

　コゼットの言葉を合図に、アッシュたちは食事を始めたが、あまりの美お味いしさに、作戦会議はひとまず後回しとなった。




「そういえば──ミラベルさんにひとつ、聞きたいことがあったんですけど」

　並んだ皿の半数が空になった頃、アッシュはミラベルに視線を向けた。

「なにかしら？」

「デュランダルの針路のことなんですけど……俺、てっきり北西を目指すとばかり思っていたのに、南東に向けて進んでますよね？」

「ああ、そのことね。ほら、惑星は球体でしょう？　王都アーカムから〈方はこ舟ぶね〉を目指す場合、平面地図のイメージ通りに北西を目指すよりも、南東に向けて進んだほうが、距離的には近いのよ。もちろん王国軍の整備班も、その航路を想定した上で、燃料の積載量などを割り出してくれたわ」

「なるほど、そういうことでしたか。さすがはミラベルさんです」

「こ、これくらいは常識よ」

　アッシュの褒め方がストレートすぎたのか、ミラベルは照れている。

「ミラベルさんにとっては常識でも、俺にとっては新鮮ですよ。考えてみれば、エスカヴァロンにせよデュランダルにせよ、ミラベルさんに任せっぱなしで……この戦いが終わったら、俺も少しは乗り物について勉強したいです」

「そ、それなら、わたくしが直々に、教えてあげないこともないわよ」

「ほんとですか？　是ぜ非ひ、お願いします」

「……こら、アッシュ。姉上にちょっかいを出す暇ひまがあるのなら、そろそろ今後の作戦内容について、改めて確認しておくべきではないか？」

　と、シルヴィアが恐こわい笑顔を浮かべつつ、口を挟はさんできた。

「いやいや、これは真面目な話だから！」

　慌てて否定するアッシュ。たちまち、女性陣が「む～」とアッシュに注目する。モルドレッドと競走するかのように食事を続けていたエーコでさえ、ぴくりと反応したほどだ。

「ちゃ～っ！」

　その隙をついて、モルドレッドが海え老びフライをパクッと頰ほお張ばる。最後のひとつだったのだが、エーコは気づいていなかった。

「えっと……そうだな。姫様のいう通り、そろそろ作戦会議に移ろう」

　その場を取り繕つくろうように、アッシュはこほんと咳せき払ばらいをした。




「このままトラブルが起きなければ、およそ九時間後、つまり今夜の二十二時頃には、ゼファロスの領海に達する見こみよ」

　ミラベルの説明は滔とう々とうとして、耳に心地よい。

「そこからは、このデュランダル改良版に搭載された潜水機能を活用して、〈方はこ舟ぶね〉に接近します。そして、〈方舟〉に最も近い浜辺を目指すのよ」

「適当な浜辺が見つかったら、俺たちの出番ですね」

　アッシュが拳こぶしをグッと握にぎりしめると、ミラベルはうなずいた。

「アッシュを隊長とする竜騎士隊ドラグナーズを揚よう陸りくさせるわ。その後、デュランダルはすぐさま浜辺を離れ、再び潜水します。海中に潜みながら、アッシュたちの帰還を待つことになるわね。なお、デュランダルに残るのは、わたくしとユニス、アーニャとモルドレッド、リンダとパーシヴァルよ。それと、竜騎士隊ドラグナーズとデュランダルの交信については、ナヴィーにお願いするわ。念話ができるナヴィーに仲介してもらえば、傍受される心配は皆無だからよ」

『──ふふ、任されたわ』

　と、アッシュの耳にナヴィーの念話が届いた。皆もハッとして顔をあげたので、その言葉は全員の脳のう裏りに届いたようだ。

　ミラベルの言葉を継つぐように、今度はシルヴィアが口を開いた。

「〈方舟〉に潜入したあとは、兄上が命懸けで持ち帰ってくれた資料を参考に、中ちゆう枢すう区画を目指すことになる。無論、敵は全力で我々の突入を阻止してくるだろうが……」

「大丈夫。皆で力を合わせれば、必ず道は切り拓けるはずだ。そうやって、俺たちは目の前に立ちふさがる壁を乗り越えてきたんだからさ」

　アッシュが力強く宣言すると、誰もが笑顔でうなずいた。皆の勇気あふれる表情を、心底、頼もしく思う。そして、まだ帰らぬレベッカに想おもいを馳はせた。

　──俺たちの準備は万端です、レベッカさん。あとはレベッカさんさえ合流してくれれば、もはや怖い物はなにもありません。帰りを待っています……！

　その矢先だった。

『みんな、今すぐ操そう舵だ室しつまで来てくれない!?』

　ザザッというノイズとともに、少女の声が響いたのだ。艦内放送──今も操舵席に着いているアーニャの声である。

　なにが起きたのか、ひどく切羽詰まっている様子だった。

「行ってみよう！」

　アッシュたちは慌てて立ち上がると、駆かけ足で操舵室に向かった。





　　　　◇






「どうしたんだ、アーニャ!?」

　アッシュたちが操舵室に駆けこむと、アーニャは機き敏びんに反応した。皆が同時に確認できるよう、大型の魔導スクリーンを展開させたのだ。複数に分割された画面には、魔ま導どう艇ていデュランダルの置かれた状況が克明に映しだされた。

「なんだ、これ……!?」

　アッシュは呆ぼう然ぜんとした。

　はるか前方、空も海も黒く塗りつぶされているように見えるのだ。

「拡大するわよ」

　アーニャが手て許もとの操作盤に触ふれると、今度は拡大映像が表示される。

「──!?」

　その途端、誰もが絶句した。

　空と海を染める漆黒の正体は、魔獣の大群だったのである。飛行魔獣と海かい棲せい魔獣の群れが、デュランダルに向けて、刻一刻と近づいているのだ。あたかも、地獄への入り口が、ぽっかりと穴を空あけているようにさえ見えた。

「まるで民族大移動だな……」

　シルヴィアが呆あきれたようにつぶやく。

「……間違いなく、ゼファロス方面からこちらに移動しているわ。計算上、このまま当初の予定通りに進めば、二十七分後には接触するわよ」

　アーニャの声は緊張を帯おびている。

「そもそも、どうしてあんな状況になっているのかしら？」

「やっぱり〈デミウルゴス〉の仕業でしょうか……？」

　エーコとリンダが怪け訝げんそうにつぶやいた。確かに、これほどの変事である。〈デミウルゴス〉が関与している可能性は否いなめないと、アッシュも思った。

「いろんな種族が、群れを為なしてる。どう見ても、普通じゃない……」

　と、ルッカが眉まゆをひそめた。確かに、同じ種族同士で群れるならともかく、異種族同士が足並みを揃そろえるなど、まず見られない光景だ。

　ただ確かなのは、このまま接触した場合、デュランダルは魔獣の大群に吞のみこまれ、ただではすまないだろうということだ。

「ど、どうしますの!?」

　ジェシカが戦せん々せん恐きよう々きようとした顔で、皆の表情を窺うかがう。

「とりあえず、あの群れがわたくしたちを狙ねらっているのか、そうでないのか、確かめる必要があるわね。アーニャ、デュランダルの限界高度付近まで上昇してちょうだい」

「了解！　デュランダル、緊急上昇！」

　ミラベルが峻しゆん烈れつな口調で指示を送ると、アーニャは機き敏びんに反応した。

　魔ま導どう艇ていが上昇を始めるやいなや、床ゆかが激しく傾いて、アッシュたちをよろめかせる。

　今やデュランダルは、その舳へ先さきを上空に向けて、急な角度で上昇していく。

「ミラベルさん、どうして急上昇を……？」

　アッシュが訊たずねると、ミラベルは涼しげに応じた。

「このデュランダルなら、一般的な飛行魔獣の限界高度を軽く凌りよう駕ができるわ。もし、魔獣たちがわたくしたちを狙っているのなら、あの大群を停止させるはず。そうでないのなら、デュランダルには目もくれずに突き進んでいくはずよ」

「なるほど」

「ですが、姉上。それならば、潜水してやり過ごすのも手だったのではないですか？　せっかくの新機能を試すチャンスにもなりますし」

　シルヴィアが鋭い口調で訊ねると、しかし、ミラベルは首を横に振った。

「まだまだ思慮が浅いわね、シルヴィア。潜水機能には時間制限があるし、特にこの海域は無人島や岩礁が多いから危険よ」

　ミラベルは地図を指し示す。確かに小さな島が点在していて、潜水艇には優しくない海域といえるだろう。

「それに、海かい棲せい魔獣の中には、デュランダルよりも深く潜れる種族もいるわ。空のほうが安全確実よ」

「参りました、姉上……」

　がっくりと肩を落とし、降参するシルヴィア。まだまだ知略の面では、ミラベルに及ばないと痛感させられた様子だが、意外にもミラベルは微笑した。

「以前のあなたなら、そのような質問を飛ばすことすらできなかったわ。この戦いが終わったら、未来の騎士王パラデインを育成すべく、わたくしも微力を尽くしましょう」

「姉上……！」

　姉妹の絆きずなを深める両者を前に、アッシュが微笑ほほえましく思っていると、

「デュランダル、限界高度寸前に達したわ！」

　アーニャの声が響きわたった。その報告に、誰もが緊張をみなぎらせる。

　現在、デュランダルは雲海の上を航行中だ。アッシュたちが話している間に、艇体は分厚い雲を突きぬけていたのである。

　魔導スクリーンは、魔獣の生体反応だけが表示されるモードに切り替わっていた。無数の光点が密集し、怒ど濤とうのごとく進行している。

　十分、二十分……と時間が流れていく。

　そして、その瞬と間きが訪れた。

　スクリーン上では、デュランダルの現在位置を示す光点と、魔獣の群れの先頭が交錯したところだ。この表示を見る限り、魔獣たちは雲の上のデュランダルなど意に介さず、まっすぐに突き進んでいる。

「なんていうか、デュランダルなんて歯牙にもかけていませんね」

　アッシュが率そつ直ちよくな意見を口にすると、ミラベルもうなずいた。

「そうね。この分なら、あなたたちの誰かを偵察に出すまでもなく、やり過ごせるかもしれないわ。しばらくの間、この雲を利用して潜せん伏ぷくを続けましょう。ただ……」

　ミラベルは急に眉まゆをひそめた。

「あの魔獣たち……少しでも遠く、ゼファロスの地から遠ざかろうとしているようにも見えるわ。ゼファロスで、なにか大異変が起きたのかもしれないわね」

「それって、まさか……！」

「インボルクの復活!?」

　アッシュとエーコが顔を見合わせた、まさにそのときだった。

　けたたましいサイレンが鳴り響いたかと思うと、室内を照らしていた竜華灯が一斉に消え、しばらくすると非常灯に切り替わったのだ。

　薄暗い上に、非常灯は真っ赤だ。

　しかも、喉のどを搔かきむしるようなサイレンは鳴なり止やまない。

　正面に展開された魔導スクリーンをはじめ、すべてのモニターは、意味不明な文字列でびっしりと埋めつくされている。

「なにが起きたっていうの!?」

「ううっ、怖いです……」

　恐怖のあまり、エーコとリンダが左右からアッシュにすがりつく。

「……ただごとじゃなさそうだな」

　アッシュは身構えると、室内に素早く視線を巡めぐらせた。誰もが驚きよう愕がくして、立ちすくんでいる。モルドレッドに至いたっては、今にも泣き叫びそうな雰ふん囲い気きだ。

　このようなときこそ、リーダーとして毅き然ぜんと振る舞わねばならない。

「アーニャ、なにが起きたかわかるか？」

　アッシュは務つとめて冷静さを保ちつつ、操そう舵だ席せきの脇に歩み寄った。

「わからないわ。ただ確かなのは、メイン・システムになにかが侵入したみたいで……さっきから、こちらの操作を一切受け付けてくれないの。まるで、システムを乗っ取られたみたいな感じ、とでもいえばいいのかしら？」

「それって、つまり……？」

「制御不能よ」

　アーニャは決定的な言葉を口にした。

「──」

　操そう舵だ室しつ内の空気が凍りつくと同時に、魔ま導どう艇ていがガクンと揺れる。魔導艇の高度が下がりはじめたのだと、アッシュは気づいた。事実、アーニャがどんなに力をこめても、操そう縦じゆう桿かんは固定されたまま、びくともしない様子だった。

　魔導艇の限界高度ギリギリまで上昇し、どうやら魔獣の大群をやり過ごせそうだと安あん堵どした直後、正体不明の何者かにメイン・システムを乗っ取られた。そして制御不能。一難去ったと思いきや、今度は悪夢としか思われない状況が巡めぐってきたのである。

　それにしても、〝侵入〟だの〝乗っ取られた〟だのといわれても、アッシュにはピンと来ない。

　それはエーコたちも同様なのだろう。誰もが恐怖よりもむしろ、不可解そうな表情を浮かべているのだ。

　ただひとりの例外は、ミラベルだった。

「わたくしが留学していた当時、アスクレピオス博士から聞いたことがあるわ。この世界には人じん智ちなど遠く及ばない、異い形ぎようの魔獣が棲せい息そくしているのだと……。そうした魔獣の中には、魔導工学技術により製造されたマシンのプログラムに自我の一部を転送し、侵しん蝕しよくしていく種もいるそうよ」

「まさか、俺たちもそうした種に遭そう遇ぐうしたと……!?」

　アッシュの問いかけに、ミラベルはうなずいた。

「この状況から察するに、その可能性が濃厚ね。とにかく、デュランダルのメイン・システムに侵入した敵性魔獣の本体を探したいところだけど……」

　ミラベルは渋じゆう面めんをつくった。制御不能ということは、つまり、魔導艇に装備されているカメラを使うこともできないということだ。

「こうなったら、わたくしたち竜騎士ドラグナーが出撃すべきですわ！」

　と、ジェシカが気合い充じゆう分ぶんといった表情で、拳こぶしを握にぎりしめた。

「ジェシカに賛成。目視で、敵性魔獣を探すべき」

　ルッカもジェシカに同調する。

「だったら、俺も出撃するぜ！」

　さらにはレイモンが意気込んで、操そう舵だ室しつの出入口に駆かけ寄ったのだが、そこで最悪の事実が判明した。

　扉が、巌いわおのごとく動かないのだ。

「ちょっ!?　マジかよ！　俺たち……閉じこめられてるっ!?」

　焦あせった声を漏もらすレイモン。

「ええい、なにをもたついているんだ！」

　痺しびれを切らしたマックスも加勢するが、やはり扉は微動だもしない。これもまた、魔ま導どう艇ていのメイン・システムに侵入された結果だというのだろうか。

「くっ！　今夜には〈方はこ舟ぶね〉に到着できる見こみだというのに！　よもや、こんな凶事に巻きこまれるとは……！」

　シルヴィアが無念そうに叫ぶ。

　そうこうしているうちにも、魔導艇は小こ刻きざみに揺れながら、徐々に高度を下げていく。

　今なお鳴なり止やまぬサイレンが、いやが上にも焦燥感を煽あおる。

「最悪の場合、ここでデュランダルを廃棄せざるを得なくなるわね。それ以前に、無事に脱出できるかどうかも怪しくなってきたけれど」

　ミラベルが深刻そうにつぶやき、アッシュたちが固唾かたずを吞のんだそのときだった。

「ふふっ。どうやら、わたしの出番みたいね」

　星ほし屑くずのような粒子とともに、ナヴィーが顕けん現げんしたのだ。

「あんた、ずっと姿を見せなかったくせに、なにか手があるっていうの？」

　エーコが半信半疑の表情を浮かべると、ナヴィーは「失礼ね」といわんばかりに胸をグッと突きだした。

「敵は己おのれの精神を〝情報化〟することで、この魔導艇のメイン・システムに侵入し、魔導式プログラムを強引に書き換えようとしているのよ。だったら、同じ手段を使って対抗すればいいわ。そもそも、わたしの存在自体が一種の〝情報〟なのだから、敵と同じ舞台に立つことは、充じゆう分ぶんに可能よ。魔ま導どう艦かんのプログラムに合わせて、わたし自身を〝変換コンバート〟する必要はあるけどね」

　ナヴィーの言葉に、アッシュたちは一いち縷るの希望を見いだす。

「頼む、ナヴィー。デュランダルが墜落する前に、敵性魔獣をデュランダルのメイン・システムから排除してくれ！」

「頼まれたわ、アッシュ。それと、敵性魔獣のコード・ネームを〝アノニマス〟に指定させてもらうわ。呼称がないのは不便だし」

「了解だ、ナヴィー。これより、敵性魔獣をアノニマスと呼称する！」

　アッシュが宣言すると、ナヴィーは光の粒とともに消失した。

「よし！　ナヴィーがアノニマスの相手をしている間に、俺たちもできるだけのことをしよう。まずは、あの扉をこじ開ける！」

　アッシュの言葉に、皆は「おおっ！」と応じた。
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「……まだ見あたらないわね」

　敵性魔獣アノニマスを排除すべく、魔ま導どう艇ていデュランダルのメイン・システムに侵入したナヴィーは、仮想空間を注意深く進んでいた。

　幾何学的な紋様や、複雑怪奇な文字列が飛び交う、摩ま訶か不ふ思し議ぎな空間である。

　果はてのない空間を、ナヴィーの精神体はふわふわと漂ただよっている。薄地のワンピースをまとった姿で、ふわふわと浮遊している様子は、妖精さながらだった。

　実際のところ、ここは〇と一、たったふたつの数字でのみ構築された世界なのだが、それでは自己と世界の境界が曖あい昧まいとなり、一歩間違えれば、ナヴィー自身の自我が崩ほう壊かいしかねない。

　そのため、こうして便宜的に自己と世界を視覚化したのである。

「仕方ないわ。さらに奧まで潜るしかないわね。きっと、敵はそこにいるはず」

　次々と流れ去る、抽象的なイメージの中から、ナヴィーはひとつの「扉」を見定めた。そこに意識を伸ばすと、扉はナヴィーの正面で静止する。

　より深い階層へと続くゲートに間違いないと、ナヴィーは確信する。

「行くわよ──」

　ナヴィーが扉のイメージに触ふれ、ゲートを開こうとしたそのときだった。

　突如、視界が暗転したかのように、周囲が紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれる。あたかも、古代神話に登場する「煉れん獄ごく」を思わせる光景だった。

「まさか!?」

　ナヴィーは己おのれの過ちを悟った。一見、ゲートと見えたそれは、ナヴィーという情報体を捕獲するための罠わなだったのだ。

　ナヴィーがハッとしたときにはもう、四方から無数の拘束因子が発動していた。なぜだか触手の形をしていて、ナヴィーの四肢に次々と絡みついていく。

「くっ!?」

　あっという間に、ナヴィーは自由を奪われていた。

　こうなれば、メイン・システムから強制離脱ログ・アウトする以外に道はない。

　だが、幾本もの触手に縛りあげられ、あられもない姿で吊つり下さげられた格好になった今、ナヴィーは愕がく然ぜんとした。

　強制離脱ログ・アウトができないのだ。

「わたしとしたことが──あんっ!?　ちょっと、どこを触っているの!?」

　ナヴィーは愕がく然ぜんとした。自我を保ちやすくするため、肉体感覚をも再現していたのだが、それが仇あだとなったのだ。

「なっ、なんていやらしい……！」

　触手の群れは、ナヴィーの肌を隠かくしていた衣装を、容よう赦しやなく剝はぎ取とろうとしている。

　見た目は衣装だが、その実態はナヴィーの自我を護まもるための防壁である。が、触手は易やす々やすと引き裂いてしまう。さらには、ナヴィーの敏びん感かんな部分を次々と探り当て、不気味に蠕ぜん動どうするのだった。

　明らかに、ナヴィーを弄もてあそんでいるのだ。

「やっ……ああっ……！」

　ナヴィーは喘あえぎつつ、それでもアノニマスの本体を探そうとする。だが、尻尾をつかむことすらできない。

　触手の動きは烈はげしさを増す一方だ。

「おっ、お願い、それ以上は、もう……耐えられないわ…………」

　ナヴィーは髪を振り乱し、豊ほう満まんな乳ち房ぶさを弾ませた。すさまじい快楽が、爪先から頭のてっぺんに向けてほとばしる。これにはたまらず、ビクンと腰を突き上げた。

「こ、こんなにもはしたない姿、アッシュ以外に見せるつもりはないのに……！」

　触手は動きを止めることなく、ナヴィーの全身を執しつ拗ように攻め立てていく。

　アノニマスの能力を見誤ったのだと、ナヴィーは痛感した。このままでは、最終的に精神崩ほう壊かいまで追いこまれてしまう。

　事実、ナヴィーの意識は朦もう朧ろうとしつつあった。

　自己と世界との境界が、曖あい昧まいになりつつある……。




　──頼む、ナヴィー。デュランダルが墜落する前に、敵性魔獣をデュランダルのメイン・システムから排除してくれ！




　そのとき、ナヴィーはアッシュの言葉を思いだした。

　あの言葉に対し、自分はなんと応えたか。

「そう、わたしは〝頼まれた〟のよ！」

　ナヴィーは力を振り絞る。

　それは意志の力だ。

　──ばしゅっ！

　その刹那、右手首に巻きついていた触手が弾はじけ飛とんだ。右手の自由が戻ったのだと認識するやいなや、乳ち房ぶさの谷間に潜りこんでいた触手を無む造ぞう作さに握にぎりしめる。

「捕まえたわ！」

　右手と触手の接触面に、意識を集中させる。

　今度は、ナヴィーがアノニマスの精神を侵しん蝕しよくする番だ。無数の分身体を構築すると、アノニマスの精神世界に送りこんでやった。

　これらの分身体は、ナヴィー自身の劣化コピーであり、いわば尖せん兵ぺいだ。その集合体は、ナヴィーが保有する軍隊といえるだろう。

　仮想空間を舞台とする、あまりに抽象的な戦闘。

　当初は翻ほん弄ろうされる一方だったが、今度は自分の番だとばかりに、ナヴィーは次々と分身体を構築していく。

　そのとき、ナヴィーの意識に様々な情報が流れこんできた。アノニマスを攻めていた分身体が、入手した情報を持ち帰ったのだ。

　──これは……！

　ナヴィーは愕がく然ぜんとした。

　どうやらアノニマスは、先ほどデュランダルが遭そう遇ぐうした魔獣すべてを、支配下に置いているらしいのだ。下位の魔獣ばかりだったとはいえ、あれほどの数を支配するとは、とんでもない能力である。

　しかも、アノニマスの位置情報については、いまだ判明していない。

　理想をいえば、ナヴィーの内部侵攻で制圧できればよかったのだが、彼ひ我がの勢力は拮きつ抗こうしていて、ナヴィー単独での勝利は見こめないだろう。

　となれば、誰かが直接、アノニマス本体を叩たたくしかない。が、ナヴィーがアノニマスの位置情報を割り出さないことには、それすら不可能──。

　そこまで考えて、ナヴィーはハッとした。

　改めて、数々の分身体が持ち帰った情報を解析してみる。

　やがて、先ほど覚えた違和感の正体をつかんだ。

　──この無人島、不自然だわ。こんな島、地図に載っていたかしら……？

　アノニマスと根こん比べを続けながらも、ナヴィーは解析作業を進行させた。そして、確信する。ナヴィーが注目した無人島は、時速十キロメートルほどの微速とはいえ、徐々に移動しているのだ。移動する島など、不自然極まりない。

　──見つけたわ。あの無人島そのものが、アノニマスの本体……！

　島に擬態しつつ、周囲の魔獣の意識を乗っ取る能力。のみならず、魔ま導どう艦かんのメイン・システムにまで侵入し、さらにはナヴィーをも苦しめた。

　似たような能力を持つ魔獣なら何例か記録されているものの、アノニマスは別物だ。能力のレベルが段違いである。

　おそらくは、かつてアッシュたちが遭そう遇ぐうしたムルシエラゴのような、長命種の類たぐいだろう。しかも竜種の記憶ドラグワースに記されていないということは、よほど隠いん棲せいに特化した種なのだ。

　まさしく、無貌アノニマスというコードネームが似つかわしい。

　もしかしたら、島に擬態したまま、永き眠りに就ついていたのかもしれないと、ナヴィーは思った。そう考えたほうが、自然な気がしたのだ。

　では、どうして「彼」は目覚めたのか？

　最も可能性が高いのは、やはり〈デミウルゴス〉の暗躍だろう。

　賢竜王復活の儀ぎによる影響が、この海域にまで及んでいるのではないか。

　天変地異の前まえ触ぶれに対し、魔獣は特に敏びん感かんなのである。

「チェック・メイトよ、アノニマス──」

　ナヴィーは会心の笑みを浮かべると、アノニマスの情報をデュランダルの仲間たちに転送しようと試みる。

「……!?」

　だが、できなかった。ここに来て、アノニマスの触手が急激に盛り返してきたのだ。かろうじて保たれていた均衡が、このとき崩くずれた。

「くっ！　これほどの力を……まだ残していたっていうの!?」

　全身に絡みついてくる触手。その壮そう絶ぜつな拘束力に、ナヴィーは完全に身動きを封じられていた。強制離脱ログ・アウトも許されず、アッシュたちに思念を伝えることも不可能だ。












　それでもナヴィーはあがいた。

　触手の海で溺れそうになりながらも、一矢報いるべく、余力を振り絞る──。
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　その瞬間、操そう舵だ室しつの扉が弾はじけ飛とんだ。

　ずしん……という重たげな音とともに、扉が通路の床ゆかに倒れる。

「やったわ！」

　エーコの歓声が操舵室に響く。決め手となったのは、エーコの怪力だった。

「おおっ！　エーコの怪力が役に立ったな！」

「ちょっと、シルヴィア？　誉ほめられた気がしないんだけど？」

「そんなことはないぞ。これで外に出られるはず──」

　シルヴィアは勇躍して、操舵室を飛びだした。が、すぐに足を止めてしまう。

「そ、そんな……」

「どうしたんだ、姫様!?」

　アッシュはすかさずシルヴィアを追いかける。そして、同様に絶句した。

　通路の五メートルほど先。

　分厚い隔壁が降りて、行く手をふさいでいるのだ。本来は災害時のための隔壁だが、それを敵性魔獣アノニマスに逆用されてしまったのだろう。

「まずいわね……」

　ミラベルが深刻そうな顔をして、隔壁の前に立った。

「このデュランダルの内部には、同じタイプの隔壁が何枚もあるわ。もし、アノニマスがそれらすべてを閉ざしてしまったのだとすれば、出口に到達するまでに、どれほどの時間がかかることか……」

　こうしている間にも、魔ま導どう艇ていは降下を続けているのだ。頼みの綱のナヴィーは、どうやら苦戦を余儀なくされているらしく、いまだ連絡は来ない。

「仕方ないわ。デュランダルはここで遺棄して、あとは竜族たちに運んでもらいましょう」

　ミラベルの意見は正しい。断腸の思いではあるが、もはやデュランダルは諦あきらめるしかなさそうだ。ドラゴンたちには余計な体力と魔力を消費させてしまうことになるが、命には代えられない。

　アッシュが苦渋の決断を口にしようとした、まさにそのときだった。

　どんっ──と、すさまじい衝撃が魔導艇を襲ったのだ。アッシュたちはたまらず、その場にうずくまってしまう。

「な、なんだ……!?」

　アッシュは慌てて起き上がった。どこにも怪け我がをしていないことを確認すると、操そう舵だ室しつに引き返し、ガラス越しに船体前方の様子を窺うかがう。

「なにが起こったんだ、アーニャ!?」

「そ、それが……突然、魔ま導どう艇ていの降下が止まったのよ」

「ナヴィーがやってくれたのか？」

「いえ、違うわ。メイン・システムは、今もアノニマスに乗っ取られたままだもの。今の状況は、誰かが魔導艇の底部を物理的に支えている感じで……」

　アーニャが半信半疑の顔で状況を報告した、そのとき──。

　魔導艇の舳へ先さきに、純白の天使が舞い降りた。

　少なくとも、アッシュの目には、そう映った。

　まるで花嫁を思わせる衣装は、しかし、よく見ると聖騎甲アークのような波動を感じさせた。

　清せい楚そさをイメージさせる純白を基調としながらも、随所に真紅があしらわれている。

　やがて純白の天使は、肩ごしにこちらを振り返った。

　──任せておけ。

　その笑顔は、強い意志を秘めている。












「レベッカさん……！」

　アッシュは思わず、その名を叫んでいた。
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「ふむ。正直、どういう状況なのかよくわからないが……」

　魔ま導どう艇ていの舳へ先さきに堂どう々どうと立ちながら、レベッカはつぶやく。

　天空城で使徒ミルカの英霊に拝はい謁えつし、聖せい女じよロサ・マリアの遺品を賜ったレベッカ。それは、ロサ・マリア自身が装備していたという聖騎甲アークであった。

　その後、レベッカはいったん、メイリンたちが暮らす村に帰還した。一言、世話になった礼をいっておかねばと思ったのだ。

　驚くべきことに、メイリンたちは予想外のプレゼントを用意していた。

　魔導工学式のブースターである。なんでも、戦場跡に落ちていた廃材や、傭よう兵へい時代に備蓄していた竜綺華晶を材料にして、即席で組み立てたらしい。

　クー・フリンの身体に装着すれば、飛行能力を飛躍的に上げることが可能だという。

　当然、クー・フリンの魔力と体力を節約することもできるのだから、ありがたい装備といえた。幼少の頃から傭兵稼業に馴な染じんでいた四姉妹にとって、この手の工作は朝飯前なのだった。

　レベッカはありがたく、メイリンたちの心こころ遣づかいを受け、そして帰路に就ついた。魔導ブースターの性能はすさまじく、当初は戸と惑まどうばかりだが、やがて慣れた。

　それから数日を経て──アッシュたちが王都アーカムを経った一時間後、レベッカは入れ違うようにして、アーカム城の庭園に不時着したのである。魔導ブースターが限界に達し、故障してしまったのだ。むしろ、ここまで壊れずにすんだのが奇き蹟せきといえた。

　だが、それが幸いした。

　オスカーに再会したレベッカは、アッシュたちが〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉を目指して、一時間前に出航したことを知らされたのだから。

　無論、レベッカは即座に行動した。アスクレピオス博士に魔導ブースターを修理してもらい、すぐさま出発。そして、魔導艇デュランダルの航跡をたどってきたのである。

　だが、この海域に差しかかるなり、レベッカが目撃したのは、謎の魔獣群と、今にも墜落しそうな魔導艇が一隻せき──。

　アッシュたちの危機を察したレベッカは、即座に動いた。

　クー・フリンに対し、初披露となる聖騎甲アークの献呈を命じたのである。

　この道中、クー・フリンは蒼そう天てんを駆かけながらも、レベッカの期待にしっかりと応えていた。ロサ・マリアの聖騎甲アークを素材として、新たなレベッカ専用聖騎甲アークを完成させたのだ。

　そして今、クー・フリンは自らの体たい軀くで船底を支えることで、デュランダルの落下を食い止めている。

　一方、レベッカ自身はデュランダルの舳へ先さきに立ち、操そう舵だ室しつのアッシュたちに微笑ほほえみかけたのも束つかの間ま、「妙だぞ……？」と不審に思った。

　敵の姿が、どこにも見あたらないのだ。先ほど遭そう遇ぐうした魔獣の群れは、なにかに憑つかれているかのように、この宙域を徘徊するばかり。明らかに異常事態だが、おそらくあの魔獣たちも犠牲者なのだろうと、レベッカは推測した。

　ならば、諸悪の根源ともいえる敵が、どこかに潜んでいるはずなのだが……。

　そのときだった。レベッカの視界の端を、真紅の光点がよぎったのだ。

「むっ？　あれは……!?」

　はるか眼下は、紺こん碧ぺきの海。小島が点々と、連なるようにして並んでいる。その中でも、ひときわ大きな島の中央付近に、まるで射撃用の的さながら、真紅の魔法円が表示されているのだ。

　一見、複雑な模様のように見えて、組みこまれた文字列からは、「狙ねらい撃て」という、シンプルなメッセージだけが読み取れた。どうやらマーキングの一種らしい。

「ふむ。とりあえず、撃っておくか」

　レベッカは悠ゆう然ぜんとして微笑むと、右手をそっと前方に突きだした。

　魔ま槍そうゲイ・ボルグを呼び出すのではなく、掌てのひらに魔力を集中させる。クー・フリンが新たに創成した聖騎甲アークに蓄積された魔力が、波は濤とうのごとく流れこんできた。

　見る見るうちに、球形の魔導エネルギーが構築されていく──。

「はっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、射出。レベッカの意思に応じて、魔導エネルギーの塊は流星のごとく、蒼天を駆け下りていく。視界が真っ白に染まったのは一瞬のこと、壮そう絶ぜつな爆発音が轟とどろき、暴風が吹き荒れた。眼下の海域に、砂さ塵じんが朦もう々もうと立ちこめる。

　やがて視界が晴れたとき──

　謎のマーキングが施された島だけが、灰かい燼じんに帰していた。





　　　　◇






「コントロールが戻ったわ、アッシュ！　たぶん、レベッカさんがアノニマスの本体を叩たたいてくれたのよ！　魔獣の群れも正気に返ったのか、散り散りになって逃げていくわ！」

　アーニャが叫び、操そう縦じゆう桿かんに力をこめる。アッシュたちは歓声をあげた。

　やがて魔ま導どう艇ていが安定飛行に戻ると、クー・フリンが船底から顔を覗のぞかせた。このとき初めて、アッシュたちはクー・フリンが船底を支えてくれていたのだと気づいたのだった。

「ふう……冷や冷やしたわよ、まったく。でも、レベッカがわたしのマーキングを読み取ってくれて、本当に良かったわ」

　と、そこにナヴィーが帰ってきた。

　詳細は説明してもらわないとわからないが、どうやらナヴィーとレベッカが咄とつ嗟さに連携した結果、アノニマスを撃滅できたのだと、アッシュは察した。

　そのとき、操そう舵だ室しつの戸口に、誰かが立つ気け配はいがした。

　アッシュをはじめ、誰もがいっせいに振り返る。そこに立つのは、花嫁のウェディングドレスを思わせる、新しい聖騎甲アークに身を包んだレベッカであった。

「ただいま。待たせたな、みんな」

「お帰りなさい、レベッカさん」

　アッシュは笑顔で応じるのだった。





"Return of Rebecca ～A.S.B.1366.09～" is closed.








第十六話　目覚めよ、遙か太古の王









　処女宮ヴアルゴの月、第十五日。

　ちょうど、時計の針が二十一時を指し示した頃合いであった。

　現場責任者の一報を受け、〈七翼将〉の五名──盟主サヴォナローラ、ペネロペ、マキャベリ、ウルスラ、そしてキーラは、〈大神殿〉に顔をそろえていた。

　儀式とはいうものの、その実態は魔導工学実験であり、目に見える変化はなかなか訪れなかったのだが、ここに来て、測定値が決定的な反応を示したという。その報告が〈七翼将〉たちにもたらされたのが、半時ほど前のことである。

「ついに来たか……！」

　サヴォナローラは興奮をあらわにして、儀式を見守っている。

　対照的に、ペネロペとマキャベリとキーラは、期待と不安が交じり合った表情を浮かべている。実際に儀式を進めていた研究者たちも同様だ。

　一方、ウルスラだけは、相変わらず無表情のまま、さほど関心を引かれた様子もなさそうに佇ちよ立りつしていた。

　今や各おの々おののカプセルに内蔵された五大星具は、激しく明滅を繰り返している。星体ラクエルも例外ではない。

　──カッ！

　ついには、〈大神殿〉全体が金色の光に包まれた。

「はーっはっはっは！　我が大願、これにて成じよう就じゆせり！」

　サヴォナローラが歓喜の声をあげた直後、すさまじい爆発音とともに、魔導装置が炎ほのおを噴きあげた。

「なっ、何事だ!?」

　ペネロペが警戒心をあらわにして、サヴォナローラの前方に立ちはだかる。前方は噴煙と粉ふん塵じんだらけで、完全に視界が閉ざされてしまっていた。

「わっ、わかりません！　制御不能であります！」

　研究者のひとりが、絶望の声をあげる。

「そんなバカな！　儀式自体に誤りはなかったはずだぞ！　なぜだ、どうして失敗した……!?　私の大願は……この星に新世界をもたらすという宿願は……どうなるっ!?」

　今や半狂乱となって、頭を抱えるサヴォナローラ。

　──がしゃり。

　そのときだった。

　朦もう々もうと漂ただよう噴煙を、縦に斬り裂くようにして、何者かが近づいてきたのである。

　その何者かが足音を聞かせるたび、装甲板が打ち合うような音が響きわたるのが、いかにも不気味だった。

　やがて、サヴォナローラたちの前方に現れたのは──

　銀を帯びた蒼あおの長髪が神秘的な、透き通るように白い肌の少女だった。外見年齢は十六、七といったところだろうか。

　この世のものとも思われぬ、どこか儚はかなげな美貌であった。

　サヴォナローラは自然と、彼女の瞳ひとみに視線を吸いよせられた。

　右目は、サファイアを思わせる蒼。

　左目は、エメラルドを思わせる緑。

「まさか!?　お前は……！」

　サヴォナローラはハッとして、この謎めいた少女を凝視する。間違いない。どういう法則が働いたのかは謎だが、この少女はラクエルが成長した姿なのだ……！

　しかも彼女が装備しているのは、星冠・星剣・星せい鎧がいが、体型に合わせて変形したものであった。

　全体的に、禍まが々まがしい雰ふん囲い気きを醸しだしている。ラクエルだった頃の可か憐れんな雰囲気は、微み塵じんも感じられない。

　なお、星動機に搭載されていた竜綺華晶は、星鎧の胸部中央に埋めこまれ、太陽のごとく燦さん然ぜんと輝かがやいている。

「…………」

　かつてラクエルだった少女は、気け怠だるげに周囲を見わたすと、やがてサヴォナローラをリーダーだと認めたのだろうか、ぴたりと視線を定めた。

　その刹那、サヴォナローラは戦せん慄りつした。

　尾てい骨から脳髄へと、名状しがたい冷気が突き上げる。

　魔導結社〈デミウルゴス〉の盟主となって以来、サヴォナローラは初めて、畏い怖ふという感情を思い出した。

　やがて、少女は機械仕掛けの人形さながらの口調で告げた。




「余よを封印より解き放ちしは、汝なんじか？」





To be Continued.















あとがき









　こんにちは。シリーズ十九作目、第四部の中編に当たるエピソードをお届けします。

　修行のため、アッシュたちとは別行動をとっていたレベッカ。本巻では、久しぶりにレベッカの活躍を描くことができたので、作者として満足しています。また、さらなる新事実もいくつか判明しましたし、懐かしい人物も登場しますので、先にあとがきをお読みの方は是非、今すぐ本編に進んでくださいね。

　本巻の表紙を飾るのは、レベッカ、ルッカ、そしてジェシカです。「十九巻の表紙は是非、この三人でお願いします！」という、作者の欲張りなリクエストをご快諾いただいた〆しめさばコハダ先生には、頭が下がる思いです。レベッカの新装備デザインも、清楚さと艶つややかさを兼ねそなえていて、ただただ見惚れております。

　〆先生とＲＡＮ先生、担当さんをはじめ、出版に際してご尽力を賜った方々と、ここまで応援してくださった皆様に、深く感謝いたします。

　それでは、次巻──最終巻にて、お会いしましょう。





二〇一五年七月　瑞みず智ち士し記き


















　著者

　瑞智士記（みずち・しき）

　　第四部「星を継ぐ者」の中編をお届けします。

　　久しぶりにレベッカの出番が多い巻となりました。




　　富士見ヤングミステリー大賞出身作家。関西在住。『リビングデッド・ファスナー・ロック』（ガガガ文庫）、『あかね色シンフォニア』（一迅社文庫）、『展翅少女人形館』（ハヤカワ文庫ＪＡ）などの作品がある。

　　公式サイト　http://mizuchishiki.com




　イラストレーター

　〆コハダ（しめさば・こはだ）

　　インドア派のイラストレーター、〆コハダです。好きなものはゲーム、漫画、可愛い女の子。将来の夢は出世魚になること。

　　ＨＰ「ぐずぐず帝国」

　　http://kohadax.jugem.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／〆コハダ

　　装丁／伸童舎
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